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旧洋館御休所
(既存展示撤去及び新規展示設置)

温室
(既存展示撤去及び新規展示設置)

(新規展示設置)
森の家

発券所　大木戸門
(既存サイン撤去及び新規サイン設置)

発券所　千駄ヶ谷門
(既存サイン撤去及び新規サイン設置)

発券所　新宿門
(既存サイン撤去及び新規サイン設置)

管理事務所
(新規サイン設置)



「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

　４）特記事項に記載の	(	 	)	内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　３）特記事項に記載の	[	 	]	内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を

適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　	／　	）図、機械設備工事の特記仕様書は（　	／　	）図による。

（３）本特記仕様書の表記

○

　１）項目は、・	印の付いたものを適用する。

　たものを適用する。

１．共通仕様

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と	※	印の付いた場合は、共に適用する。

　２）特記事項は、・	印の付いたものを適用する。

５） 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の

調達の推進に関する基本方針（平成31年2月8日閣議決定)に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

特	記	仕	様	書

Ⅰ	 　工事概要

Ⅱ	 　建築改修工事仕様

○

項　　目 特　　記　　事　　項章

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版（以下、「改修標準仕様書」という。）

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版（以下、「標準仕様書」という。）

・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下、「標準詳細図」という。）

・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

○

○

○

1
適用区分・

種別　 (	・ A	種　・	B	種　・	C	種　・	D	種		・	E	種	)

・材料、撤去材等の運搬方法

防護シート

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

	別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式

	又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・

外部足場

	[2.2.1]　							足場等

・設置しない

・設置しない

　[表2.2.1]

	C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　・　 　）	

	D種：利用可能な階段　 （・図示による　・ 　）	

・設置する 　（設置範囲　・工事に必要な範囲　・図示による　・　 　）

・設置する 　（設置範囲　・工事に必要な範囲　・図示による　・　 　）

内部足場　 ・設置する　（※	脚立、足場板等　・ 　）　・設置しない　

・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

仮

設

工

事

2

・図示による 　・　

・ 	[2.1.3]騒音・粉じん等の対策

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より離

れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

撮影枚数　 	枚　

・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管・配線等の位置の墨出を行う

コア抜き、はつり工事等

※ 既存資料調査

範囲　※図示による

コンクリート厚さ 	㎝

フィルムサイズ

化学物質の濃度測定

	ゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

（３）測定方法は、現場説明書による。

（４）測定結果の報告は、現場説明書による。

（２）測定対象室及び測定箇所数等は下記による。

（１）施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、	エチルベン

・ 	(1.5.9)（1.7.9）

	着工前の測定	 ・ 行う ・行わない

	測定対象室	 ・ 図示による 	・　

	測定箇所数	 ・ 図示による 	・　

・風圧力

・積雪荷重

地表面粗度区分

　	建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

															 （　・ Ⅰ　・	Ⅱ　・	Ⅲ　・	Ⅳ　）

・

風速（Vo= 　m/s）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（ 　）

・ 施工条件 	(1.3.5)[1.3.5]
・施行順序

（ 　）

・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所

（ 　）

・ 	(1.4.1)[1.4.1]環境への配慮

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、	パーティク

材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

を指す。

、次の①から④を満たすものとする。

(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

(２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

①建築基準法施行令第20	条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

ヒド発散建築材料以外の材料

	②建築基準法施行令第20	条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

	③建築基準法施行令第20	条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

	④建築基準法施行令第20	条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

する。

とする。

る。

塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

	を有するものとする。

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

	する。

　事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価さ

　れたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されて

	①品質及び性能に関する試験データを整備していること。	

　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。	

	③安定的な供給が可能であること。	

	④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。	

	⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。	

	⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。	

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料	

　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　いるものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

	(1.4.2)[1.4.2]・ 材料の品質等

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

・ 石綿含有建材の調査 [1.5.1]

調査

貸与資料（　 　）

・分析による石綿含有建材の調査

※石綿含有建材の事前調査

工事着工に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

サンプル数 　1箇所あたり3サンプル

採取箇所

・図示による 　・　

・ 埋設配管・配線および

鉄筋調査

あと施工アンカー工事

6章および8章による

既存部分の養生・ 	[2.3.1]

・既存部分 　養生の方法（※ビニルシート、合板　・　　　　　　）

・既存家具、既存設備等 　養生の方法（※ビニルシート等　・　 　）	

・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法（・ビニルシート等　・ 　）	

	保管場所　（・図示による　・　 　）	

・固定された備品、机、ロッカー等の移動　（・図示による　・ 　）	

養生の方法等

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

	場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。	

　[2.3.2][表	2.3.1]・ 仮設間仕切り

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示による　・　

仮設間仕切りの種別と材質等

仕上げ（厚さmm）

・ 片面

防炎シート

・ なし

種別 塗装 充填材

グラスウール

※C種

・B種

・A種

・せっこうボード

種類（・ 	）

厚さ（・ 　mm　※9.5mm）

・合板

・合板（・ 　㎜　※9.0mm）

材種（・ 　）

厚さ　 　㎜

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

※合板張り程度※木製

・ 片面・	・

・ か所・ 無し

・図示による

材質 仕上げ 塗装 備考

・M4C

・設けない

・設けない

・設けない

・設けない

・M3D

・POD

・PODI

・M3DI

・M4DI

脱気装置	

・設ける

	・

仕上塗料

（種類）	

・

改修標準仕様書3.3.2(9)

改修
工法 種別

新設 施工
箇所

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

断熱材
種類 使用量

備考
高日射
反射率

Ｇ□防水

・設ける

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

脱気装置	

・アスファル

トルーフィン

グ類の製造所

※アスファル

トルーフィン

グ類の製造所

の仕様 の仕様

・ ・

・C-1

・C-4

・C-3

・C-2

・D-2

・D-1

・DI-1

・DI-2

[1.5.2、3]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・	

施工数量調査・

調査範囲　・図示による　・	

調査方法　・図示による　・	

調査報告書　（提出部数：・2部　・	 　）

3

降雨等に対する養生方 [3.1.3]

法（とい共）

既存防水の処理

[3.2.6]

・行わない

・行わない

・行わない

・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）

既存下地の処理

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口

部等の欠損部及び防水層端部の納まり部の処理

既存露出防水層表面の仕上塗装の除去	

・

・

・

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による 	・	

[3.1.4][3.2.3、4、6]

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示による　・　 　）	

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示による　・　 　）	

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示による　・　

の処置	

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による 　・　

※監督職員と協議する

・図示による

[3.3.2～5]・ アスファルト防水

厚さ0.15mm以上

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾙｨﾙﾑ

70g/㎡程度

又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

改修工法 新設種別

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2 ・

70g/㎡程度	

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ・AI-1

・AI-2

・AI-3

・BI-1

・BI-2

・	

（種類）

（厚さ）（㎜）

　・

ﾌｫｰﾑ断熱材3種ｂA(スキン層付き)

※JIS	A	9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

施工箇所 断熱材 絶縁用ｼｰﾄ

・P1B1

・P2A

・P2AI

・P1B

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ	

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・

厚さ　（　　　　　　　　）mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ	

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・

	厚さ　（　 　）mm以上

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　 ※水下　80mm以上　・

　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

窯業系パネルI類（厚さ　　　　（㎜）　幅 　（㎜））

・レンガ押え（※JIS	R	1250 　・　 　）

・コンクリート押え

・モルタル押え

立上り部の保護工法

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ	

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

材料構成による区分　　　※R種

用途による区分　　・

厚さ　（　　　　　　　　）mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ	

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・

材料構成による区分　　　※R種

	厚さ　（　 　）mm以上

屋根露出防水（既存)

	新設防水層の種別	

	新設防水層の種別	

屋根保護防水（既存）　

	・

・

する

する

する
・適用

・適用

・適用

（厚さ）（㎜）

・	

屋内防水	

　防水層の種別　

改修工法 種別

・E-1

・E-2

・P1E

・P2E

・設けない

保護層　・設ける（※図示による　　・　 　）

E-1の工程3を行う部位　※貯水槽、浴室等常時水に接する部位）　・

※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

屋上排水溝　・図示による　・　

施工箇所

シート防水

・ 改質アスファルト

屋根露出防水（既存）	

	防水層の種別	

・・

脱気装置	

・設ける

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

防水□Ｇ
反射率
高日射

備考
使用量種類

・設ける

改修用ﾄﾞﾚﾝ

仕上塗料

・設ける

脱気装置	

・設けない

・設けない

・設けない

・設けない

ァルトシート

製造所の仕様

による による

製造所の仕様

ァルトシート

・改質アスフ・改質アスフ

する

する

する

	・

・

	・

・適用

・適用

・適用

脱気装置

防湿層

・MA4S

・M3AS

・P0AS

・P0ASI

・M4ASI

・M3ASI

箇所

施工

・

（種類）	

3.4.2(3)	(ｳ)	

改修標準仕様書	

断熱材

・適用
する

工法
改修 新設

種別

・	

（厚さ）（㎜）

・設けない

・設ける

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

[3.4.2、3]

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

	厚さ　（　 　）mm以上

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

	厚さ　（　 　）mm以上

改質アスファルトシートの種類及び厚さ	

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ	

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・

・JIS	A	6013に基づく種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ	

厚さ　（　　　　　　　　）mm以上

※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁断熱工法の防湿用シート　・設置する　・設置しない　

改修工事設計図

材料による区分　　　※R種

　材料による区分　　　※R種

・AS-J3

・AS-T2

・AS-T1

・AS-J2

・AS-T4

・AS-T3

・AS-J4

・AS-J2

・AS-T4

・AS-T3

・ASI-J1

・ASI-T1

　材料による区分　　　※R種

　材料による区分　　　※R種

材料による区分　　　※R種

用途による区分　　・

用途による区分　　・

用途による区分　　・

一

般

共

通

事

項

防

水

改

修

工

事

-

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

003

建築改修工事特記仕様書-1

583,061.13㎡

東京都新宿区内藤町11

（1）温室　鉄骨造　平屋建 展示工事

（2）旧洋館御休所　木造　平屋建 展示工事

（3）森の家(西休憩所)　鉄筋コンクリート造(一部木造)　平屋建 展示工事

（4）新宿門発券所　鉄骨造　平屋建 展示工事

　延べ面積　 　2754.40㎡（国有財産法及び建築基準法による）

　延べ面積　 　464.12㎡（国有財産法及び建築基準法による）

　延べ面積　 　143.54㎡（国有財産法及び建築基準法による）

　延べ面積　 　67.72㎡（国有財産法及び建築基準法による）

（5）大木戸門発券所　鉄骨造　平屋建 展示工事

　延べ面積　 　37.75㎡（国有財産法及び建築基準法による）

（6）千駄ヶ谷門発券所　鉄骨造　平屋建 展示工事

　延べ面積　 　85.78㎡（国有財産法及び建築基準法による）

（7）管理事務所 サイン工事

最新版

最新版

協議による

本工事は、観光立国を推進する施策として、新宿御苑の来園者に対して日本館御殿にかかる

豊かなストーリーを提供し、外国人利用者等の評価値の維持向上等を目指すものである。

展示対象となる温室での鑑賞・森の家での自然ふれあい体験は、往時の日本館御殿と共に

利用された機能であり、旧洋館御休所は日本館御殿が存在した往時の現存施設である。

当該ストーリーの訴求力を最大限化するよう、新宿御苑Visual Identityを純化させるよう

グラフィック等の制作にあたること。

４．工事趣旨

契約締結の日より令和９年３月31日まで５．履行期限

大温室については「新宿御苑洋らん展」準備・開催期間中は現場工事はできない。６．施工条件

桜の開花期間となる令和９年３月15日以降の現場工事はできない。

１ 本工事は、建設工事における完全週休２日制工事（現場閉所型）（完全週休２日（土日）Ⅰ
型）の対象工事である。 受注者は、工事契約後、完全週休２日（土日）の取組を希望するか判
断の上、発注者に協議するものとし、希望しない場合は月単位の週休２日に取組むものとする。

２ 週休２日の考え方 
（１）完全週休２日（土日）とは、対象期間の全ての週において、現場閉所されている状態をい
う。受注者の責によらず土日に施工を行わざるを得ない場合は、事前に協議した上で、土日に代
わる現場閉所日を指定するものとする。
（２）月単位の週休２日とは、対象期間内の全ての月で現場閉所日数の割合（以下「現場閉所
率」という。）が、28.5％（８日／28日）以上の水準の状態をいう。ただし、暦上の土日の閉所
では、28.5％に満たない月は、その月の土日の合計日数以上に閉所を行っている場合に、４週８
休以上を達成しているものとみなす。
（３）通期の週休２日とは、対象期間内の現場閉所率が、28.5％（８日／28日）以上 の水準の
状態をいう。
（４）なお、降雨、降雪等による予定外の現場閉所についても、現場閉所日数に含め
るものとする。
（５）対象期間は、工事着手日から工事完成日までの期間をいう。なお、年末年始６日間、夏季
休暇３日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間のほか、発注
者があらかじめ対象外としている内容に該当する期間、受注者の責によらず現場作業を余儀なく
される期間等は含めない。
（６）現場閉所とは、巡回パトロール及び保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除
き、１日を通して現場及び現場事務所が閉所された状態をいう。
（７）受注者の責によらない現場開所
工事契約後、週休２日対象期間としていた期間において、受注者の責によらず現場作業を余儀な
くされる期間が生じる場合は、受発注者間で協議して現場閉所による週休２日の対象外とする作
業と期間を決定するとともに、変更契約時の設計図書に対象外とする作業と期間を明示する。
ただし、現場閉所による週休２日の対象外とする期間は災害対応等のやむを得ない期間に限定す
ること。
（８）やむを得ない現場閉所
やむを得ず現場閉所による週休２日の対象外とする期間を設定する場合は、必要最小限の期間と
するものとする。また、現場閉所による週休２日対象外期間においては、技術者及び技能労働者
が交替しながら個別に週休２日に取り組めるよう、休日確保に努めるものとする。

３ 現場閉所実績報告書等 
受注者は、毎月末までに現場閉所実績報告書又は現場閉所率を確認できる資料等（現場閉所実績
が記載された工程表や休日等の作業連絡記録、安全教育・訓練等の記録資料等）（以下「現場閉
所実績報告書等」という。）を作成し、監督職員が指定する日までに現場閉所実績報告書等を提
出するものとする。 

４ 総合工事工程表の作成 
受注者は、発注時の設計図書や発注者から明示される事項を踏まえ、総合工程表を作成する。 
総合工事工程表を作成するに当たっては、当該工事の規模及び難易度、地域の実情、自然条件、
工事内容、施工条件等のほか、建設工事に従事する者の週休２日の確保等、下記の条件を適切に
考慮する。 
（１）建設工事に従事する者の休日（週休２日に加え、祝日、年末年始及び夏季休暇）の確保
（２）建設業者が施工に先立って行う労務・資機材の調達、調査・測量、現場事務所の設置等の
「施工準備期間」
（３）施工終了後の自主検査、後片付け、清掃等の「後片付け期間」
（４）降雨日、降雪・出水期等の作業不能日数

５ 工事工程の共有 
（１）工事において、受発注者間で工事工程のクリティカルパスを共有し、工程に影響する事項
がある場合には、その事項の処理対応者を明確にするものとする｡
（２）円滑な協議を行うため、施工当初において工事工程（特にクリティカルパス）と関連する
案件の処理期限（誰がいつまでに処理し、どの作業と関連するのか）について、受発注者で共有
するものとする。
（３）工事工程の共有に当たっては、必要に応じて下請け業者（専門工事業者等の技術者等）を
含めるなど、共有する工程が現場実態にあったものとなるよう配慮するものとする。
（４）工程に変更が生じた場合には、その要因と変更後の工事工程について受発注者間で共有す
ること。また、工程の変更理由が受注者の責によらない場合は、適切に工期の変更を行うものと
する。

７．週休２日

現在の温室は国内世界自然遺産地域の植物の展示機能域もある。



ルーフィングシート

防水

合成高分子系・

　・シーリング充填工法　	

　・シーリング再充填工法	　

　・拡幅シーリング再充填工法　	

　・ブリッジ工法	

　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない	　　　

　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない	

[3.1.4][3.7.2、3、7、8]・

シーリング改修工法の種類　　

シーリング

・

※Y-2

※Y-2

・

施工箇所 工程数及び各工程の使用量 保護層

・設ける　・設けない	

・設ける　・設けない	

・P1Y

・P2Y

		新設防水層の種別	

[3.6.2、3]・ 塗膜防水

備考
高日射反射率
防水□Ｇ

施工箇所
仕上塗料

	種類　 	使用量

脱気装置	

		・設ける	

		・設けない	

改修用ドレン

		・設ける	

		・設けない	

・L4X

・P0X

脱気装置	

		・設ける	

		・設けない	

・X-2

※X-1

・　

・X-2H

・X-1H

・　

・X-1

※X-2

・X-1H

・X-2H

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

　種類　　　※主材料の製造所の仕様　　・　

		新設防水層の種別	

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け	

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別	S-F1、SI-F1の場合）

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

　　目地の種類　※押し目地　　・　

　　目地割　※2㎡程度　最大目地間隔3m程度　　・　

　種類・　　　　　　　　　　　　　厚さ　・　　　　㎜以上

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による　・	

　・JIS	A	6008に基づく種類及び厚さ

絶縁用シートの材質　※発泡ポリエチレンシート　　・　

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4mm以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの片面若しくは

・

　両面に樹脂を積層加工したもの

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量	　

		種類　　　※ルーフィングシート製造所の指定による　　・　

　設置数量　※ルーフィングシート製造所の指定による　　・（　　　　　）個

接着工法の場合のプレキャストコンクリ－ト部材下地の目地処理

　・行う（・図示による　　・　　　　　　　）

　・行う（・図示による　　・　　　　　　　）　・行わない

　1章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

		防水層の種別	

屋内防水

・S-C1

施工箇所

	・

保護層

						・

※7mm以下

	・

種別

・P1S

種別

　※非歩行仕様　　・軽歩行仕様

脱気装置	

		・設ける	

		・設けない	

仕上塗料

						・

高日射

反射率

防水の

適用□
	種類　 	使用量

備考
施工
箇所

断熱材 Ｇ□種別工法
新設改修

・S4S

・P0S

・S-F1

・S-M1

・S-F2

・S-M2

脱気装置	

改修用ﾄﾞﾚﾝ

		・設ける	

		・設けない	

		・設ける	

		・設けない	

						・

						・・ ・

※ルーフィングシ	・ルーフィングシ	

ートの製造所のートの製造所の

仕様 仕様
						・

・S3S

・S-F1

Ｇ

・適用

する

・適用

する

・適用

する

・適用

する

・ルーフィングシ	

ートの製造所の

仕様

						・

※ルーフィングシ	

						・

・

						・仕様

ートの製造所の

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・適用

する

・ルーフィングシ	

ートの製造所の

仕様

						・

※ルーフィングシ	

・

						・仕様

ートの製造所の

・

仕様
3.5.2(3)	(ｴ)(b)		

・S-M1

・S-M2

・適用

する

・適用

する

・ルーフィングシ	

ートの製造所の

仕様

						・

※ルーフィングシ	

						・

・

						・仕様

ートの製造所の

・M4S 		・設ける	

脱気装置	

		・設けない	

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・適用

する

・ルーフィングシ	

ートの製造所の

仕様

※ルーフィングシ	

ートの製造所の
・SI-F1

（種類）

改修標準仕様書		

（厚さ）（㎜）

・

・適用

する

・ルーフィングシ	

ートの製造所の

仕様

						・

※ルーフィングシ	

・

						・仕様

ートの製造所の
・SI-M1

（種類）

・

3.5.2(3)	(ｴ)(a)		

改修標準仕様書		

・

（厚さ）（㎜）

脱気装置	

		・設ける	

改修用ﾄﾞﾚﾝ

		・設ける	

		・設けない	

		・設けない	

・適用

する

・適用

する

・SI-F2

・SI-M2

・P0SI	

・S3SI	

・S4SI	

・M4SI	

・

・

						・・

						・

・

・25　・50

・25　・50

・S-F2
・適用

する

[3.5.2～4][表3.5.1～3]

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の種類、施工箇所

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

[3.8.2、3]・ とい

仕上げを行わない施工箇所

接着性試験

シーリング材の目地寸法　　

　・図示による　　・　　

　※改修標準仕様書3.7.3(1)による

　・図示による　　・　

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

　　　　　　　　　	・　

　　　　　　　　　	・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　　）

　　　　　　　　　	・ルーフドレン

とい受金物

　　　　　・　　

　材種　　※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

足金物

　材種　　※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

　　　　　・　　

　形状　　※市販品　　・　

　形状　　※市販品（とい径100以下）　　　　　

　　　　　※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）　　・　

　取付け間隔　※改修標準仕様書3.8.2による　　・　

　取付け間隔　※改修標準仕様書3.8.2による　　・　

多雪地域　　・適用する　　　・適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量	

　※F☆☆☆☆　　・　

　　・

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　・図示による　　・　

鋼管製といの防露巻き　※改修標準仕様書表3.8.4による　　・　

・バルコニー用	

・バルコニー中継用	

※ねじ込み式

※ねじ込み式

※ねじ込み式

※ねじ込み式

・差し込み式

・差し込み式

・ろく屋根用たて形I型	

・ろく屋根用横形I型	

種別 施工箇所

たてどい受金物の取付け　※図示による　　・　

ルーフドレンの取付け　

　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

　　・　

種類　・オープン形式（・　　250形　・　　300形　・　　350形　）	　　

　				・板材折曲げ形

[3.9.2、3]

　　　　　　　　　・行わない

・ アルミニウム製笠木

　　　　　　　　　	押出			　　　押出　　　　	押出

（・オープン形式　　・シール形式）

　				　本体幅（　　　　mm）　板厚	（※2.0mm　　・　　	　　㎜）	

										色合い等　　・標準色（　　　　　　）・特注色（　　　　　　）	

表面処理　種別	(　　　　　　）種

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示による　・　　　　　　　　　　）	

下地補修の工法　※図示による　・	

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示による　・	

笠木の固定金具の工法等	

　1章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ 施工数量調査

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

4 	[1.6.2、3]

調査範囲　・	外壁改修範囲　・図示による

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

形状寸法等を調査する。

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示による　・　

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　　）

・	樹脂注入工法

・ ひび割れ部改修工法
4-1

[4.1.4][4.2.4、5、6、7]

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)工法の種類 注入量（mL/m）

・

・

・

・

・

・

・

・

40

130

130

70

・	50～100　・

・	100～200　・

・	150～250　・

樹脂注入工法

※	自動式低圧エポキシ

注入工法

・	機械式エポキシ樹脂

注入工法

・	手動式エポキシ樹脂

0.2以上～1.0	以下

0.2以上～0.3	未満

0.3以上～0.5	未満

0.5以上～1.0	以下

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・	　　

注入状況の確認方法　※コアの抜取りを行う

		抜取り部の補修方法　※図示による　・	

		・シーリング材	　　　

		・可とう性エポキシ樹脂	

　		シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填

　　　・行う　　・行わない

・Uカットシール材充填工法	　

				充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・	　　

・	パテ状エポキシ樹脂

・	シール工法

・	可とう性エポキシ樹脂

・	

・	充填工法・ 欠損部改修工法

・	ポリマーセメントモルタル

・	エポキシ樹脂モルタル

	[4.2.4，7]

4-2
外

壁

改

修

工

事

　

モ

ル

タ

ル

塗

り

仕

上

げ

外

壁

・	樹脂注入工法

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)工法の種類 注入量（mL/m）

・

・

・

・

40

130

130

70

※	200～300		・

・	50～100　・

・	100～200　・

・	150～250　・

樹脂注入工法

※	自動式低圧エポキシ

注入工法

・	機械式エポキシ樹脂

注入工法

・	手動式エポキシ樹脂

0.2以上～1.0	以下

0.2以上～0.3	未満

0.3以上～0.5	未満

0.5以上～1.0	以下

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・	　　

注入状況の確認方法　※コアの抜取りを行う

		抜取り部の補修方法　※図示による　・	

		・シーリング材	　　　

		・可とう性エポキシ樹脂	

　		シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填

　　　・行う　　・行わない

・Uカットシール材充填工法	　

				充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・	　　

・	パテ状エポキシ樹脂

・	シール工法

・	可とう性エポキシ樹脂

ひび割れ部改修工法 [4.3.5、6、7、8]

・充填工法	　

　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル	

・ 欠損部改修工法 [4.1.4][4.3.9、10]

・モルタル塗替え工法	　

　・現場調合材料

　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　）

　　（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

　既製目地材　・使用する（形状　・図示による　　・　　　　　）	　

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示による　・	

・

・充填工法

・モルタル塗替え工法

・ 浮き部改修工法

アンカーピンの材質

・

	[4.1.4][4.3.11～16]

指定部一般部 一般部 指定部

(箇所/㎡)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡)

注入口の箇所数

工法の種類
注入量

(mL/箇所)

－ －
※	25

・

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

・・

※	9 ※	16

・

・

・

・

※	16

※	16

・

・

※	9

※	9 ※	50

・

※	20

・・

※	25※	16

・

・・

※	13

※	13 ※	20

※	9 ※	16

・・

・・

※	9 ※	16

・

※	25

※	50

・

※	12

・

※	20

・

※	12

・

※	20

※	25

※	25

・

・

・

注入口付アンカーピンの材質

※	ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

充填工法		　

モルタル塗替え工法	

　・現場調合材料

　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　）

　　（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

		仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示による　・	

　既製目地材　・使用する（形状・図示による　　　　）

　粘調係数　0.50～1.00

　保水係数　0.35～0.55

注入工法用材料

　・ポリマ－セメントスラリ－

（材齢28日）（収縮）

（％）

広がり速度

（㎝/s）

長さ変化量 引張接着性

（N/㎜　）2 2（N/㎜　）

（材齢28日）

曲げ性能 吸水性

（72時間）

（％）

耐久性

2（N/㎜　）

（劣化曲げ強さ）

3以上 3以上 0.5以上 5.0以上 15以上 5.0以上

4-3 ・ タイルの形状、寸法等 [4.4.5、8]

タイルの形状、寸法等

備考
標準特注適用 有 無 有 無Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類

耐滑
Ｇ 無ゆう施ゆう

再生材料の

□
吸水率による区分 色 耐凍害性うわぐすり	役物

			(mm)

	形状/寸法

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

り性
施工箇所

見本焼き

　・行う（施工箇所：　　　　　　　　）　　・行わない

　・行う（敗因、仕様等は図示による）　　　・行わない　

試験張り

・ ひび割れ部改修工法 	[4.1.4][4.4.5、6]

・	樹脂注入工法

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)工法の種類 注入量（mL/m）

・

・

・

・

・

・

・

・

40

130

130

70

・	50～100　・

・	100～200　・

・	150～250　・

樹脂注入工法

※	自動式低圧エポキシ

注入工法

・	機械式エポキシ樹脂

注入工法

・	手動式エポキシ樹脂

0.2以上～1.0	以下

0.2以上～0.3	未満

0.3以上～0.5	未満

0.5以上～1.0	以下

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・	　　

注入状況の確認方法　※コアの抜取りを行う

		抜取り部の補修方法　※図示による　・	

　　・ポリマーセメントモルタル	　

　　接着剤の種類	　

　　・JIS	A	5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系	　

　　張替え様材料

　　・張付けモルタル	　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

　　・JIS	A	5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系	　

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置	　　

外装タイル張り下地等モルタル及び下地調整の接着力試験

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

　※改修標準仕様書表4.4.2による　　

　・図示による	　

　　　・行う　　・行わない

・セメントモルタルによる（セラミックタイル）張り	

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・目荒らし工法（改修標準仕様書4.3.10.（3）による）

・

　タイル張りの工法	　　

　シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り	　

　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・目荒らし工法（改修標準仕様書4.3.10（3）による）

　シーリング材の種類

　シーリング材のその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による

	　	打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　　　・　

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　　・　

欠損部改修工法 	[4.1.4][4.4.5、7、8]

・アンカーピンニング

	部分エポキシ樹脂注入工法

	全面エポキシ樹脂注入工法

	部分エポキシ樹脂注入工法

	全面エポキシ樹脂注入工法

	全面ポリマーセメントスラリー注入工法

	全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

・アンカーピンニング

・

　S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

　SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用フィルム　・設置する　　・設置しない

立上り部の

保護モルタル塗厚平場の保護モルタル塗厚

種別
新設改修

工法

改修
工法 種別

新設

※主材料の製造所の仕様による

※主材料の製造所の仕様による

・

・

　設置数量　※主材料の製造所の仕様　　・（　　　　　　）個　

・適用する

・適用する

						・・主材料の製

造所の仕様 造所の仕様

※主材料の製

・ ・

						・・主材料の製

造所の仕様 造所の仕様

※主材料の製

・ ・

といその他の材種			※配管用鋼管	　・硬質ポリ塩化ビニル管　	

		ルーフドレンの種類及び呼び

呼び

・80　・100　・125　・150

・80　・100　・125　・150

・50　・80　	・100　

・50　・75　	・100　

・50　	・80　・100　

・50　・75　	・100　

・

※	200～300		・

・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

　[4.1.4]

　[4.1.4]

※	ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

※	200～300		・

・

・

・

・

　　外装タイル　　　・密着張り　　・改良圧着張り

　　ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り	　

・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9.（3）による）

・

　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　

目地改修工法 [4.1.4][4.4.5、16]

　	伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示による　・　

　シーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

　　シーリング材の種類

　　シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による

	　　	打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　	　	・　

　　　伸縮調整目地その他の目地　　		※変成シリコーン系　　・　

・

アンカーピンの材質

※	ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mm	の丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

注入口付アンカーピンの材質

※	ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

・

・	タイル部分張替え工法

・	タイル張替え工法

　・図示による

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置	　　

　※改修標準仕様書表4.5.1による　

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

　・

　・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り	

　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　

　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

　　タイル張りの工法	　　

　　・行う　　　　　　　　　・行わない

　　張替え用材料

　　・接着剤JIS	A	5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系	　

　　・張付けモルタル	　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

　　・ポリマーセメントモルタル	　

　　・接着剤JIS	A	5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系	　

　接着剤の種類	　

指定部一般部 一般部 指定部

(箇所/㎡)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡)

注入口の箇所数

工法の種類
注入量

(mL/箇所)

－ －
※	25

・

－ －

※	9 ※	16

・ ・

※	16

※	16

・

※	9

※	9 ※	50

・

※	20

・・

※	25※	16

・

・・

※	13

※	13 ※	20

※	9 ※	16

・・

・・

※	9 ※	16

・

※	25

※	50

・

※	12

・

※	20

・

※	12

・

※	20

※	25

※	25

・

・

浮き部改修工法 	[4.1.4][4.4.5、9～15][4.5.9～15]

－ －

－ －

－ －

－ －

・

・ ・ ・・・

	全面エポキシ樹脂注入工法

	部分エポキシ樹脂注入工法

	全面エポキシ樹脂注入工法

	全面ポリマーセメントスラリー注入工法

	全面ポリマーセメントスラリー注入工法

	エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

	部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング ※	25
－ －・ ・

－

－・タイル部分張り替え工法

・タイル張り替え工法

・

　　シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による

　　　・外装タイル　

　　　・ユニットタイル　

　　　　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　　　　・密着張り　　・改良圧着張り　

外

壁

改

修

工

事

　

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

放

し

仕

上

げ

外

壁

外

壁

改

修

工

事

外

壁

改

修

工

事

　

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

外

壁
-
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既存塗膜等の除去・ 　　　　　　　　、

下地処理　　　　及び下地調整4-4 処理範囲

[4.5.4]

・	サンダー工法

工　法

・	水洗い工法 ※工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

・ひび割部

　　改修工法

・浮き部

　　改修工法

　　改修工法

・欠損部

	・	高圧水洗工法　　　	・

・	塗膜はく離剤工法

※既存仕上げ面全体

・図示による

※既存仕上げ面全体

・図示による

※既存仕上げ面全体

・図示による

・図示による

下地面の補修

下地調整塗材・ [4.5.2]

・ 仕上塗材仕上げ

　耐震性能

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・ 重量シャッター 　[5.11.2、3]

・防煙シャッター

開閉方式による種類

　※電動式（手動併用）	・手動式　

安全装置

　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・	

・ 軽量シャッター [5.12.2～4]

開閉方式の種類式　※手動式　・電動式（手動併用）	

耐風圧強度（　　）Pa

安全装置

　電動シャッターの障害物感知装置

					めっき付着量（※AZ90　・　　　　　）	

					めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　）	　

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形	

　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

スラットの材質の種類	

　・JIS	G	3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）	

		・JIS	G	3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）	

・100	

・スタンダード形	

・ローヘッド形	

・ハイリフト形	

・バーチカル形	

・125	

・75	

・50	

区分(Pa)	

・ オーバーヘッドドア

耐風圧性能の 		ガイドレール	

[5.13.2、3]

		による区分	による区分	

開閉方式	 			収納形式

						による区分	
				セクション材料	

					の材料

※スチールタイプ	

・アルミニウムタイプ	

・ファイバーグラスタイプ	 ・電動式	

・チェーン式	

※バランス式	

・ステンレス鋼板	

　めっき鋼板	

※溶融亜鉛	

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　　）

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による　　・　

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による　　・　

日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

・A種　　・B種

耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

・建具表による　　・　

断熱性による区分

日射取得性、日射遮蔽性による区分

乾燥気体の種類

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

・G　　　・S

・空気　	・アルゴン

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類、厚さによる種類

・建具表による　　・　

性能による種類

・1種　　　・2種

形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

・強化ガラス

・建具表による　　・　

破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　　・Ⅲ類

・合わせガラス

・建具表による　　・　

落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　　･Ⅱ-類　　　・Ⅱ-2類　　　・Ⅲ類

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・建具表による　　・　

・型板ガラスの厚さによる種類

・建具表による　　・　

・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・ ガラス [3.7][5.14.2～4]

・建具表による　　・　

ガラスの留め材及び溝の大きさ

・シーリング材	

						建具の種類 									ガラス留め材 　　	ガラス溝の大きさ(mm)

・図示による

※建具の製作所の仕様による	

・　		・	　

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

・シーリング材	

	・	

		・グレイジングチャンネル

・シーリング材	

	・	

・図示による

※建具の製作所の仕様による	

・　

・図示による

※建具の製作所の仕様による	

・　

樹脂製
	・	

・図示による

※建具の製作所の仕様による	

・　

・グレイジングガスケット

材料

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL	　　・　

ステンレス鋼板　※SUS304,SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

形状及び仕上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　	・工法

　ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ	

・ 木製建具 	[5.7.2～4]

・フラッシュ戸

　表面材のホルムアルデヒド放散量等

　　　　　　　　　　　　　　　　	・

建具材の加工、組立時の含水率

　※A種　　・　

建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・　

　　※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　　・　

　表面材の合板の種類

規格等合板の種類 備考

・	普通合板 Ｇ□

・	天然木化粧合板

・	特殊加工化粧合板

・	MDF Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□

表面の樹種

・　

板面の品質（※広葉樹1等　・　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

樹種名（　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

化粧加工の方法

　・ポリエステル化粧合板

　・　

接着の程度（・1類　・2類）

　・メラミン化粧合板

　※プリント

　表面板の厚さ

　　※改修標準仕様書5.7.6による　　・　

　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用

　　・適用しない　　・適用する

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　）

　　見込み寸法　※36㎜　　　　　・建具表による　　・　

・ふすま

　　張りの種別（・Ⅰ種　　・Ⅱ種）

　　上張り（押入等の裏側以外）

　　　・鳥の子　　　・新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上げ

　　　・塗り縁　　　・生地縁（素地）　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　※19.5㎜　　　・建具表による

・戸ふすま

　　表面板の仕上げ　・建具表による

　　見込み寸法　※30㎜　　　　　・建具表による　　・　

・紙張り障子

　　見込み寸法　※30㎜　　　　　・建具表による　　・　

枠、くつずりの材料

・建具表による　　　・　

建具用金物 	[5.8.1～3]

金物の種類及び見え掛り部の材質等

　※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による　　・　

　※改修標準仕様書表5.8.2による　　　・建具表による

　※改修標準仕様書表5.8.3による　　　・建具表による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　　

　※改修標準仕様書表5.8.4による　　　・建具表による

木製建具に使用する戸車及びレール　　

　※改修標準仕様書表5.8.5による　　　・建具表による

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　・建具表による　・	

クローザ類（品質・性能、試験方法は別表による）

シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質・性能、試験方法は別表による）

鍵 [5.8.4]

　　　　　　　・	既存のマスターキーに合わせる

マスターキー　・	製作する　　・	製作しない

　　　　	・

その他の鍵の製作本数　　※	各室3本1組（室名付き）　　・	

鍵箱　　・無し　　・	有り

自動ドア開閉装置 　[5.9.2、3]

　　・電源																			(																						)

　　・防錆																	　(																						)

　　・耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　　・温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　・種類・開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　）

・引き戸駆動装置

　　性能値　※改修標準仕様書表5.9.1による（防塵　・適用する　　・適用しない）

　　・建具表による　　・　

　　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　・温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　・耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　　・防錆																	　(																						)

　　・電源																			(																						)

・多機能トイレ出入り口引き戸用駆動装置

　　性能値　※改修標準仕様書表5.9.2による（防塵　・適用する　　・適用しない）

　　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　・防滴　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　・防錆																	　(																						)

　　・電源																			(																						)

・引き戸用検出装置

　　性能値　※改修標準仕様書表5.9.3による（防塵　・適用する　　・適用しない）

	タッチスイッチの種類

	・無線式タッチスイッチ

	・光線式タッチスイッチ

	車椅子使用者用便房スイッチの種類

	・大形押しボタンスイッチ

凍結防止措置

　・行う　　　・行わない

	・非接触スイッチ

　[5.10.3]自閉式上吊り引戸装置・

・手動開き力　　　（　　　　　　　　）　

・手動閉じ力　　　（　　　　　　　　）　

・閉じ速度の調整　（　　　　　　　　）　

・制動区間　　　　（　　　　　　　　）　

・開閉繰返し　　　（　　　　　　　　）　

・耐衝撃性　　　　（　　　　　　　　）　

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

※	下地調整塗材

・	ポリマーセメントモルタル

[4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

新規仕上塗材の種類	

・薄付け仕上塗材

・

・

種類（呼び名） 防火材料

・

・

・

・

種類（呼び名）

・厚付け仕上塗材

防火材料

・

・

上塗材

・適用する

・適用する

種類（呼び名）

・複層仕上塗材

・

耐候性 防火材料上塗材の種類

樹脂

　・

外観

　・

溶媒

　※水系

　※つやあり

　・

　※ｱｸﾘﾙ系

　・ﾒﾀﾘｯｸ

・

※耐候形

　3種

・・・	　・	　・	　・

仕上げの形状 工法

工法仕上げの形状

仕上げの形状 工法

種類（呼び名）

・

耐候性 防火材料上塗材の種類

樹脂

・可とう形改修用仕上塗材

　3種

※耐候形

※耐候形

※耐候形

　1種

　2種

　・

外観

　・
溶媒

　・

・・・	　 ・	　・	　・

仕上げの形状 工法

マスチック塗材塗り

外壁用塗膜防水材塗り・

・

種別　・A種　・B種

[4.1.5][4.7.2、3][表4.7.1]

　仕上げの形状・　　　　　　　　工法・　　　　　　　　　　　

　　仕上塗材の耐候性　　・　

　　下地挙動緩衝材の適用　・適用する　　・適用しない

　　コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

　　（コンクリート打ち放し仕上げ外壁）による

　　（モルタル塗り仕上げ外壁）による

　　モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

　　吹付け工法の模様材の種類　・　　　　　　　・所要量　　　　　　(kg/㎡)

　　外壁用仕上塗料の種類　　　・　　　　　　　・所要量　　　　　		(kg/㎡)

　　（塗仕上げ外壁等）による。

　　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

改修工法・ 	[5.1.3]
5

・	アルミニウム製建具

建具の種類

・	鋼製建具 ・	外部

・	内部

・	樹脂製建具

・	ステンレス製建具

・	鋼製軽量建具

撤去工法かぶせ工法

・

・

・

・

・

・

・

・

適用箇所

・	建具表による　・	

ー ・ ・	建具表による　・	

・	建具表による　・	

・	建具表による　・	

・	建具表による　・	

・	建具表による　・	

新規に建具を設ける場合	

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書　防水改修工事による

・ ・

・ ・ ・	建具表による　・	・	木製建具

　壁部分の開口の開け方　※図示による　・	　

		新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示による　・	

・ 防火戸

・指定する　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　）	

・指定しない	

・連動させない

[5.1.4]

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

・連動させる　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　）	

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　）　　　・行わない	　　　　　　　　　　

見本の製作等・ 	[5.1.5]

建具見本制作の目的等：（　　　　　　　　　　）

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　）　　　・行わない	　　　　　　

防犯建物部品・ 	[5.1.7]

・適用箇所する（・建具表による　・　　　　　）

・適用しない	

アルミニウム製建具・ 　[5.2.2～5][表	5.2.2]

材料

　ステンレス鋼板　※SUS304,SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL	　　・　

　気密性の等級　（・　　　　　）

　耐風圧性の等級（・　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　水密性の等級　（　　　　　　）

		外部に面する建具　・A種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

	　　　　　　　　　	・B種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　・C種（建具符号：・建具表による　・　　　　)

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

性能値等

　　　　　　　　　　　　　　　　	・枠の見込み寸法（・建具表による　・　　　　　　）

□Ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　	　防音ドア、防音サッシ

　　遮音性の等級（・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　							・　　断熱性の等級（・　　　　）

　　　　　　　　

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　

形状及び仕上げ

表面処理	

　　着色　・標準色　・特注色

　　種別　・BB-1　　・BB-2（改修標準仕様書表5.2.2）

		外部に面する建具

　　着色　・標準色　・特注色

	　屋内の建具

樹脂製建具 [5.2.2][5.3.2～5]・

網戸等 　[5.2.3][5.3.3]

網目材種種類 線径

※合成樹脂製	

・防鳥網

・ガラス繊維入り合成樹脂製	

・ステンレス(SUS316)製	

ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

・防虫網
・	

※16～18メッシュ	※0.25mm以上

・	

・

　水切り板、ぜん板　※図示による　・	

　結露水の処理方法　・水貯め式　　　・排水式

工法

　耐風圧性の等級　　　　　（　　　　　　　　　）

　気密性の等級　　　　　　（　　　　　　　　　）

　水密性の等級　　　　　　（　　　　　　　　　）

		外部に面する建具　・A種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

	　　　　　　　　　	・B種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　・C種（建具符号：・建具表による　・　　　　)

性能値等

　　遮音性の等級（・T-1　　・T-2）

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・	

		　断熱性の等級（・H-4　・H-5　・H-6　・H-7　・H-8）

　防音ドア・防音サッシ　

　断熱ドア・断熱サッシ　		　□Ｇ
　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL	　　・　

　枠の見込み寸法　・建具表による　・	

材料

　ガラス　※複層ガラス　・　

形状及び仕上げ

　表面色　　・標準色　　・特注色

	[5.2.2][5.5.2～4]・ 鋼製軽量建具

		簡易気密型ドアセット

		・適用する

・適用しない	

性能値等

　　　　　　　　　　　　　　　　	・

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　）	

　　遮音性の等級（・　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　　断熱性の等級（・　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材料

　耐震性能

鋼鈑

　ステンレス鋼板　※SUS304,SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

　　※鋼板　　・　

　召合せ、縦小口包み板の性質

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL	　　・　

形状及び仕上げ

・　　　㎜　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　	・

標準型鋼製建具表の形式及び寸法

※建具表による

・　

鋼鈑の厚さ　※改修標準仕様書表5.5.1による

　　耐風圧性の等級（・　　　　）

		簡易気密型ドアセット

		・適用する

・適用しない	

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　）	

　　遮音性の等級（・　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　　断熱性の等級（・　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　耐震性能

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材料

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL	　　・　

形状及び仕上げ

鋼鈑の厚さ　※改修標準仕様書表5.4.2による

・　　　㎜　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　	・

標準型鋼製建具表の形式及び寸法

※建具表による

・　

性能値等

ステンレス鋼板　※SUS304,SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

　[5.2.2][5.4.2～4][表	5.4.2]鋼製建具・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	・ 	[5.2.2]	[5.4.2]	[5.6.2～	]・ ステンレス製建具 	5

性能値等

　　耐風圧性の等級（・　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

		簡易気密型ドアセット

		・適用する

・適用しない	

　　遮音性の等級（・　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　　断熱性の等級（・　　　　　）

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　）	

工法

　水切り板、せん板　　※図示による　　　・　

		外部に面する建具の耐風圧性　

　（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ

　断熱ドア・断熱サッシ Ｇ□

　防音ドア・防音サッシ

　断熱ドア・断熱サッシ Ｇ□

・ビニル被膜鋼板　

・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

・亜鉛めっき鋼板

		外部に面する建具の耐風圧性

　防音ドア・防音サッシ

　断熱ドア・断熱サッシ Ｇ□

表面仕上げ　※HL　　・鏡面仕上げ

・

・

・

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　　

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目

	・建具表による　　・　

戸の開閉方式

性能値等　※	改修標準仕様書表	5.10.1	による　

・屋内用防火シャッター

・管理用シャッター

　・外壁用防火シャッター

　電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

　電動式シャッターの障害物感知装置

　屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びにガラスの合計厚さ

[4.1.5][4.6.2][表4.6.1]

　　種別　・BC-1　　・BC-2（改修標準仕様書表5.2.2）

管理用一般重量シャッターのシャッターケース　　・	設ける　・	設けない　　

　　　　　　

スラット及びシャッターケース用鋼板

　　　　　　　　　・JIS	G	3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯）

		鋼板の種類　　　・JIS	G	3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　）Pa

シャッターの種類

ガイドレール、まぐさ、雨掛かりに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる

スイッチボックス類のふたの材質

ステンレス鋼板　※SUS304,SUS430JIL又はSUS443JI　　・　
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品名

[6.5.7]

ガラスブロック

ビニル床タイル [6.8.2]

[6.8.2]

材質　　　・軟質　　・硬質	

高さ(mm)		※60　　　・75　　・100	

厚さ(mm)　※1.5以上　・	

ビニル幅木 [6.8.2]

ゴム床タイル　 [6.8.2]

厚さ(mm)		・3.0　	・4.5　	・6.0　　・9.0	

種類　　　・単層品　　・積層品	

[6.9.2、3]	[表6.9.1]

・

・

・

・

[6.5.2]造作用集成材 Ｇ 				寸法(mm)

・4.0	・500×500・	無地

・	柄物

・	・・	無地

・	柄物

・	・	

備考厚さ(mm)

・ 特殊機能床材

・	織じゅうたん

・帯電防止床シート

　　種類　　（　　　　　　　　　　　）

　　性能　　（　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　　（　　　mm）

・帯電防止床タイル

　　種類　　（　　　　　　　　　　　）

　　性能　　（　　　　　　　　　　　）

・視覚障害者用の床タイル

　　種類　　（　　　　　　　　　　　）

・防滑性床タイル

　　厚さ　　（　　　mm）

　　種類　　（　　　　　　　　　　　）

・防滑性床シート

　　厚さ　　（　　　mm）

　　種類　　（　　　　　　　　　　　）

・耐動荷重性床シート

カーペット敷き

Ｇ

□Ｇ

□
　[5.14.5]

・

・160×160

・200×200

・95	

・95	

・　

・　

呼び寸法（㎜） 	厚さ（㎜） 目地幅（mm） 防火性能色調

壁用金属枠及び補強材

　※図示による　　・　

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　・	　　　

						形状　※はしご形状複筋及び単筋　・	

						寸法　※径5.5mm　・	　　　

化粧目地モルタルの色（・白　　　　　・グレー）	

シーリングの種類　　（・SR-1　　　　・PS-1　）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製	

　　　　　　　　		形状　・図示による　・	

目地部の横力骨の納まり

			※ガラスブロック製造所の仕様による　・図示による　・　

　　　　　　　　　寸法　・図示による　・	　

工法	

　1章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

ガラス用フィルム・

・日射調整フィルム□Ｇ

品質　JIS	A	5759による

・ガラス貫通防止フィルム

・低放射フィルム

・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

　外貼り用	　内貼り用
その他性能等

・SC-1

・LE

・SC-2

・GI-2

・GD-1

・GI-1

・GD-1

・SF

種類
記号

6 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

改修範囲・ 	[6.1.3]

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・	図示による

※壁面より両側	600mm	程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・	図示による

※既存のまま　・	図示による

合成樹脂塗床材の除去工法　

既存床の撤去及び

下地補修

・ 	[6.2.2]

																												・	機械的除去工法　・	目荒し工法

樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ

・	下地モルタルとも（・図示による　・除去範囲全て）

ビニル床シート等の除去　　　※仕上材のみ（接着剤とも）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

[6.3.2]既存壁の撤去及び

下地補修

・

	（全塗厚25mmを超える場合の処置　※図示による）	

		※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

・ 施工一般 [6.5.2]

材料のホルムアルデヒド放散量

		※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

・ [6.5.2]製材

・JAS	1083-5	製材-第5部に基づく下地用製材

		施工箇所

・　　　

・　　　

・　　　

						等級寸法（㎜） 間伐材等

※A種	・B種	・　

※A種	・B種	・　

※A種	・B種	・　

□Ｇ

		施工箇所

・　　　

・　　　

・　　　

						等級寸法（㎜） 間伐材等

※A種	・B種	・　

※A種	・B種	・　

・JAS	1083-2	製材-第2部に基づく造作用製材

見え掛り面

見え掛り面

以外 ・

※小節以上

・

※上小節

・

※2級

・

※2級

※2級

・

		施工箇所

・　　　

・　　　

・　　　

						等級寸法（㎜） 間伐材等

・JAS	1083-6	製材-第6部に基づく広葉樹製材

・

・

※1等

※1等

※1等

・

・A種	・B種	・　

※10%以下

※10%以下

・A種	・B種	・　

※10%以下

・A種	・B種	・　

含水率

含水率

含水率

保存処理

保存処理

保存処理

		施工箇所

・　　　

（　　　　）	

	造作材の場合	

（※A種	・B種）	

・　　　

（　　　　）	

	造作材の場合	

（※A種	・B種）	

・　　　

（　　　　）	

	造作材の場合	

（※A種	・B種）	

	　材面の品質

・JAS	1083（製材）以外の製材

寸法（㎜） 間伐材等

※A種

・B種

・

※A種

・B種

・

※A種

・B種

・

含水率	防虫処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

の適用

の適用

の適用

の適用

　寸法
　(mm)		施工箇所

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

		施工箇所 　(mm)
　寸法

芯材：　　

芯材：　　

芯材：　　

化粧薄板：　　

化粧薄板：　　

化粧薄板：　　

品名

・　　　

・　　　

・　　　

間伐材等
の適用

見付け材面の
品質

※1等　　

※1等　　

※1等　　

		・2等

		・2等

		・2等

品質
見付け材面の 間伐材等

の適用

化粧薄
板の厚
さ(㎜）

※1等　　		・2等 ・　　　

※1等　　		・2等 ・　　　

・　　　※1等　　		・2等

				施工箇所

・　　　

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・　　　

・　　　

樹種名

樹種名

樹種名 	見付け材面の品質寸法（㎜）
間伐材等
の適用

含水率

・　　　

※15％以下

※15％以下

・　　　

※15％以下

・　　　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

				施工箇所

化粧薄板：　　

芯材：　　

化粧薄板：　　

芯材：　　

化粧薄板：　　

芯材：　　

・　　　

・　　　

・　　　

樹種名 の適用
間伐材等

の品質
見付け材面

　(mm)
　寸法

含水率
化粧薄
板の厚

さ(㎜）

※15％以下

・　　　

※15％以下

・　　　

・　　　

※15％以下

・ [6.5.2]造作用単板積層材 Ｇ□

		施工箇所

・　　　

			防虫処理

・適用する

・適用しない

の適用
間伐材等

品名

		施工箇所

・JAS	0701以外の造作用単板積層材

・JAS	0701に基づく造作用単板積層材

間伐材等
の適用　(mm)

寸法

・　　　

　　　　　表面の品質

　(mm)
　寸法

・JAS	3079	に基づく直交集成板

間伐材等
の適用

・　　　

樹種名種別
（使用環境）
接着性能

		施工箇所 強度等級

・ [6.5.2]合板等

施工箇所

・　　　

　防虫処理

・2類

		板面の品質

広葉樹

針葉樹

・適用する

・適用しない

接着の程度単板の樹種名

Ｇ□

品名

厚さ
(mm)

間伐材等
の適用

※1類※5.5

・　

　※C-D以上

　・

　・1等

　※2等以上

・　　　

施工箇所

(								)

施工箇所

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による普通合板

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ□
強度
等級

防虫
処理

※12

・・特類

	単板の
	樹種名 程度

接着の

※1類※2級以上

・1級

		等級 間伐材等
	の適用

板面の
品質

・

※C-D以上

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所

・　　　

	の適用
間伐材等

Ｇ□
	　　防虫処理

・適用する

・適用しない

(mm)
厚さ

			単板の樹種名 　　接着の程度

・特類

・1類

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 厚さ(mm)	　　接着の程度

・適用する

Ｇ□
化粧板に使用する単板の樹種名 防虫処理の適用

・適用しない

・1類

・2類

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 			接着の程度
厚さ
(mm)

Ｇ

・適用する

防虫処理の適用

・適用しない

単板の樹種名

・1類

・2類

化粧加工の方法

□

・パーティクルボード□Ｇ

・

※15※13タイプ

・ ・

※P又はM

　　難燃性
	による区分	による区分

　	耐水性　曲げ強さ
	による区分

					表裏面の状態
					による区分

・JAS	0360に基づく構造用パネル

施工箇所 寸法（mm）

施工箇所

・MDF□Ｇ
(mm)
厚さ 	表裏面の状態

		による区分 		による区分
	　曲げ強さ 				接着剤

		による区分 		による区分
				難燃性

施工箇所

・ 接合具等 	[6.5.3]

造作材の化粧面の釘打ち

※隠し釘打ち

・つぶし頭釘打ち

　・釘頭埋め木

　・釘頭現し

諸金物

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

　　（改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度）

・　　　　　　　	（形状：　　　　　寸法：　　　　　材質　　　　　）

接着剤

※F☆☆☆☆

・　

[6.5.5]防腐・防蟻処理

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・K2	　・K3	　・K4

																適用部材 保存処理性能区分

※JIS	K	1571に適合に適合又は同等品

・

										薬剤の方法					適用部材																		処理の方法

・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理	　　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　）	

・合板等の加圧注入処理等の適用

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　）	

※薬剤の製造所の仕様による

・

・

・

・

・

・ 内部間仕切軸組及び

床組み

[6.5.6]

　※杉又は松

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※杉又は松

　・　

　・　

・床組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

・

　・　

窓、出入口その他

窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

野縁等の種類

　屋外（※	25	形　・	19	形）　屋内（※	19	形　・	25	形）

軽量鉄骨天井下地・

屋外の形式及び寸法

[6.6.2～4]

既存の埋込みインサート　・使用する　・使用しない	

あと施工アンカーの施工後の確認試験　

　　・行う　試験個所数　

　　※屋内の場合、当該階において3箇所）	

　　・（　　　　）箇所

※吊りボルト受け等の間隔が900㎜程度以下かつ天井面積鋼製部材等の

　単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　　・行わない	

　　・（　　　　）N

・天井下地材における耐震性を考慮した補強	

・天井のふところが3.0mを超える場合　	（補強方法　※図示による　　・　　		　　　）	

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合（補強方法　※図示による　　・　　　　　　）

　(補強箇所　※図示による　・　　	　　　　　　）	　

	（補強方法　※図示による　・　	　　　　　　　）	

[6.7.3、4]	[表6.7.1]軽量鉄骨壁下地

スタッド、ランナーの種類　

　※改修標準仕様書6.7.1	によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　	・

出入口及びこれに準じる開口部の補強

　　・　

　　・図示による　　・　

スタッドの高さが5mを超える場合

　　※標準仕様書6.7.4(5)による　

・

ビニル床シート Ｇ□ [6.8.2、3]・

[6.5.3、4]	

・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄	

・柄物	

※	2.0

・

　　色柄 　	厚さ(mm) 備考

　　(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

※FS

種類の記号

接合部の処理　※熱溶接工法　　・　

□

・	無地

・	柄物

・300×300	

・450×450	

・300×300	

・450×450	 ・	

・	

・	

・300×300	

・450×450	
※KT
　(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・	柄物

・	無地

・	

・FOA

・FOB

　(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

　(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

　(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・TT

・FT
　(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・3.0

・2.0

・2.0

・2.5

・3.0

色柄種類の記号

　　形状　　（　　　　　　　　　　　）

　　種類　　（　　　　　　　　　　　）

　　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状、寸法及びその配列はJIS	T9521による

　　寸法　厚さ　（　　　　×　　　　）（　　　　　　mm）

　　寸法　厚さ　（　　　　×　　　　）（　　　　　　mm）

寸法(mm)（　　　　	×　　　　　）			

色柄　　（　　　　　	　　　　　）	

織り方 パイルの形状

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット ・カット/ループパイル

・ループパイル

・カットパイル

　　　　パイル糸の種類等

　　　　　・

　　　　色柄	※模様のない無地　　・　

　　　　　・
　　　　帯電性　　　･適用する　　　　・適用しない

織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　　・つづり縫い　

下敷き材　※反毛フェルト（JIS	L	3204）の第2種1号　呼び厚さ	8mm　　・　

		備考								帯電性

・適用する	

・適用しない	・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ	工法		

・全面接着工法	

　　	工法ﾊﾟｲﾙ長さ（mm）

・5～7　・	

・4～6　・	

・	・カット、ループ併用	

・ループパイル

・カットパイル

		　　パイル形状

・	タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

	※反毛フェルト（JIS	L	3204）の第212号　呼び厚さ	8mm	　・	

タフテットカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

　・F☆☆☆☆　　・　

・	第二種

・	第一種 ※	6.5

・・

※	500×500

・	第二種

・	第一種 ※	6.5

・・

※	500×500

・タイルカーペット

※	6.5

・・・	第二種

※	500×500※	第一種

備　考総厚さ（mm）（mm）施工箇所種別パイル形状 寸法

※	ループパイル

・	カットパイル

・	カット・ループ併用

　・F☆☆☆☆　　・　

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　・　　		　　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　・	

見切り、押え金物

	　　　	種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　　	材質（　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　　	形状等　※図示による　　・　　

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法	

・薄膜流しのべ工法	

・厚膜流しのべ工法	

[6.10.2、3]・ 合成樹脂塗床

		施工箇所	 　　			工法 										仕上げの種類							種別	

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床	

・厚膜型塗床材	

・厚膜型塗床材	

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床	

・防滑仕上げ	

・平滑仕上げ	

※平滑仕上げ　	

・防滑仕上げ	

・つや消し仕上げ	

・薄膜型塗床材	 ※平滑仕上げ　	

　・F☆☆☆☆　　・　

塗料のホルムアルデヒド放散量

位置（mm）

伸縮調整目地

　　　　　　　　　　　　　　※図示による　　・　改修後の床の清掃範囲　　　

見付け
材面

見付け
材面

表面の品質寸法
　(mm)

		含水率

※14%以下

・適用しない

・適用する

	　防虫処理

・　　　

厚さ
(mm)

厚さ(mm)

接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　野縁受、つりボルト及びインサートの間隔

　周辺部の端からの間隔

　野縁の間隔

　・図示による　　・　

　・図示による　　・　

　・図示による　　・　

引張試験にて確認する強度

　　・図示による　　・　

　　　　　　※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）　　・　

・	柄物

・	無地

※2.0

内

装

改

修

工

事

-

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

006
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・目隠し用フィルム ・図示



フローリング張り・ □ [6.11.2～6]Ｇ

　[7.2.	～7]

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　・行う（　　　　箇所）

　　　　　　　　　　　　　　　　・行なわない

・ 下地調整 			1		

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲	

　※劣化部分は除し、活膜部分は残す　　・図示による　　・　

下地調整	

下地面の種類 下地調整の種別塗替え

※不透明塗料塗りの場合はRB種

・　
木部

亜鉛めっき面

鉄鋼面 ※RB種　・　

※RB種　・　

※RB種　・　亜鉛めっき面（鋼製建具）

モルタル、プラスター面

コンクリート面(DP以外)、

ALCパネル面

※RB種　・　

※RB種　・　

・RA種	・RB種

・RC種　
押出成形セメント板面

コンクリート面(DP) ・RB種	・RC種

※RB種　・　
せっこうボード面及び

その他ボード面

・行う

・行わない

・行わない

・行う

・行う

・行わない

・行わない

・行う

ひび割れ部の補修

		－

		－

		－

		－

		－

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。	

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）	

・ 材料 [7.1.3]

		※F☆☆☆☆　・		

セルフレベリング材

塗り

[6.17.2、3]・

塗厚(mm)　・	　

　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

		　※F☆☆☆☆　・	

　　内装タイル

　壁タイル張りの工法　

　　・密着張り

　　・改良圧着張り

　　内装タイル以外のユニットタイル

　　・マスク張り

　　・モザイクタイル張り

　タイルの形状、寸法等	

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

備考
標準特注適用 有 無 有 無Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類

耐滑
Ｇ 無ゆう施ゆう

再生材料の

□
吸水率による区分 色 耐凍害性うわぐすり	役物

			(mm)

	形状/寸法施工

箇所
種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

り性

　既製調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

　既製調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

　		剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

　		モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和

　　　　　　・設けない	

　　　　　　・設けない	

モルタル　　・現場調合材料

　　　　　　・既調合材料

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示による　・　　　　　）	　

床の目地　　・設ける

　　　　　　　目地の種類　※押し目地　　・　

　　　　　　　目地割り　　※2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　　・　

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

　・図示による　　・　

モルタル塗り・ [6.15.3、5、6]

　タイルの形状、寸法等	

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り　	

備考
標準特注適用 有 無 有 無Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類

耐滑
Ｇ 無ゆう施ゆう

再生材料の

□
吸水率による区分 色 耐凍害性うわぐすり	役物

			(mm)

	形状/寸法施工

箇所
種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

り性

・

　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイル張り [6.16.2～4]

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による	　

　　　　　　　　床タイル以外　（・図示による　・　　　）		

伸縮目地の位置　床タイル　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示による　・　　　）	　

・

見本焼き　・行う（施工箇所：　　　　　　　）　・行わない	

試験張り　・行う（範囲、仕様書は図示による）　・行わない	

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの下地調整

[6.14.2、3]壁紙張り・

　※F☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒドの放散量	

施工箇所 塩化

ﾋﾞﾆﾙ ﾁｯｸ

ﾌﾟﾗｽ
紙 繊維 その他無機質

壁紙の種類

備考防火性能

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・・ ・	難燃

・	難燃

・	難燃

・	難燃・	不燃・	準不燃

・	不燃・	準不燃

・	不燃・	準不燃

・	不燃・	準不燃

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

　※B種　　・A種

　※B種　　・A種

・特殊加工化粧合板 Ｇ□
　・化粧加工の方法

　　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　・　
※図示による

・　
　・表面性能　　・　

　・防虫処理　　・行う　　・行わない

合板類の張付け

天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合

　・図示による　　・　

　・A類　　・B類

　目地工法の種類　※改修仕上表による

せっこうボードの目地工法等

　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

　　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

フローリングのホルムアルデヒドの放散量	

　※改修標準仕様書6.11.2(2)による　　・　

　※F☆☆☆☆　　・　

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量	

　工法　　・釘留め工法　（・根太張り　・直張り）

　　　　　・接着工法

・単層フローリング（フローリングボード1等）

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

　樹種　※なら　　　・　

・単層フローリング（フローリングブロック1等）

　厚さ（mm)　　・　

　樹種　　　	　・　

　大きさ　					・　

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

・複合フローリング

　工法　　・釘止め工法　（・根太張り　・直張り）

　　　　　・接着工法

　樹種　※なら　　　・　

　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

　種別　・A種　	　　・B種　　　　・C種

・現場塗装仕上げ　

接着工法の場合の不陸緩和材

　																		※ウレタン樹脂ワニス塗り	　

　																		・オイルステインの上、ワックス塗り

　																		・生地のままワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　　　　　		ト畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセ　アルデヒド及びスチレンを発散しないか、

												・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン				）	　　　　　　

下地の種類　・標準仕様書　表12.6.1による床組	　　　　　　

種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ	・KT-Ⅱ	・KT-Ⅲ	・KT-K　・KT-N	）	

畳敷き

Ｇ

[6.12.2]

												・　　　　　　　

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

□

・

※図示による　・2.5　　・3.5　　・5　　・7					・　

衝撃緩和型畳（畳表：・C1　　　　・C2）

[6.13.2、3]せっこうボード、

その他のボード及び

合板張り

・

　　・行う　　・行わない

　・板面品質：

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

・化粧せっこうﾎﾞ-ﾄﾞ（GB-D）

・木目12.5（不燃）　幅440㎜程度

　模様（・柾目　・板目）　専用下地材有り

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様　9.5（準不燃）

　MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　合板のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　・　

　※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか　・

種類等 厚さ(mm)、規格等

※図示による　・15　・20　・25　　

※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　

※図示による　・6　・8

火山性ガラス質複層板

繊維強化セメント板

※図示による　・　

Ｇ□繊維板

※図示による　・3　　・7　　・9　　・12					・　

木質系セメント板 Ｇ□
・木毛セメント板

・木片セメント板

・けい酸カルシウム板（タイプ2）

・火山性ガラス質複層板

・硬質(HW)	・中質(MW)	・普通(NW)

・硬質(HF)　・	普通(NF)

　　　	普通ボード0.8FK

　　　	種類　※図示による　　・　

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　・未研磨板（RN）

　　・研磨板（RS）

　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　　・未研磨板（RN）

　　・研磨板（RS）

　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾃﾝﾊﾟｰﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　　・12　　・15　　・18					・　

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ Ｇ□
　　・無研磨板（VN）

　　・研磨板（VS）

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

※図示による　・10　　・12　　・15　　・18				・　

　　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵ-ﾊﾞ-ﾚｲ（DO）

　　・塗装（DC）

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板ﾎﾞｰﾄﾞ（1号）

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ	（32K）

※図示による　　・25　　・　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）

※12.5（不燃）　　15（不燃）

・12.5（・不燃　　・準不燃）

・12.5（不燃）　　・15（不燃）　

・	9（不燃）・12（不燃）

・12（不燃）・15（不燃）

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　　	・　

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞ-ﾄﾞ（GB-NC）

　　・化粧無し（下地張り用）

　　・凹凸ﾀｲﾌﾟ（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・9.5（準不燃）

合板類

・普通合板 Ｇ□
　・表板の樹種名：

　・防虫処理

※図示による

・　

・天然木化粧合板 Ｇ□
　・化粧板の樹種名：

　・防虫処理

※図示による

・　　　・行う　　・行わない

※図示による　・10（難燃）・12（難燃）・　

　※F☆☆☆☆　・　

　接着剤のホルムアルデヒド放散量

サンプル数　　　　1箇所あたり3サンプル

　採取箇所　　　・図示による　　・　

7

　　工事

石綿含有建材の・

除去

[9.1.1、3～6]

調査

　※石綿含有建材の事前調査	

　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。　

　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）	

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

分析方法

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

材料名

定性分析方法

（JIS	A	1481-2）

（JIS	A	1481-1）または

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

定量分析方法

（JIS	A	1481-5）

（JIS	A	1481-4）または

（JIS	A	1481-3）、

9

8

塗料製造所の仕様による

・高日射反射　塗料塗り	　　　　　　率

JIS	K	5675
反射率塗料

屋根用高日射

塗料その他

規格名称規格番号 種類 等級 （kg/m	)
塗付け量

2

		下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　※RB種　・RA種　・RC種	
□Ｇ

工程

塗料塗り 2種

・1級

・2級

・3級

クリアラッカー塗りA種の工程2の適用

　・適用する（着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤）

　・適用しない

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

　・適用する

　・適用しない

　・	

　・	

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め	　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め	　

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

・アクリル樹脂系非水分散　塗料塗り(NAD)	

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)	

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)	

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)	

　　　　　　　　　　　　	形 ※B種　・A種

・A種　・B種

※B種　・A種

・鉄鋼面	上塗り等級（　　）級	

亜鉛めっき鋼面	

							上塗り等級（　　）級	

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部	

屋内の鉄鋼面	

屋内の亜鉛めっき鋼面	

※B種　・	

※B種　・	

※B種　・	

※B種　・	

※B種　・	

※B種　・A種	

・A-1種　　・　

・B-1種　　・　

・C-1種　　・　

－

－

・

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・耐候性塗料塗り(DP)

		イント塗り(EP-G)

・エマルションぺ

・つや有合成樹脂

※A種　・	

※B種　・A種

※A種　・　

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・　

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種※B種　・A種	

・ステイン塗り
・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り（OS）

塗装

※B種　・A種

工程

※B種　・A種

※A種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

[7.5.2～7.12.2]

木部屋外	

木部屋内	

鉄鋼面	

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）		

※B種　・	

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具）	

※B種　・	

※B種　・	

※A種　・	

※B種　・	

※B種　・A種	

(着色塗料の種類：

　　　　　　　）

(着色塗料の種類：

　　　　　　　）

				※1種　・2種	

		塗料の種別	

　ペイント塗り（SOP）

・合成樹脂調合

塗替え 新規
　　　　　塗装面　　　　塗装の種類

・

・クリヤラッカー塗り(CL)	

オイルステン塗りの工程等　　・　

・ 素地ごしらえ [7.3.2～7]

不透明塗装塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DP）

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）

コンクリート面（DPのみ）

せっこうボード面及び

その他のボード面

下地面等

※A種　　・B種

※B種　　・A種

※C種　　・A種　　・B種

※B種　　・A種　　・C種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※A種　　・B種

種別

木部

モルタル面及びせっこうプラスター面

※C種　・　

※A種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※B種　・　

－

－

SOP

（工程の種別は表7.4.5）

EP-G

（工程の種別は表7.4.5）

DP

（工程の種別は表7.4.6）

※B種　　・　

※A種　・B種

※A種　・B種鋼製建具等

その他

塗替え	
新

規

C種　　・　　

C種　　・　　

C種　　・　　

塗替え	
新

規
鋼製建具等

その他

塗替え

新規

亜鉛

めっき

鋼面

錆止め塗料塗りの種別

　　　工程の種別

・A種

・B種（下地調整RB種）

・C種（下地調整RC種）

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

（工程の種別は表7.4.3）

SOP

EP-G

（工程の種別は表7.4.3）

DP

（工程の種別は表7.4.4）

A種

A種

A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

塗替え	

新規見え隠れ	

塗替え	

新規見え隠れ	

新規見え掛り	

新規見え掛り	

　塗料の種別

鉄鋼面

素地面

塗替え 7.4.2(1)(ｲ)(b)による

7.4.2(1)(ｲ)(a)による新規

・ 錆止め塗料塗り [7.4.2、3]

工法	　

　外装材の施工　　　・外装材製造所の仕様による　　・	

　1章適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　断熱材の施工　　　・断熱材製造所の仕様による　　・　	

　不陸等の下地調整　　・　

		通気層の有無　　・有（　　　mm）　　　　　　　・無

　外装材の外壁への取付け　・図示による　　　・　

既存外壁の処置	

		既存外壁仕上材の撤去　　・行う　　　　・行わない	

		下地面の清掃　　　　　　・行う　　　　・行わない	

		欠損部の改修工法　　　　・改修特記仕様書第4章　外壁改修工事による　　・　

笠木

　改修特記仕様書第3章　・アルミニウム製笠木による

鋼材

外装材	

　　　　　　　　　　種類

・

			防火性能 　　　備考

　改修特記仕様書第8章8-3　鉄骨工事　・鋼材による

断熱材

断熱材の種類　　・　

断熱材の厚さ(mm)　　・　

施工箇所　　　・図示による　　　・	

防水改修工事

断熱アスファルト

改修特記仕様書3章による	

・ [9.2.2～3]

[9.2.1～4]外断熱改修工事□Ｇ・

　※F☆☆☆☆　　・　

　　※湿潤化　　・固形化

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止	

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　除去した石綿含有保温材等の処分　

　除去工法　　　・破砕して除去　　・手ばらし

・石綿含有保温材等の除去	　　　

		除去対象範囲　・図示による　　・　

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施）	

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　除去した石綿含有吹付け材等の処分　

　　※湿潤化　　・固形化	　　　

・石綿含有吹付け材の除去	　

石綿含有建材の処理	　

　除去対象範囲　・図示による　・	　　

		除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置	　　

　除去工法　※9.1.3（2）(ｱ)による　　・　

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）	

									240　　					10　　　			47

									120　　					10　　　			47

									30　　						5　　　			25

試料の吸引
時間(min)流量(L/min)直径(mm)

測定名称
メンブレンフィルタ 試料の吸引

・

・測定

・

・測定

・

・測定	

・測定	5	

・測定	4

を迅速に測定できる機器を用いた測定

繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じん

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

・測定	5

・測定	4

・JIS	K	3850-1に基づいた測定

測定名称 測定方法

・自動測定器による測定

　測定方法

測定	1

測定	2

測定	3

測定	4

測定	8

処理作業後

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

処理作業室外

処理作業室内

出口吹出し風速

1m/s以下の位置

　・施工区画周辺

　・敷地境界

（シート養生中）

適用 測定名称 測定場所測定時期

調査対象室外部の付近

・計　　　点

・計　　　点

・計　　　点

・計　　　点

・計　　　点

・計　　　点

・計　　　点

処理作業前

処理作業中

・計　　　点

・計　　　点

測定	5

測定	6

（処理作業室外の場合）

集じん・排気装置の排出口

		・

		・

		・

		・

		・

		・

		・

		・

		・

測定	7

測定	9

測定箇所数

（各施工箇所ごと）

処理作業室内

　測定時期、場所及び測定点

・石綿粉じん濃度測定

　内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

塗装の種類 処理作業後

（シート撤去後

1週間以降）

　除去対象範囲　・図示による　　・	　　

　養生方法　　　・図示による　　・　

　足場　　　　　・図示による　　・　

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第2種）の除去	　　

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第2種の処分

　除去対象範囲　・図示による　　・	　　

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第2種以外）の除去	　　

除去した石綿含有けい酸カルシウム板の処分

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去	　　

　除去対象範囲　・図示による　　・	　　

　養生方法　　　・図示による　　・　

・石綿含有建材除去後の仕上げ工事　・図示による　　　　・　　　　

　				・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　　・石綿含有せっこうボード	　　　　

　　		※埋立処分(管理型最終処分場)	　　

　				・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　				・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）	　　

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板	　　　　　

　				・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）	　　

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　				・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

除去した石綿含有仕上塗材の処分

ホルムアルデヒド放散量

	※合成樹脂発泡シート　・　

B種　　・　

B種　　・　

改修特記仕様書（その６）（その７）による

　				・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）　　・　	　　

　笠木の施工　　・改修特記仕様書第3章　アルミニウム製笠木による　　・　

塗

装

改

修

工

事
環

境

配

慮

改

修

工

事

耐

震

改

修

-

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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・	型枠 (6.8.2)[8.2.7]
せき板の材料及び厚さ

・合板(※12mm　　・　　　)　　　・　□Ｇ
・断熱材を兼用した型枠材

使用箇所　　・図示による（　　　　　　）　　・　

・MCR工法用シートの使用

適用箇所　　・図示による（　　　　　　）　　・　

スリーブの材種・規格等

・図示による（　　　　　）　　・　

打増し範囲　　・図示による（　　　　　）　　・　

打増し厚さ　　・20㎜　　・　

[9.3.2～4]Ｇ□断熱・防露改修工事・

　　施工場所　　・　

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量　

工法

　　断熱材　JIS	A	9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　・断熱材打込み工法

　　厚さ(mm)　　・　

　　種類　　　　・　

　※F☆☆☆☆　　・　

　※F☆☆☆☆　　・　

　吹付け厚さ（mm）　　・25　・30　・			　

・断熱材現場発泡工法	

　断熱材の種類　・A種1　　	・A種1H　　・　

　施工箇所　　　・図示による　　・　　	

　　・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

　　断熱材　JIS	A	9521に基づく発泡プラスチック断熱材

・断熱材後張り工法

　　種類　　　　・　

　　厚さ(mm)　　・　

　　・張り付け工法

　　　断熱材の張り付け工法　　・　

　　　断熱材へのボードの張り付け工法　　・　

植栽基盤及び材料

屋上緑化改修工事・ Ｇ□ [9.4.2～4]

芝及び地被類の樹種並びに種類等

　※図示による　　・　

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※図示による　　・　

（品質・性能・試験方法は別表による）

既存保護層の撤去　　・行う　・行わない	

工法	　

　1章	適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力対応した工法

かん水装置　・設置する（種類　・　　　　　　　）

新植した芝及び地被類の枯補償の期間　　・　　　　　　※引渡しの日から1年

・路床安定処理用添加材料

　路床の材料	

路床	

適用範囲：歩道

・

舗装改修工事

透水性アスファルト 	[9.5.2～5、9］

既存舗装の撤去及び再利用　　※図示による　　　・　

　厚さ(mm）　　	種別

・建設汚泥から再生した処理土

　　　　　　　　　　　　材料

・

・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン	

・砂

・

・

・

Ｇ□

・図示による

・図示による

・図示による

Ｇ□
・切込み砂利　　・砂　　　・　	

・盛土	

・凍上抑制層	

・フィルター層	

・A種　・B種　・C種		・D種　　　　　

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）

　・行う　　・行わない

・路床安定処理　・適用する　　・適用しない

　安定処理の方法　　　・置き換え工法　　・安定処理工法

		・ジオテキスタイル	　　　　

				単位面積質量　　・60g/㎡以上　　・	　　　　

				厚さ(mm)　		　　・0.5～1.0　　　・	　　　　

				引張強さ　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・	　　　

試験	　　

　　目標CBRを満足する添加量の確認方法

　　　　　　・

　		透水係数　　　　・1.5×10	　cm/sec以上　　　　	・	

　　　　　　・安定処理土のCBR試験　　・　

添加量　・　　　　kg/m		（目標CBR　・3以上　・　　　　）3

-1

		路床土の支持力比（CBR）試験　　　・行う　・行わない	　　

路盤	

		路盤の厚さ　　・図示による　・	

路盤材料（改修標準仕様書表9.7.3による種別）	

　舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　・	

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない	

・粒度調整鉄鋼スラグ

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・粒度調整砕石

・クラッシャラン

・再生クラッシャラン

・再生粒度調整砕石

Ｇ□
Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□

8 ・	適用範囲

・

・改修標準仕様書　第8章　耐震改修工事

・改修標準仕様書において第８章耐震改修工事以外の改修工事で第8章を引用している部分

・柱補強工事　（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・制振改修工事

・耐震スリット新設工事

・免震改修工事

・柱補強工事　（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

・連続繊維補強工事

工事内容

・鉄骨ブレースの設置工事

・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・土工事及び地業工事

・

既存構造体の撤去

既存構造体コンクリートの目荒らしの程度及び範囲

[8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2]

・既存柱、梁面

・既存壁

・打継ぎ面の15～30%程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹凸を、全体にわたってつける

・打継ぎ面の10～15%程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹凸を、全体にわたってつける

・　

・　

既存杭の撤去等

・撤去範囲及び方法　　・図示による(　　　　　　)　　・　

・	既存部分の処理等

鉄筋の種類

・	鉄筋 [8.2.1]

種類の記号

・	SD295A

・	SD345

・

・

呼	び	径	(㎜) 備　考

・	溶接金網 [8.2.2]

8-1

鉄線の形状等

・	鉄筋格子

・	溶接金網

種　類 種類の記号 使	用	部	位鉄線の形状、網目寸法、鉄線の経	(㎜)

・	鉄筋の継手 [8.3.4][8.4.2,3]
鉄筋の継手の方法等

・	ガス圧接　・	機械式継手

・	溶接継手

継	手	方	法部　	位 呼	び	径	(㎜)

柱、梁の主筋

その他の鉄筋(　　　　　　　　)

耐力壁の鉄筋 ・	重ね継手　・　

・	重ね継手　・　

継手位置　　・図示による　　・　

柱及び梁の主筋の重ね継手の長さ　　・図示による　　・　　

耐力壁の重ね継手の長さ　　・図示による　　・　

鉄筋の定着長さ

[8.3.4]

・図示による　　・　

機械式定着長さ

・適用する

　適用箇所　　・図示による　　・　

　種類

　・摩擦圧接接合　　　　・縲合グラウド固定

　工法　　　　　※第三者機関の評定等を取得している工法とする

　必要定着長さ　※評定等の評価内容による

　補強筋形状　　※評定等の評価内容による

　かぶり厚さ　　※評定等の評価内容による

　品質確認　　　※評定等の評価内容による

　検査　　　　　※評定等の評価内容による

・鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚さ及び間隔

(溶接金網を含む) ・図示による　　・　

[8.3.5]

軽量コンクリートを適用する場合

・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

・	圧接完了後の試験

超音波探傷試験 [8.3.8]

※行う（全圧接部）

H12建告第1463号に適合する性能　

・図示による(　　　　　　)	　・　

適用箇所

・	機械式継手

・A級　　・　

種類

・ねじ式鉄筋継手

　充填方式

　　・無機グラウド方式　　・有機グラウド方式　　・　

・端部ねじ加工継手

・モルタル充填式継手

・　

　工法　　　　　　※第三者機関の評定等を取得している工法とする

　鉄筋相互あき　　※評定等の評価内容による

　品質確認　　　　※評定等の評価内容による

　検査　　　　　　※評定等の評価内容による

　施工完了後の継手部の試験

　　・外観試験

　　・超音波測定試験

　　　　試験対象

　　　　試験項目　　・評定等の評価内容による　　・　

　　　　試験方法　　・評定等の評価内容による　　・　

　　　　・抜取り

　　　　　ロット

　　　　試験対象　　※全数

　　　　　・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする　　・　

　　　　　試験の箇所数　　1ロットに対して（　　　　　）箇所　　・全数

　　　　試験項目　　※挿入長さ

　　　　試験方法

不合格となった場合の措置　　・　

　　　　　※JIS	Z	3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び

　　　　　　判定基準）による

・	溶接継手

H12建告第1463号に適合する性能　

適用箇所

[8.4.3]

・図示による(　　　　　　)	　・　

・A級　　・　

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　)	　

　施工完了後の継手部の試験

　　・外観試験

　　　　試験対象

　　　　試験項目　　・評定等の評価内容による　　・　

　　　　試験方法　　・評定等の評価内容による　　・　

　　　　・抜取り

　　　　　ロット

　　　　試験対象　　※全数

　　　　　・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする　　・　

　　　　　試験の箇所数　　1ロットに対して（　　　　　）箇所　　・全数

　　　　試験方法

　　　　試験項目　　※内部欠陥の検出

　　　　　※JIS	Z	3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準）による

不合格となった場合の措置　　・　

・	割裂補強筋 [8.21.6][8.22.7]

形状

種類の記号

・SR235またはSWM-P　　・　

・スパイラル筋　　　　・　

呼び径、曲げ直径、ピッチ

・図示による

・	打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

[8.7.8]

・20㎜　	・　

・10㎜ ・20mm			・　

仕上り

・	構造体コンクリートの [8.1.4]

コンクリートの仕上がりの平たんさ

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・	A種

・	B種

・	C種

適用箇所種別

・	a種

・	c種

・	b種

適用箇所種別

・	流動化コンクリート

適用範囲

・図示による(　　　　　　)			　・　

(6.15.1)

目地寸法

・標準仕様書	9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

打継ぎの位置

・図示による(　　　　　　)			　・　

・図示による(　　　　　　)			　・　

・図示による(　　　　　　)			

・	打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

打継目地

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)(3.7.3)

・	無筋コンクリート

設計基準強度　　

スランプ

セメントの種類

適用箇所　　

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又はフライアッシュ

　セメントA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

コンクリートの種類

※18N/㎜　　・　

※15㎝又は18㎝　　・　

・図示による（　　　　　）　　・　

[8.11.1]

※普通コンクリート　　・　

　2

□Ｇ
□Ｇ

スランプ

※15㎝　　・　

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表6.13.1による　　・　

混和材料

・混和剤

混和剤の種類

※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ）による　　・　

適用箇所

セメントの種類

・普通ポルトランドセメント

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

・

・シリカセメント

・	マスコンクリート (6.13.1)(6.13.2)

　　　　　　　　・
・図示による(　　　　　　)	　・　

□Ｇ
□Ｇ

混和材料

・混和剤

混和剤の種類

※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ）による　・　

・	暑中コンクリート

構造体強度補正値　　※6N/mm　　　・
2

[8.10.2]

・	構造体用モルタル

構造体用モルタル

圧縮強度(　　　　　　　)

フロー値(　　　　　　　)

[8.2.6]

・混和剤

・	混和材料

混和剤の種類

・混和材

混和材の種類

※改修標準仕様書	8.2.5(4)(a)による　　・

※改修標準仕様書	8.2.5(4)(b)による　　・

[8.2.5]

※A　・B

・	骨　材

アルカリシリカ反応性による区分

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

種類

（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS	R	5210	に示された規定の他、水和熱が7日目で

・

・高炉セメントB種　　　　		適用箇所(　　　　　　　　　　　)

・フライアッシュセメントB種　　　　		適用箇所(　　　　　　　　　　　)

適用箇所(　　　　　　　　　　　)

352J/g	以下、かつ28日目で	402J/g	以下のものとする）

Ｇ□
Ｇ□

フライアッシュセメントA種　

[8.2.5]

・	セメント [8.2.5]

・軽量コンクリート

設計基準強度	

	(N/㎜	)

気乾単位容積質量

(t/m	)
2 3 種類

・

・

※21　・

・

・

・

・1種　・2種

スランプ

(cm)
適用箇所

・	コンクリートの

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

・普通コンクリート

設計基準強度	

・24

・

・18

・

	(N/㎜	)

気乾単位容積質量

(t/m	)

・2.3程度

・

2

[8.1.3][8.1.4][8.2.5][8.9.2]

3
スランプ

(cm)

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　・　

適用箇所

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　・　

8-2 ・	コンクリートの類別

コンクリートの類別　　

※Ⅰ類（JIS	A	5308への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS	A	5308に適合したコンクリート)

[8.1.3]

シアコネクタをセパレーターとして使用

・	型枠の加工及び組立 [8.7.8]

使用箇所　　　・図示による（　　　　　）　　・　

・流込み工法		8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法		8.21.8(1)(ｲ),(3)

・流込み工法		8.21.8(1)(ｱ),(2)

			打込み工法等

・	コンクリートの

部位毎のコンクリートの打設工法の指定

[8.21.8]	[8.23.5～7]

鋼板巻き工法及び帯板巻き工法での型枠等

補強後の仕上げ

柱頭及び柱脚の隙間の寸法

柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造体用モルタルの厚さ

・発泡プラスチック保温材等を埋込む

・

・図示による(　　　　　　)			　・　

・図示による(　　　　　　)			　・　

・図示による(　　　　　　)			　・　

金網巻き及び溶接

・現場打ちコンクリ

		ート壁の増設工事

・柱補強工事(溶接

		閉鎖フープ巻き

		工法

・

・圧入工法		8.21.8(1)(ｲ),(3)

・流込み工法	8.21.8(1)(ｱ),(2)

・工法指定なし

・工法指定なし

・

・工法指定なし

・

・図示による(									)　・　

・図示による(									)　・　

・全ての増設壁　・図示による(							)

・全ての増設壁　・図示による(							)

・全ての増設壁　・図示による(							)

・全ての増設壁　・図示による(							)

・全ての増設壁　・図示による(							)

・全ての増設壁　・図示による(							)

・圧入工法		8.21.8(1)(ｲ),(3)

補強工法 打設工法 部位

鉄骨製作工場の加工能力

・	鉄骨製作工場 [8.1.5]

※建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作

　工場又は同等以上の能力のある工場

　(	　		　	)グレード以上

・監督職員の承諾する工場

・	鉄骨製作工場における

　	施工管理技術者

[8.1.6]

※配慮する

・	鋼　材

[8.2.8]種類等

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

・JISによる　・　

・JISによる　・　

・JISによる　・　

・JISによる　・　

・JISによる　・　

・JISによる　・　

作成した対比試験片で行うこと

・トルシア形高力ボルト　　

・	高力ボルト

・JIS形高力ボルト

・

高力ボルトの種類

[8.2.9][8.13.2][8.14.2]

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による（　　　　　　）　　・　

摩擦面の処理方法

・改修標準仕様書8.14.2(1)による　　・　

すべり試験の種類

・すべり係数試験　　・すべり耐力試験　　・

すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｲ)による摩擦面の確認は、本試験で

・標準仕様書	表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

・	普通ボルト

ボルト及びナットの材料
[8.13.2](7.2.3)

ボルトの規格は、JIS	B	1180とする

ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする

ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、

ボルトの径の値以下とする

ナットの規格は、JIS	B	1181とする

ナットの種類は、六角ナット-Cとし、材料は鋼とする

・

※JIS	B	1256による			　　・　

座金

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による（　　　　　　）　　・　

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

※ねじの呼び径+1.0㎜　　・　

8-3

・	溶融亜鉛めっき

			高力ボルト ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

[8.13.2][8.14.2][8.20.5]

・図示による（　　　　　　）　　・　

摩擦面の処理方法

・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・りん酸塩処理

・

すべり試験の実施

・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.20.5(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

本試験で作成した対比試験片で行うこと

　　　材質・　　　　　　厚さ・　　　mm　　　　　　　　　　

・屋上緑化軽量システム

　　　　　　・生石灰（・特号　・1号）　	　・消石灰（・特号　・1号）

　　　　　　・フライアッシュセメントB種

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントB種 Ｇ□

		路床締固め度の試験　　	　　　　　・行う　・行わない	

　現場CBR試験　　　　　　　　　　　・行う　・行わない

舗装の構成　・図示による　　・　

撤去範囲

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

・図示による（　　　　　）　　・　

・図示による（　　　　　）　　・　

・	鉄筋の定着

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　(	　　　)㎜　　・　

・最小かぶり厚さに加える厚さ　　(	　　　)㎜　　・　

　　・超音波深傷試験

　・篏合グラウド固定　　・　

耐

震

改

修

工

事

　

共

通

事

項

鉄

筋

工

事

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

鉄

骨

工

事

園路(内部)

-
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・	鉄骨ブレース設置後の

			仕上げ

[8.22.9]

・図示による(　　　　　　)　　・　

8-3 ・	アンカーボルト (7.2.4)(7.3.2)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・　

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1	縁端距離及びボルト間隔）

・建方用アンカーボルト

・構造用アンカーボルト

・標準仕様書表7.2.4以外のアンカーボルト

種類

種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書表7.2.3による　　・　

・SS400　　・　

・ABR400　　　・ABR490　　　・　

適用箇所　　・図示による（　　　　　　）　　・　

種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

・SS400　　・　

※標準仕様書表7.2.3による　　・　

・	溶接材料

溶接材料

・改修標準仕様書	8.2.10(1)(2)による

・

[8.2.10]

・	スタッド

種類等

[8.2.11]

・22

・19

・16

呼び名 呼び長さ(㎜) 適用箇所

仮組を行う範囲　

・	仮組

・図示による(　　　　　　)　　・　

[8.15.3]

試験の要領

・図示による(　　　　　　)　　・　

[8.13.10]

・製作精度 [8.13.3]

通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

鉄骨の製作精度は、JASS6	付則6	[鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

アンダーカットの寸法

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

・	溶接接合

開先の形状　　

[8.15.4][8.15.7]

・図示による(　　　　　　)　　・　　　

・エンドタブの切断する部分　　

切断する箇所

切断範囲

切断面の仕上げ

・改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による

・図示による(　　　　　　)　　　・　

		なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

・鋼製エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線上に切断する

・

・

スカラップの形状　　

・図示による(　　　　　　)　　・　			　

・	入熱､パス間温度の

溶接条件 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

[8.15.7][8.15.10]

・図示による(　　　　　　)　　・　　

適用箇所　　

・図示による(　　　　　　)　

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

・	溶接部の試験

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法

[8.15.12]

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2受入検査による

※抜き取り検査②

・抜き取り検査①

JASS	6	付則	6	[鉄骨精度検査基準]	の付表3「溶接」に関する試験方法等

・JASS	6	10.4[受入検査]e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

		溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の抜取箇所と同一とする。外観試験の

		不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　

・工場溶接の場合　

・工場現場溶接の場合　

※全数

※全数

・	錆止め塗装

・耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

塗料の範囲

[7.3.3][8.17.2、4]

・図示による(　　　　　)			　・　

※改修標準仕様書8.17.2(1)(ｱ)～(ｵ)による　　・図示による(　　　　　)			　・

塗料の種別

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

・下記以外の鉄鋼面は、7章[塗装改修工事]による

※A種　　・　

　・　

・	耐火被覆

種類、材料、工法等

[8.18.2]～[8.18.8]

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・

・

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・

・高断熱ロックウール

・

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

　ル塗り

　ール

　ウール

　シウム板

・耐火塗料 ・

適用箇所（部位・部分）種類 材料・工法 性能（耐火時間）

			設置

・	アンカーボルト等の

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

柱底均しモルタル厚さ及び工法の種別

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

(7.10.3)

・図示による(　　　　　　)			　・　

・図示による(　　　　　　)			　・　

・図示による(　　　　　　)			　・　

種別

・A種　・B種

厚さ　・　

種別　　※A種　　・B種

8-4 ・	あと施工アンカー

材料等

[8.2.4]

・金属系アンカー

・接着系アンカー

・引張耐力　　　　・　　kN　　　・図示による(　　　　　　)

・せん断耐力　　　・　　kN　　　・図示による(　　　　　　)

・せん断耐力　　　・　　kN　　　・図示による(　　　　　　)

アンカー本体の径及び埋込み長さ

・性能確認試験　　

接合筋の種類、径、長さ

セット方式　　※本体打込み式改良型　　　・　　　

・引張耐力　　　　・　　kN　　　・図示による(　　　　　　)

アンカーの種類　　※カプセル方式回転・打撃式　　　・　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

試験方法及び試験数

・図示による(　　　　　　)　　　・　

接着剤の品質　　

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

・性能確認試験　　

試験方法及び試験数

アンカー筋の径及び埋込み長さ

アンカー筋の種類　　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・有機系　　　・無機系

・

・図示による(　　　　　　　)　　　・　

・	施工確認試験

試験方法　

埋込み配管等の探査方法　

・	穿孔

※引張試験による引張試験

　　確認強度　　

・はつり出しによる

・鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・

[8.12.4]

[8.12.7]

8-5

連続繊維の材料

・炭素繊維　

・	連続繊維シート

・アラミド繊維

・

[8.2.13][8.24.6]8-6

・	柱底均しモルタル及び

グラウト材 ・柱底均しモルタル

※無収縮モルタル

・

[8.2.12]

・グラウト材

無収縮グラウト材の材質等

セメント

混和材

砂

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・アルミネート等に

よって膨張する性質を利用するもの）とする。

JIS	R	5210｢ポルトランドセメント｣に適合した普通または早強ポルトランド

セメントとする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精

選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

材齢　	28日　　40.0	N/㎜	以上

１）NEXCO試験方法　試験法	312-1999「無収縮モルタル品質管理試験方法」

　　による。プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場合の試験は

試験方法

塩化物量

　　プレミックス形のみとする。

0.30kg/m　以下

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

圧縮強度

無収縮性

ブリージング

材齢　　7日　　収縮しない

材齢　　3日　　20.0	N/㎜	以上

２）塩化物量の試験は、JIS	A	1144「フレッシュコンクリート中の水の塩化

　　物イオン濃度試験方法」による。

Ｊロートによる流下時間

練混ぜ完了から3分以内の値　：　8±2秒

凝結開始時間　：　1時間以上

終結時間　：　10時間以内
凝結時間

コンシステンシー

3

2

2

無収縮グラウト材の品質及び試験方法

　・図示による（　　　　　　）　　・　

・ひび割れ部改修　　

範囲

・（　　　　）N/㎜　　　・

・（　　　　）N/㎜　　　・

・下地処理

・図示による（　　　　　）　・　

引張強度（含浸硬化後）

ヤング係数（含浸硬化後）

2

2

工法の種類

・柱及び梁の隅角部の面取りの大きさ

・図示による（　　　　　）　・　

連続繊維補強材の強度試験　　

・引張強度試験

※JIS	A	1191（コンクリート用連続繊維シートの引張試験方法）による

・

試験数量

・図示による（　　　　　）　・　

・　

・	仕上げ

・付着強度試験

※JIS	A	6909（建築用仕上塗材）による

・

試験数量

・図示による（　　　　　）　・　

[8.24.7]

補強工事後の仕上

・図示による(																)　　・　

耐

震

ス

リ

ッ

ト

新

設

工

事

[8.25.2]

・完全　　・部分

設置箇所

幅及び深さ

方式　幅及び深さ

・耐震スリットの方式、

・図示による(										　			)　　・　

・図示による(										　			)　　・　

8-7

・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

既存撤去部の配管等の探査方法

・はつりだしによる

　埋込み配管等の探査

・耐震スリットの施工前の [8.12.4]

・耐火材

使用箇所及び仕様

・遮音材

使用箇所及び仕様

・撤去部の補修

　挿入及び周囲補修等

・耐震スリット充填材の [8.25.2]

・図示による（　　　　　　　）　　・　

※撤去材と同一材で補修

・

・	埋戻し及び盛土 [8.28.3]

・図示による（　　　　　　　）　　・　

8-8
材料及び工法

※改修標準仕様書表8.28.1による

・材料(　　　　　　　　　)　　工法（　　　　　　　　　）

　・A種　適用場所(　　　　　　)

　・B種　適用場所(　　　　　　)

　・C種　適用場所(　　　　　　)　土質(　　　　)　受渡場所(　　　　　　)

　・D種　適用場所(　　　　　　)

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50%未満とする）

[8.2.15][8.28.4][4.3.8]

　　・　

　　・　

　建て込み時の杭の鉛直度

　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・評定等の評価内容による

　　・1/100以内　　・評定等の評価内容による

記録する施工状況等

　・図示による（　　　　　　）　　・　

支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

杭の材料、工法、寸法、施工方法等

　・図示による（　　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　　）　　・　

・試験杭の位置、本数及び寸法並びに施工方法

・杭の継手の箇所数、材料、工法等

・杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　　・図示による（　　　　　　）　　・　

・杭頭の中詰め材料

　・基礎コンクリートと同調合のもの　　・　

杭の精度

・杭の溶接継手

　　技能資格者の技量　・図示による（　　　　　　）　　・　

　　溶接部の確認　　　・図示による（　　　　　　）　　・　

・	砂利地業

材料

・切込砂利又は切込砕石

砂利厚さ

・再生クラッシャラン

・	捨コンクリート地業

捨コンクリートの厚さ

設計基準強度

※18N/mm	　　	・

スランプ

コンクリートの種類

・　　　　　　　　　※普通コンクリート

※60mm　　　・　

※50mm　　　・　

※15cm又は18cm　　　・　

2

Ｇ□

[8.2.15][8.28.4]

[8.2.15][8.28.4]

※H12建告第1464号第二号イ(2)による　　・　

※H12建告第1464号第二号イ(3)による　　・　

技量付加試験

　	溶接技能者の

・	溶接作業を行う

　水平方法の位置ずれ

・	杭地業

鉄
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工

事
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工
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工
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連
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事
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赤玉中粒50%+ピートモス30%+バーク堆肥10%+ビーナスライト小粒10%
温室館内への客土：
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令和８年度新宿御苑展示工事

-ᘓ⠏ᨵಟ工事≉グ௙ᵝ᭩���

��3



!"#$%&'()*+,-.

/0 !"#$%&

1234/0 56

789: ;

<<=> ;

?@., ;

9AB>CDEFG'(H ;

IJKL=@.EMN'(H ;

OPQDR. ;

STUB)VWX ;

=.:8Y=Z[E\]^_`H ;

aRbcZ[Edef`H ;

99gh) ;

Z*8i9U ;

jcbQh) ;

gklm ;

nklm ;

ggTopTD ;

=bhmQ ;

A>qZ&bc ;

r.9QCCZ ;

so.CCZ ;

so.h8T. ;

Tqh) ;

).,*i ;

LL)h) ;

tngo.$C ;

7Ru7q%k% ;

).qc8Q ;

,vw. ;

UoR ;

@w.&%Ol ;

cC89xR ;

cq. ;

=yzm ;

9:zD= ;

7a{ ;

/03 |5

}~123 ;�|Ä6

!" #$%&'(

)* +,

-./0123/24 56789:7;8<= > ?

@A/,B4 56789:7;8<= > ?

CDEF/GHIJ 56789:KL8<= > ?

MN/OP 57;89:;;8<= 7 ?

QRS/,B4 56789:7;8<= > ?

TUVWXYZ/[?\]^ 57;89:;;8<= > ?

_

%&'(

)* +,

`ab/cd/VW 5>e89:>e8<= 6 ?

\fghij/Vklm 56789:7;8<= > ?

VWno/pqrstuvw/x 56789:;;8<= 7 ?

yzr{|}b~� 56789:KL8<= > ?

ÄÅ/ÇÉÑÖu�pq 5;889:;88<= > ?

ÜáVW 57;89:;;8<= 7 ?

àâäVW 57e89:7;8<= 7 ?

>e

ãå

)* +,

Ççéè >8 ?

êëí01ìîï01VWcoñ ;e ?

êëíVWóò^Äôfñ >_ ?

ìîöpHëõíVWóò^Äôfúùñ ;8 ?

ìîöpHëõíVWóò^Äôfñ >7 ?

QRSûü†f°i¢pHëõ L ?

2£§•¶¢pHëõíVWóò^Äôfñ 7 ?

ß6

®©™´¨≠ ãå

)* +,

ÆØ∞™¢pHëõ ; ?

;

±/≤ %&'(

)* +,

≥2≥¥/µ∂ 5KL89:L_8<= > ?

>

ãå

)* +,

2£§•¶¢pHëõ ; ?

;

!"

#$ %&'( )*+ )*, )*- )*. )*/ )*0

*123#$ ,4 5/4 - /4 54 -44 ,44 *12

6789 5 : 5.4

;<=>? 5 54

@ABCDEFGH 5 5 5I4

JKLBDMBNO 5 5 / 5P/

EFQRSTU 5 5 5I4

VWXBYZ 5 5 . -I4

EF[GSTU 5 5 5I4

\]X^_`abDNY 5 - 5I4

cdBefgh 5 5 - -,4

i9jklmNO 5 5 - -,4

noSTU 5 5 5I4

=UpqTrs 5 5 5I4

tuvwBxyz{ 5 5 5I4

|}B~� 5 5 - ,44

ÄÅÇSTU 5 5 5I4

NO6ÉBÑÖ9ÜáàâäBã 5 - 5I4

|}B~� 5 5 . ,54

åçéBèêëYíHìèê 5 5 . ,54

îïGSTU 5 5 5I4

îï9ñó`Lmò 5 5 5I4

ôöLàòÑÖ 5 54

õúBùûüòàòÑÖ 5 /4

EF†GSTU 5 5 5I4

°¢£D§•¶ß 5 , -,4

®©NO 5 5 - ,44

™´¨NOSTU 5 5 - -,4

!"B≠Æ 5 - .I4

!"BØ∞ 5 - .I4

±≤£DZ≥ 5 - .I4

ù¥µ∂ë∑U∏π 5 5 5 ,,4

∫YªºB∏πΩæ 5 5 , ,I4

ø>¿¡T¬!"√ƒ≈B!"B∆« 5 -44

ƒ≈B!"B∆« 5 ,44

#$2 ,I -, / ,. ,/ 5 5

»…*12 /.4 . P44 5/ 5 ,44 ,/4 -44 ,44 I -4/

ÀÃÕµŒœ

#$ %&'( )*+ )*, %&'( )*- )*.

*123#$ ,4 5/4 ,4 54 I4 544 *12

&U'qú¿õ–U 5 5 I 5:5

—"“” : : /.4

ôÉ‘¨“” , 044

#$2 5 5 I : : ,

»…*12 ,4 5/4 5.4 :4 0-4 ,44 5 ,-4

’B÷

#$ %&'( )*+

*123#$ 54 ,44 *12

◊G◊† - 5 ,54

#$2 - 5

»…*12 -4 ,44 ,-4

!"#$%&'()*+,-.#/0

1234

5678 91

::;< =>

?@., 91

7AB<CDEFG'(H =>

IJKL;@.EMN'(H =>

OPQDR. =>

STUB)VWX 91

;.86Y;Z[E\]^=_H =>

`RabZ[Ecde_H =>

77fg) =>

Z*6h7U 91

ibaQg) =>

fjkl 91

mjkl 91

ffTnoTD 91

;aglQ 91

A<pZ&ab =>

q.7QCCZ 91

rn.CCZ 91

rn.g6T. 91

Tpg) =>

).,*h 91

LL)g) 91

smfn.$C =>

5Rt5p%j% =>

).pb6Q 91

,uv. 91

UnR 91

@v.&%Ok 91

bC67wR =>

bp. 91

;xyl z3

78yD; z3

5`{ z3

#####91 |} ~

#####�ÄÅÇÉ12 |Ñ ~

#####z3ÖÜáàÇÉ12 Ñ ~

Ñâ

!"#$%&'#()

*+ ,-

./0120340567809/ : ;

12<=>?./@A.09/ : ;

BCDEFG0HIJ09/ : ;

KLMN0OP09/ : ;

QRSTUVWXU09/ : ;

YZ<3./0S[U\]^7809/ : ;

_`]0ab7809/ : ;

cdef0abgNhQRSTUVi07809/ : ;

cdef0abgNhjk0lmi07809/ : ;

QRSTUV!"0kn : ;

:o

!" #$%&'

()*+,- .$/%&

012 /%&

3456789:;<= .$%>&

?@ .&$./'

ඹ㏻ە

㸦事ᐇ☜ㄆ㸧ࢡࢵ࢙ࢳトࢡ࢓ࣇۑ
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ゎㄝᩥە
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࣭ᅄ࢝ᅜㄒ㸦日ᮏㄒ �୰ᅜㄒ㸦⡆యᏐ㸧�୰ᅜㄒ㸦⦾యᏐ㸧�㡑ᅜㄒ㸧ࢆసᡂࠋࡿࡍ

࣭ⱥㄒࡢゎㄝᩥูࠊࡣ㏵ᴗ務࡚࡟సᡂࠋࡿࡍ

⛬工ࡢヂ㸦ู㏵ᴗ務㸧⩻ࡢⱥᩥە

᪉㔪ࡢ࡚ࡗࡓ࠶࡟సᡂࡢⱥᩥۑ

࣭ⱥㄒཎ✏ࡢసᡂࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟௨ୗࡢほගᗇ࢙࢘ࢧࣈイト࠙ࠕ ⱥㄒࠚᆅᇦ�ほග㈨※ࡢከゝㄒゎㄝ

ᩚഛᨭ᥼事ᴗࠖ࡟ᥖ㍕᭱ࡿࢀࡉ新࢞ࡢイࣛࢻイン➼࡟ᇶ࡙ࡁᐇ᪋ࠋࡿࡍ
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࣭ⱥㄒࢿイࡢࣈ࢕ࢸᇳ➹⪅➼ࡢయไ࡛ⱥㄒཎ✏ࡢసᡂࠊ࠸⾜ࢆ環境省 �ᮏ省 ࡍಖ☜࡚࡟ᴗ務ูࡀ�

ࠋࡿࡅཷࢆㄆ☜ࡢ⪅㜀ᰯࣈ࢕ࢸイࢿⱥㄒࡿ

Ꮠᩘᩥࡢ✏日ᮏㄒཎڦ

グ事㡯≉ڦ

*&ڦ イࣛストࠊイࣛストࠊ෗┿リスト

⛬工ۑ

ͤ௨ୗࡢ工⛬ࢆຍ࿡ࠊ࡚ࡋ඲య工事工⛬⾲ࢆ❧᱌ࠋ࡜ࡇࡿࡍ
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ከゝㄒە 3')
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工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

-温室

-

温室
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

-

A-101

 ᐊ
展示ᵓᡂリスト
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年11月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-102

配置図

温室



隔離温室B隔離温室A

風除室1

風除室2

通路1
+3500

+2500

+2500

1/17

+3500+3060

1/17

1/19

盤エリア

女子
トイレ

男子
トイレ

多目的
トイレ

+1400

+2000

+2500

+950

+2500

+2000

特別室前室

作業コ－ナ－B作業コ－ナ－A

外部通路1

+2400

+2400

+2400

+2500

+2400

通路2

池1

通路3

池見台

通路4

通路5

上部/ブリッジ1

滝つぼ

通路6

通路7

ブリッジ2
池2

通路8

通路9

通路10通路11通路12

通路13

通路14

通路15

1/19

+2400

+2300

+1850

+1400

+1000

+950

+1250

+2750
+3250

+4000

+3950

常設エリア

+3500

主温室

+2500

1/26

1/71

1/13

1/13

1/27

1/100

1/23

1/12

1/12

1/34 +3500

階段-1

大便器

+2750
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▼ 副出入口
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EXP.J
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M
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.J

700 1
0
5
0

3
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▼
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+4300

1/28

1/13

1/13

1/14

1/14205
0

18
00

FL+2150

S-1 S-6 S-6 S-6 S-6 S-6 S-6 S-6 S-6

S-5

S-12

S-5

S-5

S-5

S-5

S-5

S-5

S-2aS-3S-2a S-3S-3S-2a

S-2bS-2a S-3S-4a S-4a S-4bS-4b

S-4a

S-4a

S-4a

S-4b

S-9

S-9

S-14

S-14

S-9

S-14

S-9

S-14

S-9

S-14

S-9

S-14

※全撤去

S-10

S-10

S-10

※全撤去

※ガラス本体、ガラスフィルム、コンクリート基礎、地業を撤去

S-4a

S-2a S-3

S-2a

(SUS下枠は移設)

S-15

※S-1:撤去協議

S-8

【熱帯池沼ゾーン】

【熱帯ゾーン】

【熱帯山地ゾーン】

【小笠原ゾーン】

【乾燥地ゾーン】

【おもろ植物ゾーン】

【熱帯低地ゾーン】

【水辺ゾーン】

【企画スペース】

【エピローグ】

【沖縄ゾーン】

1:250(A3)

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

温室

A-103

S-1

S-2b

S-3

S-4a

S-5

S-6

1

1

5

4

7

8

全体案内板

案内板

解説板

方向指示版

解説板

解説板

2000×1400

1200×1900

600×1900

600×1200

600×1000

600×1750

寸法

S-12 1館銘表示

名称 数量 単位

基

基

基

基

基

基

か所

■撤去リスト

2000×200

S-14 6開閉時間表示 か所 2000×200

S-9 6自動ドア注意表示 90×50か所

備考

ガラス、小口保護SUS、シートの撤去

ガラス、小口保護SUS、シートの撤去

ガラス、小口保護SUS、シートの撤去

S-2a 案内板 5 1200×1900基 ガラス、小口保護SUS、シートの撤去

S-4b 3方向指示版 300×250基 シート・フィルム(両面)の撤去

ガラス、小口保護SUS、シートの撤去

S-10 3トイレピクト 150×150か所

1 基 一部撤去、一部移設

2 基 全撤去

パネルの全撤去

シートの全撤去

シートの全撤去

ABS樹脂、シートの全撤去

シートの全撤去

ピクトの全撤去

平面図-1（撤去）

S-15 1立入禁止表示 か所 105×18 シートの全撤去

S-8 360衝突防止 10×70か所 シートの全撤去(風除室に面したガラス面)
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S-6a

S-6a

S-6a

S-4bS-4aS-4b S-4aS-4aS-3

S-4bS-2 S-4aS-4a

S-4a

S-4aS-4a

S-4b S-4a

S-4b

S-3S-5S-1S-3

S-3 S-3

S-3

S-3S-4b

S-7a

S-7b

S-9

S-6b

S-3

A-1

※ガラスフィルム、コンクリート基礎、地業を新設
(SUS下枠はS-2a撤去より移設)
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-104

平面図-2（移設、新設）

温室

1

9

3

1

名称 数量 単位

基

基

基

基

■展示リスト

1 基

1 基

備考

1 基

1 基

基

8 基

6 基

S-1 イントロダクション

S-2

ゾーンサインS-3

解説板(ラン)

植物キャプション

S-4a 解説板(小)

S-4b 解説板(大)

S-5

ゾーンマップ

S-6a

解説板(手摺)-1

S-6b

S-7a

S-8

S-9

解説板(壁付)-1

解説板(壁付)-2

ラン展示台

1 か所A-1 園路新設

1 基解説板(手摺)-2S-7b

可動スタンドパネル

自立ガラスパネル

埋込式スタンドパネル

自立ガラスパネル

自立ガラスパネル

可動スタンドパネル

壁付パネル

壁付パネル

手摺付パネル

手摺付パネル

埋込式ポールスタンドパネル

花台

コンクリート床

34



隔離温室B隔離温室A

風除室1

風除室2

通路1
+3500

+2500

+2500

1/17

+3500+3060

1/17

1/19

盤エリア

女子
トイレ

男子
トイレ

多目的
トイレ

+1400

+2000

+2500

+950

+2500

+2000

特別室前室

作業コ－ナ－B作業コ－ナ－A

外部通路1

+2400

+2400

+2400

+2500

+2400

通路2

池1

通路3

池見台

通路4

通路5

上部/ブリッジ1

滝つぼ

通路6

通路7

ブリッジ2
池2

通路8

通路9

通路10通路11通路12

通路13

通路14

通路15

1/19

+2400

+2300

+1850

+1400

+1000

+950

+1250

+2750
+3250

+4000

+3950

常設エリア

+3500

主温室

+2500

1/26

1/71

1/13

1/13

1/27

1/100

1/23

1/12

1/12

1/34 +3500

階段-1

大便器

+2750

1
9

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

DR

12
50

10
00

75
0

50
0

25
0

0

-5
00

-2
50

-250-500

-7
50

-9
00

0

25
0

50
0

75
0

-750-900

+1500

+600

-600

+250

+1100

+1100

主出入口

▼ 副出入口

+2520

園路-4

1000

1500

2000

・2000

2000

2250

1/20

1/70

1250

500

1000

1500

50
0

10
00

15
00

225
0

20
00

15
00

25
00

20
00

1/2
0

1/25

1/10

オーバーフロー管

オーバーフロー管

250
0

M

M

M

M

M

+2500

-600

EXP.J

+2500

M

EXP.J

EXP
.J

700 1
0
5
0

3
0
0

100

150
300

100～1100

150

▼
▼

+4300

1/28

1/13

1/13

1/14

1/14205
0

18
00

FL+2150

【熱帯池沼ゾーン】

【熱帯ゾーン】

【熱帯山地ゾーン】

【小笠原ゾーン】

【乾燥地ゾーン】

【おもろ植物ゾーン】

【熱帯低地ゾーン】

【水辺ゾーン】

【企画スペース】

【エピローグ】

【沖縄ゾーン】

S-2-1

S-1-1

S-1-1

S-1-4

S-1-4

S-1-4

S-2-4

S-2-2

S-2-4

S-2-5S-2-5

S-2-6S-2-2S-2-2S-2-6S-2-3S-2-6S-2-2

S-2-5 S-2-2 S-3-3

S-2-2 S-2-2S-2-2

S-2-6

S-1-3

S-1-5

S-1-5

S-1-5

S-2-4 S-3-2 S-3-1

S-3-4

S-1-2

S-1-2

S-2-8

S-2-8

S-2-8

S-2-8

S-2-7

S-2-7

1:250(A3)

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-105

平面図-3（サイン）

温室

S-1-1

S-1-3

S-1-4

S-2-1

S-2-4

S-2-6

入口表示

出口表示

トイレ-1

館内注意

STAFF	ONLY

閉鎖中

■サインリスト

S-1-2 侵入禁止

S-2-2 植物に触らないで

S-1.利用案内サイン

S-2.注意サイン

アルミ複合板IJシート貼

SUS焼付塗装、表示面IJシート貼

カッティングシート

カッティングシート

S-1-5 トイレ-2 アルミ複合板IJシート貼

S-2-3 植物に触らないで/転倒注意

S-2-5 NO	ENTRY IJシート貼

S-3-1 出口表示、自立タイプ SUS焼付塗装、表示面IJシート貼

S-3-2 侵入禁止 アルミ複合板IJシート貼

S-3.誘導サイン

カッティングシート

カッティングシート

カッティングシート

再生塩ビ管支柱、アクリル板IJシート貼

SUS	t1.5焼付塗装、IJシート貼

名称 数量 単位 仕様

2 か所

2 か所

1 か所

3 か所

3 か所

1 か所

か所

か所

3 か所

3 か所

4 か所

1 か所

1 か所

S-3-3 行き止まり IJシート貼1 か所

6

1

S-3-4 分岐点 アルミ複合板L形IJシート貼1 か所

S-2-7 衝突防止 カッティングシート55 か所

S-2-8 指づめ注意 カッティングシート4 か所

金属面

コンクリート面（突き出し型)

SD建具面

ガラス面

コンクリート面

既存SUS可動スタンド面全面貼付

GRC成型パネルt20面

ガラス面

ガラス面

ガラス面

土に自立

st手摺笠木面

設置面

既存SUS可動スタンド面全面貼付

フトンカゴメッシュ面

ガラス面

ガラス面

記号



220

20
0
23
07
15

SUS　PL	t=6加工	2B仕上

SUS　PL	t=9加工	2B仕上
強化リブSUS　PL	t=9加工	2B仕上

50
10
0

50
D13@150

H

2000

2030

2230

14
00

50
0

グラフィック 解説文

フトンカゴウォール

900 600100

10
0

50
0

14
00

40
0

10
00

20 12512520 200
44
0

37
0

23
0

15

SUS　PL	t=6加工
2B仕上

SUS　PL	t=9加工	2B仕上
強化リブSUS　PL	t=9加工2B仕上

サイン基礎
440×2,230×370

▽POZ+2,500

D13@150

表面：IJシート貼り

S-5 S-1

ガラス

取付面：フトンカゴメッシュφ6＠100

グラフィック

解説文

600

10
00

b部

S-3:600

S-2:1,430

グラフィック

解説文

44
0

600

順	路

12
00

19
00

715

文字：耐候性塩ビシート切文字

グラフィック

：油性顔料

ガラス

インクジェット印刷

グラフィック

解説文

15
0

19
00

本体ガラススクリーン

IJシート貼り

7

SUS　PL	t=6加工	2B仕上

14
9
60リブSUS　PL	t=9加工	2B仕上

順	路

12
00

耐候性塩ビシート切文字

SUS	t1.5　角出し曲げ　HL

50

400

30

400

ベースウェイト・キャスター
アジャスター付き

（表裏両面）

ロゴ：ABS樹脂切文字

20
0

2000

ガラスに接着。裏面耐候性塩ビシート切文字貼

3

裏面:耐候性塩ビシート切文字貼

ガラスロゴ新 	宿 	御 	苑 	大 	温 	室

600

名	称 設置部位 サイズWxH(mm) 備	考仕	様
強化ガラス	t=19
裏面：飛散防止フィルム貼り

ガラス小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

1200	x	1900内部

強化ガラス	t=19
裏面：飛散防止フィルム貼り

同	上600	x	1900内部

強化ガラス	t=15
裏面：飛散防止フィルム貼り

同	上600	x	1200内部

S-2a,S-2b

S-3

S-4a

220
440

S-2:1,200

S-3,4:715

D13

15 15

ガラス小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

表面：IJシート貼り

ガラス

ガラス小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

名	称 設置部位 サイズWxH(mm) 備	考仕	様

強化ガラス	t=15
裏面：飛散防止フィルム貼り

ガラス小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

2000	x	1400内部S-1

a部

写真：油性顔料イン
クジェット印刷

文字：耐候性塩ビシ
ート切文字

40
0

50
0

ゴムアスファルト系塗膜防水

17
50

300

25
0

表面：IJシート貼り
W1100×H1300
表面：IJシート貼り
W550×H1300
表面：耐候性塩ビシート切文字
油性顔料インクジェット印刷

図示(A3)

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-106

部分詳細図-1（撤去）

温室

床用ノンスリップタイプ

姿図断面詳細図

植栽基盤取り合い断面詳細図

平面図

姿図

姿図

姿図

S-1

S-2a S-4a

樹名板（低木・地被用）

樹名板(高木用）

特記：
・グラフィックの写真点数は20点

・解説文の文字数、8千字

・写真および解説文の原稿は支給

特記：
・グラフィックの写真点数は5点/1箇所

・解説文の文字数、2千字/1箇所

・写真および解説文の原稿は支給

特記：
・グラフィックの写真点数は5点/1箇所

・解説文の文字数、2千字/1箇所

・写真および解説文の原稿は支給

姿図

平面図

姿図

特記：

立面図

姿図 断面図

・表示内容は、和名・学名・英名とする。

・現場監督職員に見本品を提出し、内容を現場監督職員と協議の上決定する事。

特記：

・カッティングシート貼り

■ガラス仕様

■ガラス仕様

・樹名板は1種類に1箇所とし、現場監督職員の指示により設置する事。

（高木用：54枚	低木地被用247）

S-4b 躯体取り合い部	5ヶ所

躯体取り合い部断面詳細図

S=1/10,1/40 S-2b S-3S-2a S=1/40 S-6 解説板 S=1/40

S-10 トイレピクト S=1/10 S-11 室名表示 S=1/6,1/80 S-12 館銘表示 S=1/50,1/100

S-13 樹名板 S=1/20

S-7 蓄光式避難方向明示物(消防告示適合品)

S-8 衝突防止表示 S=1/10 S-9 自動ドア注意表示

S=1/10

S=1/6,1/100

S-2b

S-4a 案内板(ゾーン)・解説板・方向指示版S-5 全体案内板・解説板全体案内板 S=1/40

方向指示版S-4b

姿図

S-3S-2a S-3

S-2b

S-14 開閉時間表示

a部背面: b部背面:

S-4a

S=1/40

S=1/10

上部引掛材60x60 当てプレート60x60
断面詳細図 断面詳細図

※特記：化粧ビス撤去後、
コンクリート打ち放し仕上げ
壁面を補修

立入禁止表示S-15 S=1/6

※特記:ガラス撤去後の下枠溝はシーリング剤にて塞ぐ

50

60

6φ

当てプレート
アルミt=3.0

50

10

20
40

引掛材
SUSt=1.5曲加工

アルミパネルt=3.0
B-FU

15

15

150

15
0

シート貼り

φ12	SUS	化粧ビス

FL5

非	常	口Ｅ	Ｘ	ＩＴ

210

10
0

10

70

@80

13
00
・
60
0

この入口は15:30に閉鎖します

Close	at

650

11
0

・塩ビシート切文字貼

特記：

ステンレスワイヤー　

樹名板　

樹脂ポール

▽G.L

樹名板　

11
8

168

80
0

11
8

168

ABS樹脂板　t5.0　
耐候性塩ビシート切文字

ABS樹脂板　t5.0　
耐候性塩ビシート切文字

たちどまらないかけこまない Au to mat ic Au to mat ic たちどまらないかけこまない

▽FL	POz+2500

25
0

24
00

自動ドア

ASSD
5 -1

ASSD
5 -2

15
00 館銘表示

新 宿 御 苑 大 温 室

EPS

たちどまらない
かけこまない Automatic

50

50

シート貼り

10

自動ドア

50

EPS20

表示：塩ビシート
						切文字貼

STAFF	ONLY

105

18

・塩ビシート切文字貼

特記：



通路9

通路10
通路11

+2750

1/12

1/14

760

820

+2750

既設方向指示板

新設園路範囲

IJシート貼り

220

20
0
23
07
15

SUS　PL	t=6加工	2B仕上

SUS　PL	t=9加工	2B仕上
強化リブSUS　PL	t=9加工	2B仕上

50
10
0

50
D13@150

H

1200

1,430

44
0

19
00

名	称 設置部位 サイズWxH(mm) 備	考仕	様

強化ガラス	t=19
表面：IJシート貼り	1200×1200

ガラス三方小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

1200	x	1900内部S-2a

220
440

D13

15 15

表面：IJシート貼り

断面詳細図

平面図

■ガラス仕様

姿図

新設

溶接金網

D10	@200D10

水勾配1/100

コンクリート
化粧打放

△POz
45° 45°

※園路コンクリート部には着色用顔料を混入する

(ABC商会	インテグラルカラー程度セメント重量に対して7％混入）

16
0

15
0

100 150 10φ×200×200

D10

水勾配1/100

△POz

16
0

15
0

150

D10@200（縦横共）

45°

端部は後施工アンカーにて接続

※園路コンクリート部には着色用顔料を混入する

(ABC商会	インテグラルカラー程度セメント重量に対して7％混入）

床仕上：コンクリート着色刷毛引き

220

20
0
23
07
15

SUS　PL	t=6加工	2B仕上

SUS　PL	t=9加工	2B仕上
強化リブSUS　PL	t=9加工	2B仕上

50
10
0

50
D13@150

H

600

44
0

名	称 設置部位 サイズWxH(mm) 備	考仕	様

強化ガラス	t=19 ガラス三方小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

600	x	1900内部S-4a

220
440

D13

15 15

断面詳細図

平面図

■ガラス仕様

姿図

220

20
0
23
07
15

SUS　PL	t=6加工	2B仕上

SUS　PL	t=9加工	2B仕上
強化リブSUS　PL	t=9加工	2B仕上

50
10
0

50
D13@150

H

1200

1,430

44
0

19
00

名	称 設置部位 サイズWxH(mm) 備	考仕	様

強化ガラス	t=19 ガラス三方小口保護
SUS	FB	t=3	2B貼付け

1200	x	1900内部S-4b

220
440

D13

15 15

表面：IJシート貼り

断面詳細図

平面図

■ガラス仕様

姿図

移設

新設

19
00

表面：IJシート貼り

ガラス

715

既存

新設

既存

新設

12
00

12
00

12
00

ガラス ガラス

表面：IJシート貼り	600×1200
裏面：飛散防止フィルム貼り

表面：IJシート貼り	1200×1200
裏面：飛散防止フィルム貼り 裏面：飛散防止フィルム貼り

12
00

SUS	t1.5　角出し曲げ　HL

50

400

30

400

ベースウェイト・キャスター
アジャスター付き

※特記:SUS下枠のみ移設

■特記事項

(地業、コンクリート基礎、ガラス、小口保護SUS、シートは新設)

※特記:ガラス本体は既存下枠へ設置 ※特記:ガラス本体は既存下枠へ設置

ゾーンマップ S-4bS-4a 解説板(小) 解説板(大)S-2 について

・館内は、常時湿度が高いため、施工後、フィルムの接着面が乾燥

しづらく、接着強度が確保できない恐れがある。

場にて施工・養生して、接着面が乾燥した後、現地に設置すること。

そのため、強化ガラス面に接着するフィルム（両面とも）は、工

※特記:既存T型看板に全面IJシート貼り

（展示） （展示） （展示）

（躯体）

ゾーンマップS-4b

図示(A3)

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-107

部分詳細図-2（移設、新設）

温室

S-4b 解説板(大)	(熱帯低地の植物)：1基

A-1 園路新設 S=1/40

断面詳細図

改修前

改修後

S-4a 解説板(小) S=1/40S=1/40 S=1/40解説板(大) S-2

S-2-5 NO	ENTRY・行き止まり S=1/40S-3-3

（サイン）



1
08
0

3
0

1
09
0

3150 3300

4257.2

1
09
0

1
08
0

2734.5 1522.7

33003150
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平面図	S=1/40

立面図	S=1/40
断面図B	S=1/40

断面図A	S=1/40

収納

SUS	t1.5VR

コンクリート化粧打放し仕上

収納棚：メラミン化粧合板ｔ20（棚板共）

　　　　棚板3段ＳＵＳダボ

　　　　迫り出し金物、

　　　　上端掘り込み引き手

収納棚

フッ素樹脂クリア

　　　　マグネットキャッチ

パンフレット台H825

パンフレット台H1080

腰壁：コンクリート化粧打放し仕上

パンフレット台t30

　　　フッ素樹脂クリア

3R

3R
3R

3R

3R

3R

文字 角処理を示す

A角

A角

A角

A角A角 A角

▽Poz+2430

A部

A A

B

B

▽Poz+2430

凡例

新設台板-1

受け材：sus-40ｘ40ｘ2.0受け材：sus-30ｘ30ｘ2.0

新設台-3	H825新設台-1	H1080

受け材

：sus-30ｘ30ｘ2.0

受け材

：sus-40ｘ40ｘ2.0

※収納扉と干渉しないこと

SUS	t1.5VR

パンフレット台に揃える

新設台の段差は

新設台-2	H1080

段差部分はL型とする

※新設範囲は赤色で示す

※新設台は置き型(取り外し可能)

2888

3046

158

945 945 998

4
25

7
00

ブラケット設置箇所を示す

新設台板-2 新設台板-3

凡例

※新設する台は全て角処理

特記事項

※延長電源ケーブルのルートを確認の上、
　配線ルートを確保し、ケーブルモールにて納め直すこと

図示

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-108

部分詳細図-3(カウンター)

温室

6 パンフレット台詳細図

A部詳細図		S=1/5
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5

モルタル

溶融亜鉛メッキＣ種

A角

A角

A角

アンカー@450

ST	t=2.3以上	

SUS	t1.5VR	曲げ加工（A角出）

A角

ブラケット詳細図		S=1/5

収納扉
1020

1
5

収納棚天板

(開口時)

SUS-t1.5VR
：中桟補強

SUS-40x40x2.0

金物：SUS	t2.0

1
00

SUS	t2.0

5
0

5
0

SUS-t1.5

※収納扉と干渉しないこと

新設台板-1	扉の軌跡の重なり部分

6
0
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50 50

5

40
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5
2
5
1
5

530
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搬入出経路ルート3
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
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縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

仮設計画図
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アルミ複合板（3mm		)+IJシート
背面も同様仕上げ
化粧ビス固定

ストッパー付きキャスター：CMGS-L75-R

温室へようこそ

主温室へ

令和８年３月

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

新宿御苑

環境省新宿御苑管理事務所

令和８年度新宿御苑展示工事

1/20温室	造作図-1

B-101

S-1	イントロダクション	/	S-5	解説板（ラン）

※ビス・キャスターともに耐食性の強いものを使用する
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Φ34mmパイプ
SUS製+焼付塗装仕上げ

34 5 300 5 34
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コンクリート基礎	300φ

アルミ複合板(3mm)	+IJシート
背面も同様仕上げ
化粧ビス固定

3
50

5
0

コンクリート表出面：
コンクリート保護クリアー塗装
※天面は水勾配を確保すること

※基礎ともに工場にて一体製作して、現場に据付ること
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▽GL

正面図 側面図

再生樹脂（黒）

再生樹脂(黒)

外径φ26

20VP	再生塩ビ管（黒）

表示面：IJシート

ベース：屋外用アクリル板	t5（黒）

樹脂イレコ

ジョイント

可動範囲0～90°
　　　　四隅はR加工

▽GL

300

▽GL

4
00

4
00

8
00

130

5
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0

3
0

▽GL

正面図 側面図

再生樹脂（黒）

再生樹脂(黒)

外径φ26

20VP	再生塩ビ管（黒）

表示面：IJシート

ベース：屋外用アクリル板	t5（黒）

樹脂イレコ

ジョイント

可動範囲0～90°
　　　　四隅はR加工

▽GL
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日
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図面番号
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査
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計
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縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

B-102

温室　造作図-2

※ビス・キャスターともに耐食性の強いものを使用する

S-3　ゾーンサイン S-8　植物キャプション

S-2-2　植物に触れないで
（サイン）

（展示） （展示）
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S-6b

アルミ複合板t3	IJシート貼り
(フトンカゴメッシュ面に取り付け)
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査
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照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

B-105

造作図-5
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アルミ複合板t3	IJシート貼り
(フトンカゴメッシュ面に取り付け)
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図面番号

公園名称

照
査
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計
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照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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造作図-6
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幕板：30x45(ウリン)

床デッキ：105x20(ウリン)@108

手摺ＳＵＳ－34Øx3.5(VR)

受材ＳＵＳＦＢ－6.0ｔ

（バイブレーション仕上）

（亜鉛溶射仕上）

笠木　手摺ＦＢ－50ｘ65

斜め材ＦＢ－19ｘ38

下枠　ＳｔＦＢ－9ｘ25

現場溶接

（亜鉛溶射仕上）

（亜鉛溶射仕上）

R=2

パンチングパネル	ST	PL-2.3t

支柱　ＦＢ－32ｘ65

手摺子　丸棒9φ
上部　現場　溶接

下地	ST	FB-12x25

下地	ST	FB-12x25

65 65
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断面図

正面図

正面図 側面図

SUS-t1.5焼付塗装
サイン面：IJシート貼り

※	異種金属接触腐食の対策を施すこと

※	二重の落下防止対策を施すこと

SUS焼付塗装
サイン面：IJシート貼り(両面)

S-2-2　植物に触れないで
（サイン）

S-1-5　トイレ1
（サイン）

正面図

SUS-t1.5焼付塗装
サイン面：IJシート貼り

※	異種金属接触腐食の対策を施すこと

※	二重の落下防止対策を施すこと

200

正面図

SUS-t1.5焼付塗装
サイン面：IJシート貼り

※	異種金属接触腐食の対策を施すこと

※	二重の落下防止対策を施すこと

30
0

笠木　手摺FB-50ｘ65 笠木　手摺FB-50ｘ65 笠木　手摺FB-50ｘ65

S-7a　解説板（手摺）-1
（展示）

S-7b　解説板（手摺）-2
（展示）

27.3

500

OPEN
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合同会社わくわくデザイン
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図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
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縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

B-107

温室　造作図-7
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令和８年度新宿御苑展示工事
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お
り
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
食
料
、
香

辛
料
、
薬
、
建
築
材
や
薪
炭
材
、
繊
維
原

料
な
ど
、
人
の
暮
ら
し
の
な
か
で
利
用
さ

れ
て
い
る
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

熱
帯
地
域
か
ら
輸
出
さ
れ
、
日
本
で
活
用

さ
れ
て
い
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

Th
ey
 ar
riv
ed
 by
 be
ing
 ca
rri
ed
 by
 oc
ea
n c
ur
ren
ts 
or
 by
 

att
ac
hin
g t
he
ms
elv
es
 to
 dr
ift
wo
od
. F
loa
tin
g c
oc
on
ut
s a
nd
 

ot
he
r t
hin
gs
 ar
riv
ed
 th
is w
ay
, b
ut
 ac
or
ns
, w
hic
h s
ink
 in
 

wa
ter
, d
o n
ot
 ex
ist
 in
 O
ga
sa
wa
ra.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
購

入
）

60
0m
m

1200mm

60
0m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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3.
熱
帯
池
沼
ゾ
ー
ン

4.
熱
帯
低
地
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

乾
季

と
雨

季
が

明
瞭

な
地

域
。

雨
期

に
育

つ
イ

ネ
科

の
草

原
が

広
が

り
、

乾
燥

に
強

い
樹

木
が

点
在

し
ま

す
。

③
 It 

ca
me

 rid
ing

 th
e o

ce
an

 cu
rre

nt
s

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n 
cu

rre
nt

s o
r b

y a
tta

ch
ing

 th
em

se
lve

s t
o 

dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g c

oc
on

ut
s a

nd
 ot

he
r 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 ac

or
ns

, w
hic

h 

サ
バ

ン
ナ

：
樹

木
が

点
在

す
る

草
原

雨
が

少
な

い
季

節
は

落
葉

す
る

こ
と

で
水

不
足

に
耐

え
る

樹
木

が
多

く
見

ら
れ

ま
す

。

③
 It 

ca
me

 rid
ing

 th
e o

ce
an

 cu
rre

nt
s

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n 
cu

rre
nt

s o
r b

y a
tta

ch
ing

 th
em

se
lve

s t
o 

dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g c

oc
on

ut
s a

nd
 ot

he
r 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 ac

or
ns

, w
hic

h 

熱
帯

季
節

林
：

乾
季

を
生

き
延

び
る

一
年

中
雨

が
多

く
乾

季
の

な
い

地
域

。
森

林
は

高
さ

の
異

な
る

樹
木

が
多

階
層

を
作

り
、

最
上

部
に

は
飛

び
抜

け
て

高
い

樹
木

が
ま

ば

③
 It 

ca
me

 rid
ing

 th
e o

ce
an

 cu
rre

nt
s

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n 
cu

rre
nt

s o
r b

y a
tta

ch
ing

 th
em

se
lve

s t
o 

dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g c

oc
on

ut
s a

nd
 ot

he
r 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 ac

or
ns

, w
hic

h 

熱
帯

多
雨

林
：

生
物

の
宝

庫

水
生

植
物

と
は

抽
水

植
物

根
と

茎
の

一
部

が
水

中
に

あ
っ

て
、

茎
の

一
部

や
葉

の
大

部
分

が
水

面
上

に
出

て
い

ま
す

。
It c

am
e r

idi
ng

 th
e o

ce
an

 cu
rre

nt
s

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 
att

ac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 

浮
葉

植
物

水
底

に
根

や
地

下
茎

が
あ

り
、

な
ど

を
細

長
く

伸
ば

し
て

、
葉

や
花

を
水

面
に

出
し

ま
す

。
 It 

ca
me

 rid
ing

 th
e o

ce
an

 cu
rre

nt
s

 It 
ca

me
 rid

ing
 th

e o
ce

an
 cu

rre
nt

s

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 
att

ac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 

浮
漂

植
物

根
や

仮
根

を
水

底
に

は
ら

ず
に

水
中

に
垂

ら
し

て
、

植
物

体
が

水
面

や
水

中
に

浮
遊

し
ま

す
。

It c
am

e r
idi

ng
 th

e o
ce

an
 cu

rre
nt

s
Th

ey
 ar

riv
ed

 by
 be

ing
 ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n c

ur
ren

ts 
or

 by
 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 to
 dr

ift
wo

od
. F

loa
tin

g 
co

co
nu

ts 
an

d o
th

er 
th

ing
s a

rri
ve

d t
his

 w
ay

, b
ut

 

沈
水

植
物

植
物

全
体

が
水

中
に

あ
り

、
根

は
水

底
に

は
っ

て
い

ま
す

。
 It 

ca
me

 rid
ing

 th
e o

ce
an

 cu
rre

nt
s

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 
att

ac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 

熱
帯
の
高
温
多
湿
な
気
候
下
に
広
が
る
、

池
や
沼
、
湿
地
帯
の
総
称
で
す
。
年
間
を

通
じ
て
気
温
が
高
く
、
雨
季
と
乾
季
に
よ

る
水
位
変
動
が
激
し
い
の
が
特
徴
で
す
。

多
様
な
動
植
物
が
生
息
す
る
「
生
物
多
様

性
の
宝
庫
」
と
し
て
、
炭
素
固
定
や
洪
水

調
節
な
ど
地
球
環
境
維
持
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

熱
帯
池
沼
ゾ
ー
ン

̶
暖
か
い
水
に
育
つ
植
物
̶

湖
沼
、
池
、
河
川
、
水
路
、
水
田
な
ど
に

生
育
し
、
一
生
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
時

は
水
中
で
過
ご
す
植
物
の
こ
と
を
水
生
植

物
と
い
い
ま
す
。
水
辺
の
湿
地
に
生
育
す

る
植
物
も
広
義
の
水
生
植
物
と
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
「
湿
性
植
物
」

と
し
て
区
別
し
て
い
ま
す
。

Th
ey
 ar
riv
ed
 by
 be
ing
 ca
rri
ed
 by
 oc
ea
n c
ur
ren
ts 
or
 by
 

att
ac
hin
g t
he
ms
elv
es
 to
 dr
ift
wo
od
. F
loa
tin
g c
oc
on
ut
s a
nd
 

ot
he
r t
hin
gs
 ar
riv
ed
 th
is w
ay
, b
ut
 ac
or
ns
, w
hic
h s
ink
 in
 

wa
ter
, d
o n
ot
 ex
ist
 in
 O
ga
sa
wa
ra.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

水
辺
で
の
生
活

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

一
年
中
気
温
が
高
い
熱
帯
の
地
域
で
は
、

降
水
量
の
違
い
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
植
生

が
見
ら
れ
ま
す
。

一
年
中
た
く
さ
ん
の
雨
の
降
る
地
域
に
は

熱
帯
多
雨
林
、
乾
季
が
あ
る
地
域
に
は
季

節
林
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
降
水
量

の
少
な
い
地
域
に
は
サ
バ
ン
ナ
が
形
成
さ

れ
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

熱
帯
低
地
ゾ
ー
ン

̶
雨
が
つ
く
る
緑
の
森
̶

Ho
w 

di
d 

pl
an

ts
 co

m
e t

o O
ga

sa
wa

ra
?

雨
量
で
変
わ
る
多
様
な
植
生

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

12
00
m
m

1200mm

12
00
m
m

1200mm
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4.
熱
帯
低
地
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

4.
熱
帯
低
地
ゾ
ー
ン

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

花
は

桃
色

ま
た

は
黄

色
で

す
。

ラ
グ

ビ
ー

ボ
ー

ル
形

の
大

き
な

果
実

が
幹

に
直

接
つ

き
ま

す
。

種
子

を
コ

コ
ア

や
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
の

原
料

に
し

ま
す

。

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 
to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, 

bu
t a

co
rn

s, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

, d
o n

ot
 ex

ist
 in

 
Og

as
aw

ara
.

熱
帯
地
域
で
は
、
幹
に
実
を
つ
け
る
植
物
を

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
大
型
果
実
は
枝
先
で
は

支
え
に
く
い
た
め
、
幹
に
実
を
つ
け
、
地
上

付
近
で
サ
ル
や
ゾ
ウ
な
ど
の
大
型
動
物
に
食

べ
て
も
ら
い
や
す
く
す
る
戦
略
で
す
。
ま
た
、

熱
帯
雨
林
の
光
や
空
間
の
制
約
に
も
対
応
し

て
お
り
、
花
や
果
実
の
配
置
を
最
適
化
す
る

こ
と
で
、
受
粉
や
種
子
散
布
の
効
率
を
高
め

る
進
化
的
な
適
応
で
す
。

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e 

ch
ara
cte
riz
ed
 by
 hi
gh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g 

be
tw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d t
he
 Tr
op
ic 

of 
Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. 

Ne
arl
y 3
00
,00
0 p
lan
t s
pe
cie
s g
ro
w 
on
 Ea
rth
, 

an
d m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y 

liv
es
 as
 fo
od
, sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g 

ma
ter
ial
s, f
ue
lw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

Ma
ny
 pr
od
uc
ts 
ex
po
rte
d f
ro
m 
tro
pic
al 

reg
ion
s a
re 
als
o u
tili
ze
d i
n J
ap
an
.

Ho
w 

di
d 

pl
an

ts
 co

m
e t

o O
ga

sa
wa

ra
?

幹
に
実
が
つ
く
植
物

南
米

ブ
ラ

ジ
ル

原
産

の
フ

ト
モ

モ
科

に
属

す
る

常
緑

樹
で

、「
木

の
幹

に
直

接
実

が
な

る
」

と
い

う
非

常
に

珍
し

い
見

た
目

が
最

大
の

特
徴

で
す

。

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 
to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, 

bu
t a

co
rn

s, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

, d
o n

ot
 ex

ist
 in

 
Og

as
aw

ara
.

幹
に

白
い

花
が

咲
き

、
長

さ
30

～
12

0c
m

位
の

、
ロ

ウ
ソ

ク
の

よ
う

な
細

長
い

実
を

付
け

ま
す

。
実

は
リ

ン
ゴ

の
よ

う
な

香
り

。
パ

ナ
マ

原
産

。

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 
to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, 

bu
t a

co
rn

s, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

, d
o n

ot
 ex

ist
 in

 
Og

as
aw

ara
.

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

カ
カ

オ
ノ

キ
Ha

bit
at 

de
ve

lop
me

nt

ジ
ャ

ボ
チ

カ
バ

Wi
ld 

pla
nt

 ha
rve

sti
ng

ロ
ウ

ソ
ク

ノ
キ

Im
pa

ct 
of

 in
va

siv
e s

pe
cie

s

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

釈
迦

の
母

が
こ

の
美

し
い

花
に

触
れ

よ
う

と
し

た
時

に
釈

迦
が

生
ま

れ
た

と
さ

れ
る

。
イ

ン
ド

、
タ

イ
な

ど
仏

教
信

仰
の

あ
る

国
で

は
寺

院
の

周
辺

に

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 
to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, 

bu
t a

co
rn

s, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

, d
o n

ot
 ex

ist
 in

 
Og

as
aw

ara
.

仏
教
の
三
大
聖
樹
と
は
、
仏
教
を
開
い
た
釈

迦
の
生
涯
に
ゆ
か
り
の
あ
る
三
つ
の
木
で

す
。
生
ま
れ
た
と
き
の
無
憂
樹
、
さ
と
り
を

開
い
た
と
き
の
菩
提
樹
、
亡
く
な
っ
た
と
き

の
沙
羅
双
樹
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
誕
生・

さ
と
り
・
ね
は
ん
を
表
す
大
切
な
聖
な
る
木

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e 

ch
ara
cte
riz
ed
 by
 hi
gh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g 

be
tw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d t
he
 Tr
op
ic 

of 
Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. 

Ne
arl
y 3
00
,00
0 p
lan
t s
pe
cie
s g
ro
w 
on
 Ea
rth
, 

an
d m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y 

liv
es
 as
 fo
od
, sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g 

ma
ter
ial
s, f
ue
lw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

Ma
ny
 pr
od
uc
ts 
ex
po
rte
d f
ro
m 
tro
pic
al 

reg
ion
s a
re 
als
o u
tili
ze
d i
n J
ap
an
.

Ho
w 

di
d 

pl
an

ts
 co

m
e t

o O
ga

sa
wa

ra
?

仏
教
の
三
大
聖
樹

釈
迦

が
そ

の
下

で
悟

り
を

開
い

た
と

さ
れ

る
聖

な
る

菩
提

樹
。

イ
ン

ド
原

産
の

ク
ワ

科
の

高
木

。
大

き
な

葉
が

特
徴

の
落

葉
樹

。

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 
to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, 

bu
t a

co
rn

s, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

, d
o n

ot
 ex

ist
 in

 
Og

as
aw

ara
.

釈
迦

が
涅

槃
（

入
滅

、
死

去
）

の
際

、
東

西
南

北
に

2本
ず

つ
は

え
て

い
た

と
さ

れ
ま

す
。「

平
家

物
語

」
で

有
名

な
沙

羅
双

様
と

は
、

こ
の

木
の

こ
と

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y 

att
ac

hin
g t

he
ms

elv
es

 
to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g 

co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, 

bu
t a

co
rn

s, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

, d
o n

ot
 ex

ist
 in

 
Og

as
aw

ara
.

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

ム
ユ

ウ
ジ

ュ
（

無
憂

樹
）

Ha
bit

at 
de

ve
lop

me
nt

イ
ン

ド
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

（
印

度
菩

提
樹

）
Wi

ld 
pla

nt
 ha

rve
sti

ng

サ
ラ

ソ
ウ

ジ
ュ

（
沙

羅
双

樹
）

Im
pa

ct 
of

 in
va

siv
e s

pe
cie

s

60
0m
m

1200mm

60
0m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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5.
沖
縄
ゾ
ー
ン

5.
沖
縄
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

沖
縄
ゾ
ー
ン

̶
大
陸
に
由
来
す
る
植
物
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

琉
球
列
島
は
、
氷
河
期
と
間
氷
期
が
繰
り

返
さ
れ
る
中
で
、
大
陸
と
つ
な
が
っ
た
り

離
れ
た
り
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
諸
島
で

す
。
そ
の
な
り
た
ち
の
過
程
で
島
に
取
り

残
さ
れ
た
大
陸
の
植
物
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
大
陸
と
海
で
隔
て
ら
れ
長
い
期
間
を

経
る
中
で
、
独
特
な
島
の
生
物
相
が
形
成

さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
琉

球
列
島
に
自
生
す
る
維
管
束
植
物
は
約

1,6
00
種
。
小
さ
い
島
々
で
す
が
10
km
2

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
購

入
）

CG
イ

ラ
ス

ト

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
地
域
の
海
辺
や
河
口
の

汽
水
域
（
海
水
と
淡
水
が
混
じ
り
合
う
地

域
）
で
み
ら
れ
る
森
林
で
す
。
種
子
は
枝

か
ら
長
く
ぶ
ら
さ
が
る
胎
生
種
子
で
、
こ

れ
が
落
下
し
て
根
を
出
し
、
生
長
し
て
い

き
ま
す
。
樹
種
に
よ
っ
て
適
応
で
き
る
環

境
が
異
な
る
た
め
、
岸
か
ら
海
に
か
け
て
、

オ
ヒ
ル
ギ
（
奄
美
北
限
）、
メ
ヒ
ル
ギ
（
鹿

児
島
北
限
）、
ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ
（
沖
縄
島

北
限
）
と
群
落
が
移
り
変
わ
り
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

イ
ラ

ス
ト

写
真

（
購

入
）

60
0m
m

1200mm

60
0m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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5.
沖
縄
ゾ
ー
ン

6.
小
笠
原
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

琉
球
列
島
の
成
り
立
ち

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

海
に
囲
ま
れ
隔
離
さ
れ
た
小
さ
な
島
で
は
、

生
地
も
個
体
数
も
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、

生
息
地
の
破
壊
や
生
態
系
の
変
化
が
も
た

ら
す
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
琉
球
列

島
で
確
認
さ
れ
て
い
る
維
管
束
植
物
の
う

ち
、
約
70
0種
が
絶
滅
あ
る
い
は
絶
滅
の

恐
れ
の
あ
る
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
生
息
地
の
開
発
、
植
物
の

採
取
、
帰
化
植
物
や
外
来
生
物
に
よ
る
影

響
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

CG
イ

ラ
ス

ト

CG
イ

ラ
ス

ト

CG
イ

ラ
ス

ト

CG
イ

ラ
ス

ト

小
笠
原
ゾ
ー
ン

̶
絶
海
の
島
で
進
化
し
た
植
物
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

小
笠
原
諸
島
は
北
緯
20
度
25
分
か
ら
27

度
40
分
、
東
経
13
6度

04
分
か
ら
15
3

度
59
分
の
範
囲
に
散
在
す
る
島
嶼
群
で

す
。
小
笠
原
諸
島
は
海
底
が
隆
起
し
て
形

成
さ
れ
、
大
陸
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
な

い
「
海
洋
島
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠

原
の
生
物
は
す
べ
て
何
ら
か
の
方
法
で
島

に
偶
然
た
ど
り
着
き
、
島
の
環
境
に
適
応

し
て
生
き
残
っ
た
も
の
の
子
孫
で
す
。
島

に
定
着
し
た
植
物
は
、
そ
の
後
本
土
と
は

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
購

入
）

CG
イ

ラ
ス

ト

絶
滅
の
危
機

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

海
に
囲
ま
れ
隔
離
さ
れ
た
小
さ
な
島
で
は
、

生
地
も
個
体
数
も
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、

生
息
地
の
破
壊
や
生
態
系
の
変
化
が
も
た

ら
す
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
琉
球
列

島
で
確
認
さ
れ
て
い
る
維
管
束
植
物
の
う

ち
、
約
70
0種
が
絶
滅
あ
る
い
は
絶
滅
の

恐
れ
の
あ
る
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
生
息
地
の
開
発
、
植
物
の

採
取
、
帰
化
植
物
や
外
来
生
物
に
よ
る
影

響
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

生
息

地
の

開
発

Ha
bit

at 
de

ve
lop

me
nt

植
物

の
採

取
Wi

ld 
pla

nt
 ha

rve
sti

ng

外
来

生
物

の
影

響
Im

pa
ct 

of
 in

va
siv

e s
pe

cie
s

60
0m
m

1200mm

12
00
m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン
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図面名称
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年月日
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照
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設
計

設
計

縮
尺

照
査
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6.
小
笠
原
ゾ
ー
ン

6.
小
笠
原
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

羽
毛

に
く

っ
つ

い
た

り
、糞

に
種

子
が

混
ざ

っ
た

り
し

て
到

着
し

ま
し

た
。

Ca
rri

ed
 by

 bi
rd

s
Th

ey
 ar

riv
ed

 w
ith

 se
ed

s s
tu

ck
 to

 fe
ath

ers
 

an
d m

ixe
d i

n w
ith

 th
eir

 dr
op

pin
gs

.

鳥
に

よ
っ

て
運

ば
れ

て
き

た

ラ
ン

の
よ

う
に

微
細

な
種

子
や

、
シ

ダ
・

コ
ケ

の
胞

子
な

ど
は

風
に

の
っ

て
到

着
し

ま
し

た
。

Ca
rri

ed
 by

 th
e w

ind
Mi

cro
sco

pic
 se

ed
s li

ke
 th

os
e o

f o
rch

ids
 an

d 
sp

or
es

 of
 fe

rn
s a

nd
 m

os
se

s a
rri

ve
d o

n t
he

 
wi

nd
.

風
に

運
ば

れ
て

き
た

海
流

に
流

さ
れ

た
り

、
流

木
に

付
着

し
た

り
し

て
到

着
し

ま
し

た
。

水
に

浮
く

ヤ
シ

の
実

な
ど

は
、

こ
の

よ
う

に
し

て
到

着
し

ま
し

た

 It 
ca

me
 rid

ing
 th

e o
ce

an
 cu

rre
nt

s
Th

ey
 ar

riv
ed

 by
 be

ing
 ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n 

cu
rre

nt
s o

r b
y a

tta
ch

ing
 th

em
se

lve
s t

o 
dr

ift
wo

od
. F

loa
tin

g c
oc

on
ut

s a
nd

 ot
he

r 
th

ing
s a

rri
ve

d t
his

 w
ay

, b
ut

 ac
or

ns
, w

hic
h 

海
流

に
乗

っ
て

や
っ

て
き

た

Ho
w 

di
d 

pl
an

ts
 co

m
e t

o O
ga

sa
wa

ra
?

植
物
は
ど
の
よ
う
に

や
っ
て
き
た
の
？

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ス
ト

絶
滅
の
危
機

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

小
笠
原
諸
島
で
確
認
さ
れ
て
い
る
維
管
束

植
物
約
40
0種
の
う
ち
、
絶
滅
危
惧
種
は

13
0種
、
準
絶
滅
危
惧
種
と
情
報
不
足
種

は
合
わ
せ
て
16
種
に
の
ぼ
り
ま
す
。

小
笠
原
で
は
、
こ
れ
ら
絶
滅
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
植
物
の
保
護
増
殖
を
は
か
る
た

め
、
生
育
状
況
や
生
育
特
性
の
把
握
、
ノ

ヤ
ギ
や
ク
マ
ネ
ズ
ミ
等
に
よ
る
食
害
の
防

止
、
生
育
環
境
の
保
全
な
ど
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
小

笠
原

よ
り

入
手

）
写

真
（

小
笠

原
よ

り
入

手
）

ネ
ズ

ミ
類

等
に

よ
る

食
害

防
止

柵
Ro

de
nt

 da
ma

ge
 pr

ev
en

tio
n f

en
ce

外
来

種
除

去
装

置
Ro

de
nt

 da
ma

ge
 pr

ev
en

tio
n f

en
ce

野
生

復
帰

の
た

め
の

裸
地

の
整

備
Ro

de
nt

 da
ma

ge
 pr

ev
en

tio
n f

en
ce

外
来

植
物

の
駆

除
Ro

de
nt

 da
ma

ge
 pr

ev
en

tio
n f

en
ce

希
少
種
の
保
全
と

生
息
域
外
保
全

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
日
本
国
内
に
は
、
人
間
の
活
動
や
外
来
種

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
生
き
も
の（
希
少
種
）が
い
ま
す
。

希
少
種
の
保
全
は
減
少
要
因
を
特
定
し
、

本
来
の
生
息
地
（
生
息
域
内
）
で
行
う
こ

と
が
基
本
で
す
が
、
生
息
域
内
の
取
組
だ

け
で
は
絶
滅
を
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
場
合

に
は
、飼
育
下
で
の
繁
殖（
生
息
域
外
保
全
）

に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

撮
影

撮
影

撮
影

撮
影

種
子

の
保

存
の

た
め

の
調

整
作

業
Ro

de
nt

 da
ma

ge
 pr

ev
en

tio
n f

en
ce

保
存

し
て

い
る

種
子

を
播

種
Ro

de
nt

 da
ma

ge
 pr

ev
en

tio
n f

en
ce

絶
滅

危
惧

植
物

の
手

入
れ

Ro
de

nt
 da

ma
ge

 pr
ev

en
tio

n f
en

ce
発

芽
実

験
の

準
備

Ro
de

nt
 da

ma
ge

 pr
ev

en
tio

n f
en

ce

写
真

（
小

笠
原

よ
り

入
手

）
写

真
（

小
笠

原
よ

り
入

手
）

60
0m
m

1200mm

12
00
m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称
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年月日
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照
査
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計

設
計
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尺
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査
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7.
乾
燥
地
ゾ
ー
ン

8.
熱
帯
ゾ
ー
ン
上
空

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
5(A
4)

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

の
先

住
民

族
に

と
っ

て
身

近
な

植
物

で
、

新
生・

調
和

な
ど

の
象

徴
と

さ
れ

、
装

飾
具

の
モ

チ
ー

フ
と

し
て

使
わ

れ
ま

す
。

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 at
tac

hin
g 

th
em

se
lve

s t
o d

rif
tw

oo
d. 

Flo
ati

ng
 co

co
nu

ts 
an

d o
th

er 
th

ing
s 

arr
ive

d t
his

 w
ay

, b
ut

 ac
or

ns
, w

hic
h s

ink
 in

 w
ate

r, 

乾
燥
地
ゾ
ー
ン

̶
乾
燥
に
耐
え
る
植
物
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
ず
、
森
林
が
発
達
で

き
な
い
地
域
を
乾
燥
地
と
い
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
苛
酷
な
環
境
で
、
植
物
は
水
分

を
得
た
り
保
持
し
た
り
す
る
た
め
に
、
特

別
な
仕
組
み
を
も
っ
て
い
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

乾
燥
に
耐
え
る
仕
組
み

Me
ch

an
ism

 fo
r t

ol
er

at
in

g d
ro

ug
ht

①
植
物
体
の
表
面
積
を
小
さ
く
す
る
こ
と

で
蒸
散
を
抑
え
る

②
根
を
深
く
張
り
、
地
中
深
く
か
ら
水
を

吸
収
す
る
。

③
葉
の
表
面
を
毛
で
覆
っ
た
り
、
気
孔
の

数
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
蒸
散
を
抑

え
る

④
光
合
成
の
た
め
に
気
孔
を
開
く
時
間
を

夜
に
す
る
こ
と
で
蒸
散
を
抑
え
る
。

⑤
植
物
体
内
に
水
分
を
蓄
え
る
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ス
ト

CG

見
渡

し
て

み
よ

う
Le

t's
 lo

ok
 ar

ou
nd

.

シ
ダ

の
新

芽
を

み
て

み
よ

う
Le

t’
s t

ak
e a

 lo
ok

 at
 th

e n
ew

 fe
rn

 sh
oo

ts.

12
00
m
m

1200mm

20
0m
m

200mm

45
0m
m

200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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9.
熱
帯
山
地
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

9.
熱
帯
山
地
ゾ
ー
ン

Th
ey
 ar
riv
ed
 by
 be
ing
 ca
rri
ed
 by
 

oc
ea
n c
ur
ren
ts 
or
 by
 at
tac
hin
g 

料
理
の
ス
パ
イ
ス
に

Th
ey
 ar
riv
ed
 by
 be
ing
 ca
rri
ed
 by
 

oc
ea
n c
ur
ren
ts 
or
 by
 at
tac
hin
g 

ア
ロ
マ
に
使
う
精
油
に

Th
ey
 ar
riv
ed
 by
 be
ing
 ca
rri
ed
 by
 

oc
ea
n c
ur
ren
ts 
or
 by
 at
tac
hin
g 

害
虫
を
遠
ざ
け
る

熱
帯

多
雨

林
と

同
様

に
種

は
か

な
り

多
い

の
で

す
が

、
際

だ
っ

て
高

い
木

は
見

ら
れ

な
く

な
り

ま
す

。
高

さ
の

異
な

る
木

が
作

り
出

す
森

林
の

階
層

は
、

熱
帯

多
雨

林
よ

り
少

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
気

温
が

低
く

な
る

た
め

、
森

林
の

様
相

は
温

帯
に

似
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

温
帯

の
よ

う
な

季
節

の
移

り
変

わ
り

が
あ

り
ま

せ
ん

。

熱
帯

山
地

林

熱
帯
山
地
ゾ
ー
ン

̶
熱
帯
の
涼
し
い
森
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

熱
帯
地
域
の
標
高
が
高
い
地
域
で
は
、
年

間
を
と
お
し
て
の
気
温
の
変
化
は
あ
ま
り

な
い
、
涼
し
い
森
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
気

が
冷
や
さ
れ
、
霧
が
発
生
し
や
す
く
な
る

こ
と
か
ら
、
年
中
霧
に
覆
わ
れ
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
購

入
）

写
真

（
購

入
）

特
徴
的
な
自
然
環
境

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

熱
帯

か
ら

温
帯

に
か

け
て

標
高

が
高

い
地

域
の

一
部

で
は

、
霧

の
発

生
し

や
す

い
場

所
に

雲
霧

林
が

発
達

し
ま

す
。雲

霧
林

は
霧

に
よ

っ
て

水
分

が
供

給
さ

れ
る

常
緑

林
で

す
。

歯
木

は
低

く
枝

分
か

れ
し

、
ラ

ン
な

ど
の

着
生

植
物

や
シ

ダ
類

が
多

く
見

ら
れ

ま
す

。
地

面
や

木
の

幹
・

枝
に

は
苔

類
（

コ
ケ

の
仲

間
）

に
厚

く
覆

わ
れ

る
こ

と
か

ら
、

苔
林

（
せ

ん
た

雲
霧

林
Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

写
真

（
購

入
）

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ン
イ

ラ
ン

パ
チ

ュ
リ

イ
ラ

ス
ト

写
真

（
購

入
）

香
料
植
物

̶
香
り
成
分
を
生
活
に
活
用
す
る
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
植
物
体
に
精
油
成
分
な
ど
を
含
み
，
芳
香

や
香
辛
料
を
と
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き

た
一
群
の
植
物
。
芳
香
を
と
る
た
め
の
植

物
と
し
て
は
，
バ
ラ
科
が
特
に
有
名
で
あ

る
が
，
モ
ク
セ
イ
科
，
ク
ス
ノ
キ
科
，
シ

ソ
科
な
ど
に
多
数
の
植
物
種
が
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
食
品
に
添
加
す
る
香
辛
料
を

と
る
香
辛
料
植
物
に
は
，
コ
シ
ョ
ウ
が
代

表
的
な
植
物
で
あ
る
が
，
ト
ウ
ガ
ラ
シ
，

シ
ョ
ウ
ガ
，
ワ
サ
ビ
な
ど
，
多
く
の
種
類

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

60
0m
m

1200mm

12
00
m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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10
.お
も
ろ
植
物
ゾ
ー
ン

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

新
宿
御
苑
の
温
室
は
、
明
治
8年
（
18
75
）
に
建
て
ら
れ
た
約
10
0m

の
洋
風
温
室
に
始
ま
り
ま
す
。
内
藤
新
宿
試
験
場
と
し
て
農
業
技
術
向
上

や
西
洋
農
法
導
入
が
進
め
ら
ま
し
た
。
の
ち
に
新
宿
植
物
御
苑
と
な
り
、

加
温
式
温
室
の
整
備
で
果
樹
や
洋
ラ
ン
な
ど
の
栽
培
・
研
究
を
進
め
、
日

本
の
温
室
園
芸
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

明
治
40
年
温
室
外
観

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

Ma
ny
 pr
od
uc
ts 
ex
po
rte
d f
ro
m 
tro
pic
al 
reg
ion
s a
re 
als
o u
tili
ze
d i
n J
ap
an
.

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

Ma
ny
 pr
od
uc
ts 
ex
po
rte
d f
ro
m 
tro
pic
al 
reg
ion
s a
re 
als
o u
tili
ze
d i
n J
ap
an
.

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

Ma
ny
 pr
od
uc
ts 
ex
po
rte
d f
ro
m 
tro
pic
al 
reg
ion
s a
re 
als
o u
tili
ze
d i
n J
ap
an
.

11
.エ
ピ
ロ
ー
グ

新
宿

御
苑

の
温

室
の

は
じ

ま
り

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

明
治

前
期

～
中

期

温
室
の
歴
史

Th
e h

ist
or

y  
of

 gr
ee

nh
ou

se
s

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）お
も
ろ
植
物
ゾ
ー
ン

̶
変
わ
っ
た
姿
や
生
態
の
植
物
̶

Og
as

aw
ar

a Z
on

e
̶

Pl
an

ts
 th

at
 ev

ol
ve

d 
on

 a 
re

m
ot

e i
sla

nd
̶

甘
い

に
お

い
で

虫
を

誘
い

、
袋

で
と

ら
え

る
食

虫
植

物
。

消
化

し
て

栄
養

に
す

る
力

を
も

ち
ま

す
。

ウ
ツ

ボ
カ

ズ
ラ

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 

th
e u
pli
ft o
f th
e s
ea
be
d a
nd
 ha
ve
 ne
ve
r 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s a
 

res
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n 

Og
as
aw
ara
 ar
e d
es
ce
nd
an
ts 
of 

or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

ベ
ゴ

ニ
ア

の
葉

は
形

や
色

が
と

て
も

多
様

で
、

丸
形

や
ハ

ー
ト

形
、

ギ
ザ

ギ
ザ

な
ど

い
ろ

い
ろ

見
ら

れ
る

。

ベ
ゴ

ニ
ア

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 

th
e u
pli
ft o
f th
e s
ea
be
d a
nd
 ha
ve
 ne
ve
r 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s a
 

res
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n 

Og
as
aw
ara
 ar
e d
es
ce
nd
an
ts 
of 

or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

ピ
ン

ク
や

白
の

ヒ
ラ

ヒ
ラ

は
「

葉
っ

ぱ
」。

本
当

の
花

は
、す

き
間

に
隠

れ
た

「
黄

色
い

花
」

で
す

。

ウ
コ

ン
Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 

th
e u
pli
ft o
f th
e s
ea
be
d a
nd
 ha
ve
 ne
ve
r 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s a
 

res
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n 

Og
as
aw
ara
 ar
e d
es
ce
nd
an
ts 
of 

or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ス
ト

イ
ラ

ス
ト

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

一
見
す
る
と
奇
妙
な
姿
や
生
態
を
持
つ
植
物
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
厳
し
い
環
境

を
生
き
抜
く
た
め
の
合
理
的
な
生
存
戦
略
で
あ
り
、
捕
食
、
擬
態
な
ど
、
独
自
の
進
化

を
遂
げ
た
結
果
で
す
。
不
思
議
で
興
味
深
い
植
物
た
ち
の
観
察
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e s
ea
be
d a
nd
 ha
ve
 ne
ve
r b
ee
n c
on
ne
cte
d t
o a
 co
nt
ine
nt
. A
s a
 re
su
lt, 
all
 of
 

th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 

ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n f
oll
ow
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 

lon
g p
eri
od
 of
 tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 
be
en
 

co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e G
ala
pa
go
s, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 th
e O
ga
sa
wa
ra 

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

18
93
年
に
1号
温
室
が
竣
工
し
、
翌
年
2号
、
翌
々
年
3号
が
完
成
、

左
右
対
称
の
大
規
模
温
室
が
整
い
ま
し
た
。
翌
18
96
年
に
増
築
で
全
体

完
成
。
し
か
し
19
45
年
の
空
襲
で
大
半
を
焼
失
。
残
っ
た
洋
ラ
ン
な
ど

は
薪
の
熱
で
守
ら
れ
、
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
初
期
の
温
室
外
観

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

皇
室

の
温

室
と

し
て

の
発

展
と

戦
火

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

明
治

中
期

～
昭

和
前

期

19
49
年
国
民
公
園
と
し
て
、
一
般
に
公
開
に
伴
い
、
鑑
賞
温
室
と
し
て

役
割
を
か
え
、、
19
58
年
に
は
当
時
と
し
て
東
洋
一
の
規
模
を
誇
る
大
温

室
が
完
成
。
そ
の
後
、
老
朽
化
の
た
め
、
20
12
年
に
現
在
の
熱
帯
・
亜

熱
帯
の
植
物
な
ど
の
栽
培
展
示
と
と
も
に
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
存
・
展
示

も
行
う
環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な
温
室
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
33
年
ヤ
シ
室

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

国
民

の
大

温
室

へ
Ab

cd
ef

 g
hi

jk
 le

m
no

p
Ab

cd
ef

 g
hi

jk
 le

m
no

p
戦

後

現
在
の
温
室
で
は
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
植
物
な
ど
の
栽
培
展
示
と
と
も
に

国
内
の
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
存
・
展
示
も
行
う
環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な

温
室
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
室
内
の
風
景

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

国
内

外
の

熱
帯

・
亜

熱
帯

地
域

の
植

物
を

展
示

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

温
室
の
役
割

Th
e h

ist
or

y  
of

 gr
ee

nh
ou

se
s

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

明
治
中
期
の
の
御
苑
は
宮
中
の
御
料
農
場
で
し
た
が
、
野
菜
や
果
樹
、
花

卉
（
か
き
）
の
栽
培
研
究
を
進
め
、
民
間
へ
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
国
内
初
の
無
加
温
温
室
で
の
温
室
ブ
ド
ウ
栽
培
の
試
み
、

他
に
も
福
羽
逸
人
に
よ
り
作
出
さ
れ
た
「
福
羽
苺
」
は
大
型
美
味
の
高
級

苺
と
し
て
進
物
用
な
ど
に
広
く
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
洋
ラ
ン
や
福

羽
苺
な
ど
の
植
物
を
継
承
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

福
羽
苺

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

皇
室

ゆ
か

り
の

植
物

を
継

承
Ab

cd
ef

 g
hi

jk
 le

m
no

p

新
宿
御
苑
は
20
06
年
に
「
植
物
園
の
保
全
活
動
に
対
す
る
国
際
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
植
物
園
自
然

保
護
国
際
機
構
（
BG
CI、
本
部
は
英
国
）
が
植
物
園
の
生
物
多
様
性
保
全

に
対
す
る
役
割
及
び
保
全
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
枠
組
み
を
定
め
た
も
の

で
す
。
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
植
物
の
保
存
へ
の
取
組
や
普
及
啓
発

活
動
等
を
通
じ
て
、
保
護
活
動
へ
の
貢
献
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。 

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
の
風
景

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

生
物

多
様

性
保

全
へ

の
貢

献
Ab

cd
ef

 g
hi

jk
 le

m
no

p

20
08
年
か
ら
絶
滅
危
惧
植
物
の
種
子
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。
種
子
は
、

少
な
い
ス
ペ
ー
ス
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
保
管
で
き
る
こ
と

か
ら
、
絶
滅
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に
有
効
な
方
法
の
１
つ
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。日
本
植
物
園
協
会
及
び
各
植
物
園
な
ど
と
連
携
し
て
、

全
国
か
ら
種
子
と
そ
の
自
生
地
の
情
報
を
収
集
し
、
新
宿
御
苑
内
の
施
設

で
長
期
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

採
取
し
た
種
子
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

希
少

植
物

の
栽

培
や

種
子

保
存

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

具
体
的
な
活
動

Th
e h

ist
or

y  
of

 gr
ee

nh
ou

se
s

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

日
本
国
内
に
は
、
人
間
の
活
動
や
外
来
種
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
生
き
も
の
（
希
少
種
）
が
い
ま
す
。
希
少
種
の
保
全

は
減
少
要
因
を
特
定
し
、
本
来
の
生
息
地
（
生
息
域
内
）
で
行
う
こ
と
が

基
本
で
す
が
、
生
息
域
内
の
取
組
だ
け
で
は
絶
滅
を
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
は
、
飼
育
下
で
の
繁
殖
（
生
息
域
外
保
全
）
に
取
り
組
む
こ
と
も

重
要
で
す
。

生
息
域
外
保
全
さ
れ
て
い
る
希
少
植
物

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

絶
滅

危
惧

植
物

の
生

息
域

外
保

全
Ab

cd
ef

 g
hi

jk
 le

m
no

p

日
本
植
物
園
協
会
は
、
植
物
園
に
お
け
る
植
物
の
展
示
・
収
集
、
調
査
・

研
究
、
教
育
・
普
及
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

19
47
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
宿
御
苑
は
種
子
保
存
拠
点
園
と
し
て
、

全
国
の
10
0以
上
の
植
物
園
と
協
力
し
植
物
園
、
大
学
、
研
究
機
関
等
に

お
い
て
日
本
各
地
の
自
生
地
で
採
集
さ
れ
た
絶
滅
危
惧
植
物
の
種
子
を
収

集
し
種
子
の
保
存
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
マ
ッ
プ

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c

Th
e t
ro
pic
al 
reg
ion
 is 
a c
lim
ati
c z
on
e c
ha
rac
ter
ize
d b
y h
igh
 te
mp
era
tu
res
 an
d 

hu
mi
dit
y t
hr
ou
gh
ou
t t
he
 ye
ar,
 ex
ten
din
g b
etw
ee
n t
he
 Tr
op
ic 
of 
Ca
nc
er 
an
d 

th
e T
ro
pic
 of
 Ca
pr
ico
rn
 on
 ei
th
er 
sid
e o
f th
e e
qu
ato
r. N
ea
rly
 30
0,0
00
 pl
an
t 

sp
ec
ies
 gr
ow
 on
 Ea
rth
, a
nd
 m
an
y o
f th
es
e a
re 
us
ed
 in
 pe
op
le’
s d
ail
y l
ive
s a
s 

foo
d, 
sp
ice
s, m
ed
ici
ne
s, b
uil
din
g m
ate
ria
ls,
 fu
elw
oo
d, 
an
d s
ou
rce
s o
f fi
be
r. 

日
本

植
物

園
協

会
の

拠
点

園
と

し
て

Ab
cd

ef
 g

hi
jk

 le
m

no
p

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

撮
影

撮
影

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

CG
イ

ラ
ス

ト

12
00
m
m

800mm

80
0m
m

1200mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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ム
ニ

ン
ツ

ツ
ジ

Mu
nin

 az
ale

a
盗
掘
、
花
や
枝
の
盗

採
、
ノ
ヤ
ギ
の
食
害

な
ど
で
激
減

Th
e n

um
be

r o
f t

ree
s 

ha
s d

ras
tic

all
y 

de
cre

as
ed

 du
e t

o 
th

eft
, th

eft
 of

 flo
we

rs 
an

d b
ran

ch
es

, a
nd

 

テ
ー
マ
植
物
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

S=
1/
5(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

S=
1/
10
(A
4)

12
.新
宿
御
苑
と
ラ
ン
栽
培

Sh
in

ju
ku

 G
yo

en
 N

at
io

na
l G

ar
de

n

新
宿
御
苑
は
、
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な

洋
ラ
ン
栽
培
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
そ
の
歴

史
は
明
治
20
年
頃
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
皇
室
行
事
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
の

ラ
ン
栽
培
に
力
を
入
れ
、
外
国
か
ら
ラ
ン

を
輸
入
し
新
し
い
ラ
ン
の
品
種
を
作
り
出

し
た
り
、
技
術
者
を
育
成
す
る
な
ど
、
日

本
に
お
け
る
ラ
ン
栽
培
の
指
導
的
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

of 
tim
e w
hil
e i
so
lat
ed
 fro
m 
th
e m
ain
lan
d, 
wi
th
 so
me
 

ev
olv
ing
 in
to
 en
de
mi
c s
pe
cie
s. I
sla
nd
s t
ha
t h
av
e n
ev
er 

be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
, su
ch
 as
 Ha
wa
ii a
nd
 th
e 

Ga
lap
ag
os
, a
re 
kn
ow
n t
o h
av
e m
an
y e
nd
em
ic 
sp
ec
ies
, a
nd
 

th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 ar
e n
o d
iffe
ren
t. O
f th
e m
or
e t
ha
n 

40
0 s
pe
cie
s o
f n
ati
ve
 pl
an
ts 
(in
clu
din
g s
ub
sp
ec
ies
 an
d 

va
rie
tie
s),
 ap
pr
ox
im
ate
ly 
40
% 
are
 en
de
mi
c. 
If w
e l
im
it t
his
 

to
 tr
ee
s a
lon
e, 
ap
pr
ox
im
ate
ly 
70
% 
are
 en
de
mi
c.

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
温
室
で
は
、
現
在
も
ラ

ン
の
原
種
や
新
宿
御
苑
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ラ
ン
を
大
切
に
継
承
し
て
い
ま
す
。

Th
e O
ga
sa
wa
ra 
Isl
an
ds
 w
ere
 fo
rm
ed
 by
 th
e u
pli
ft o
f th
e 

se
ab
ed
 an
d h
av
e n
ev
er 
be
en
 co
nn
ec
ted
 to
 a 
co
nt
ine
nt
. A
s 

a r
es
ult
, a
ll o
f th
e o
rg
an
ism
s o
n O
ga
sa
wa
ra 
are
 

de
sce
nd
an
ts 
of 
or
ga
nis
ms
 th
at 
so
me
ho
w 
arr
ive
d o
n t
he
 

isl
an
ds
 by
 ch
an
ce
 an
d s
ur
viv
ed
 by
 ad
ap
tin
g t
o t
he
 isl
an
d's
 

en
vir
on
me
nt
. T
he
 pl
an
ts 
th
at 
se
ttl
ed
 on
 th
e i
sla
nd
s t
he
n 

fol
low
ed
 th
eir
 ow
n e
vo
lut
ion
ary
 pa
th
s o
ve
r a
 lo
ng
 pe
rio
d 

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

新
宿
御
苑
と
ラ
ン
栽
培

新
宿

御
苑

作
出

の
ラ

ン
Ab

cd
ef

 g
hi

jk
 le

m
no

p

撮
影

13
.屋
外
の
水
辺

한
글
어

中
文
（
繁

体
）
中
文
（
簡

体
）

温
室
で
育
て
た
絶
滅
危
惧
植
物
を
本
来
の
自
生
地
（
屋
外
環
境
）
へ
戻
す
前
段
階
と
し
て
、

外
気
や
光
に
慣
れ
さ
せ
る
順
化
試
験
を
屋
外
の
専
用
施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

全
国
か
ら
絶
滅
危
惧
種
な
ど
の

種
を
収
集
し
、
植
物
の
特
性
を

調
査

As
 a 
pr
eli
mi
na
ry 
ste
p 

be
for
e r
etu
rn
ing
 

en
da
ng
ere
d p
lan
ts 
gr
ow
n 

in 
a g
ree
nh
ou
se
 to
 th
eir
 

屋
外
の
水
辺

屋
外
環
境
で
栽
培
試
験
を
行
い

絶
滅
危
惧
種
の
栽
培
特
性
を
明

ら
か
に
す
る

As
 a 
pr
eli
mi
na
ry 
ste
p 

be
for
e r
etu
rn
ing
 

en
da
ng
ere
d p
lan
ts 
gr
ow
n 

in 
a g
ree
nh
ou
se
 to
 th
eir
 

野
生
復
帰
の
栽
培
試
験

Cu
lti
va
tio
n 
tr
ia
l f
or
 re
in
tr
od
uc
tio
n 
in
to
 th
e 
wi
ld

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）
写

真
（

環
境

省
よ

り
入

手
）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）
写

真
（

環
境

省
よ

り
入

手
）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）
写

真
（

環
境

省
よ

り
入

手
）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）
写

真
（

環
境

省
よ

り
入

手
）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

撮
影

撮
影60
0m
m

1200mm

26
5m
m

175mm

50
0m
m

700mm

合同会社わくわくデザイン
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照
査

設
計

設
計

縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所
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S=
1/
10
(A
4)

15
.戦
前
の
温
室
の
遺
構

14
.バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
温
室
の
紹
介

大
温
室
の
工
事
に
と
も
な
う
平
成
22
年
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
で
、
日
本
に
お
け
る

観
賞
を
目
的
と
し
た
初
期
の
温
室
の
遺
構
が
出
土
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
建
て
ら
れ
戦
後
ま
で
使
用
さ
れ
た
「
E」
の
字
形
の
温
室
の
一
番
東
側
の
基
礎

部
分
で
す
。
基
礎
石
部
分
の
上
に
切
石
、
さ
ら
に
煉
瓦
が
積
ま
れ
た
構
造
を
し
て
い
ま
し

た
。
他
に
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
貯
炭
室
、
排
水
施
設
な
ど
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

In 
20
10
; a
n i
nv
es
tig
ati
ve
 ex
ca
va
tio
n o
f a
 bu
rie
d c
ult
ur
al 
pr
op
ert
y w
as
 

co
nd
uc
ted
 as
 th
e g
ree
nh
ou
se
 w
as
 re
co
ns
tru
cte
d, 
an
d t
he
 re
ma
ins
 of
 

str
uc
tu
re 
of 
th
e e
arl
y g
ree
nh
ou
se
 fo
r t
he
 pu
rp
os
e o
f a
dm
irin
g p
lan
ts 
in 

Ja
pa
n w
ere
 ex
ca
va
ted
. It
 is 
th
e b
as
ic 
pa
rt 
of 
th
e v
ery
 ea
st 
sid
e o
f th
e 

E-s
ha
pe
d g
ree
nh
ou
se
 bu
ilt 
fro
m 
th
e M
eij
i e
ra 
th
ro
ug
h t
o t
he
 Ta
ish
o e
ra 
an
d 

us
ed
 un
til 
po
stw
ar 
era
. T
he
 st
ru
ctu
re 
wa
s c
on
sis
ted
 of
 th
e c
ut
 st
on
es
 ab
ov
e 

th
e p
art
 of
 ba
sic
 st
on
es
, a
nd
 th
e b
ric
ks
 w
ere
 pi
led
 up
. A
lso
, b
oil
er 
ro
om
, 

co
al 
sto
ck
 ro
om
 an
d t
he
 dr
ain
ag
e f
ac
ilit
ies
 w
ere
 fo
un
d.

戦
前
の
温
室
の
遺
構

Pr
e-
W
ar
 G
re
en
ho
us
e 
Re
m
ai
ns

�
体
中
文

한
국
어

�
体
中
文

한
국
어

La
nd

sc
ap

e G
ard

en
 an

d F
or

ma
l G

ard
en

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
温
室
・
戦
前
の
温
室
の
遺
構

温室
の工
事に
伴う
平成
22年
の埋
蔵文
化財
発掘
調査
で、
日本
に

おけ
る鑑
賞を
目的
とし
た初
期の
温室
の遺
構が
出土
しま
した
。

温室
の基
礎な
どで
した
。そ
の一
部を
発掘
調査
当時
のま
まに
保

存し
てい
ます
。こ
のサ
イン
の裏
側の
道を
進む
とあ
りま
すの
で

、ど
うぞ
ご覧
くだ
さい
。

　新
宿御
苑は
他の
植物
園、
大学
、研
究機
関な
どと
連携
して
、

絶滅
危惧
植物
の種
子の
収集
と保
存に
取り
組ん
でい
ます
。さ
ま

ざま
な機
関に
よっ
日本
各地
で採
取さ
れた
種子
が、
保存
のた
め

に種
の確
認用
のさ
く葉
標本
と併
せて
新宿
御苑
に送
られ
てき
ま

す。
種子
は新
宿御
苑で
冷凍
保存
され
、さ
く葉
標本
は国
立科
学

博物
館筑
波実
験植
物園
に送
られ
て保
管・
分類
され
ます
。種
子

の保
存は
植物
を実
際に
栽培
する
こと
に比
べ、
非常
に小
さな
ス

ペー
スで
膨大
な多
様性
を持
つ標
本を
保存
して
おけ
る、
より
効

率的
で実
用的
な方
法と
言え
ます
。

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 
att

ac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g c

oc
on

ut
s 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 ac

or
ns

, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

,Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 at
tac

hin
g t

he
ms

elv
es

 to
 dr

ift
wo

od
. F

loa
tin

g 
co

co
nu

ts 
an

d o
th

er 
th

ing
s a

rri
ve

d t
his

 w
ay

, b
ut

 ac
or

ns
, 

wh
ich

 sin
k i

n w
ate

r, T
he

y a
rri

ve
d b

y b
ein

g c
arr

ied
 by

 
oc

ea
n c

ur
ren

ts 
or

 by
 at

tac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. 
Flo

ati
ng

 co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 

ac
or

ns
, w

hic
h s

ink
 in

 w
ate

r, T
he

y a
rri

ve
d b

y b
ein

g 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n c

ur
ren

ts 
or

 by
 at

tac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 
dr

ift
wo

od
. F

loa
tin

g c
oc

on
ut

s a
nd

 ot
he

r t
hin

gs
 ar

riv
ed

 

Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 
att

ac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. F
loa

tin
g c

oc
on

ut
s 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 ac

or
ns

, w
hic

h s
ink

 
in 

wa
ter

,Th
ey

 ar
riv

ed
 by

 be
ing

 ca
rri

ed
 by

 oc
ea

n c
ur

ren
ts 

or
 by

 at
tac

hin
g t

he
ms

elv
es

 to
 dr

ift
wo

od
. F

loa
tin

g 
co

co
nu

ts 
an

d o
th

er 
th

ing
s a

rri
ve

d t
his

 w
ay

, b
ut

 ac
or

ns
, 

wh
ich

 sin
k i

n w
ate

r, T
he

y a
rri

ve
d b

y b
ein

g c
arr

ied
 by

 
oc

ea
n c

ur
ren

ts 
or

 by
 at

tac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 dr
ift

wo
od

. 
Flo

ati
ng

 co
co

nu
ts 

an
d o

th
er 

th
ing

s a
rri

ve
d t

his
 w

ay
, b

ut
 

ac
or

ns
, w

hic
h s

ink
 in

 w
ate

r, T
he

y a
rri

ve
d b

y b
ein

g 
ca

rri
ed

 by
 oc

ea
n c

ur
ren

ts 
or

 by
 at

tac
hin

g t
he

ms
elv

es
 to

 
dr

ift
wo

od
. F

loa
tin

g c
oc

on
ut

s a
nd

 ot
he

r t
hin

gs
 ar

riv
ed

 

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）
写

真
（

環
境

省
よ

り
入

手
）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）

写
真

（
環

境
省

よ
り

入
手

）
撮

影

70
0m
m

1150mm

95
0m
m

650mm
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計

設
計

縮
尺

照
査
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Թ室｜S-2 κʔンϚοϓ

この温室では、
などにԠ͡てଟ様にల開する೤ଳの植物やީؾ
ઈ໓ةዧ植物のలࣔを行ͬています。
Ώ くͬりご鑑賞ください。

This greenhouse features a variety of tropical
and endangered plants adapted to different climates.
Please take your time and enjoy

大温室のご利用案内
Greenhouse Visitor Information

No Commercial Photography
঎ࡱۀӨ、ະਃ੥のϞσルࡱӨなど

No Commercial Photography
঎ࡱۀӨ、ະਃ੥のϞσルࡱӨなど

No Commercial Photography
঎ࡱۀӨ、ະਃ੥のϞσルࡱӨなど No Commercial Photography

঎ࡱۀӨ、ະਃ੥のϞσルࡱӨなど

No Commercial Photography
঎ࡱۀӨ、ະਃ੥のϞσルࡱӨなど

Old Imperial Rest House
旧洋館御休所

Tropical Zone
熱帯ゾーン

Tropical Mountain Zone
熱帯山地ゾーン

Arid Zone
乾燥地ゾーン

Tropical Lowland Zone
熱帯低地ゾーン

Ogasawara Zone
小笠原ゾーン

Okinawa Zone
沖縄ゾーン

Tropical Wetland Zone
熱帯池沼ゾーン

Waterfall Pool
滝つぼ

Waterside Zone
水辺ゾーン

Extinct in the Wild (EW)
野生絶滅

Endangered (EN)
絶滅危惧種

Near Threatened (NT)
準絶滅危惧種

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

Dummy dummy
ダミーダミー

熱帯ゾーン
Tropical Zone

熱帯山地ゾーン
Tropical Mountain Zone

熱帯池沼ゾーン
Tropical Wetland Zone

乾燥地ゾーン
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Թ室｜S-1 ΠンτϩμΫγϣン

温室へようこそ
Welcome to Greenhouse

この温室では、ީؾなどにԠ͡てଟ様にల開する೤ଳの植物や
ઈ໓ةዧ植物のలࣔを行ͬています。Ώ くͬりご鑑賞ください。

This greenhouse features a variety of tropical
and endangered plants adapted to different climates.
Please take your time and enjoy

Go to Greenhouse
主温室へ

Dummy dummy dummy
植物をইͭけない

Dummy dummy dumm
植ࠐに入らない

Dummy dummy dumm
わない࢖等を٭ࡾ

No Smoking (including E-cigaretters)
禁Ԏ（ి子た͹こؚΉ）

No Commercial Photography
঎ࡱۀӨ、ະਃ੥のϞσルࡱӨなど

No Eating or Drinking
飲食禁止

Dummy dummy dumm
りやすい׈
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Թ室｜S-3 κʔンαΠン
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Թ室｜S-4a 解説൘（খ）

仏教の三大聖樹
How did plants come to Ogasawara?

简体中文 繁體中文 한국어

෹ڭのࡾ大੟थとは、෹ڭを開いたऍᷟの生
֔にΏかりのあるͭࡾの木です。生まれたと͖
のແ༕थ、さとりを開いたと͖ の฾ఏथ、๢くなͬ
たと͖のࠫཏ૒थを指します。これらは஀生・
さとり・ͶはΜを表す大੾な੟なる木とされてい
ます。これらは஀生・さとり・ͶはΜを表す大
੾な੟なる木とされています。

Dummy. The tropical region is a climatic zone 
characterized by high temperatures and 
humidity throughout the year, extending 
between the Tropic of Cancer and the Tropic of 
Capricorn on either side of the equator. Nearly 
300,000 plant species grow on Earth, and 
many of these are used in people’s daily lives 
as food, spices, medicines, building materials, 
fuelwood, and sources of fiber. Many products 
exported from tropical regions are also utilized 
in Japan.

ऍᷟの฼がこのඒしいՖに৮れようとした時に
ऍᷟが生まれたとされる。インυ、タイなど෹ڭ
৴ڼのある国ではࣉӃのपลにこのथのฒ木
があります。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things 
arrived this way, but acorns, which sink in 
water, do not exist in Ogasawara.

ムユウジュ（無憂樹）Habitat development

ऍᷟがͦのԼでޛりを開いたとされる੟なる฾
ఏथ。インυ࢈ݪのクϫՊのߴ木。大͖な༿が
特徴のམ༿थ。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things 
arrived this way, but acorns, which sink in 
water, do not exist in Ogasawara.

インドボダイジュ（印度菩提樹）Wild plant harvesting

ऍᷟがᔷᒒ（入໓、ڈࢮ）の際、౦੢ೆ๺に2

本ずͭはえていたとされます。「平Ո物ޠ」で༗
໊なࠫཏ૒様とは、この木のことです。「੝者
必の理をあらわす」というՖの৭は、୶いԫ྘
৭でখさく、๕߳があります。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things 
arrived this way, but acorns, which sink in 
water, do not exist in Ogasawara.

サラソウジュ（沙羅双樹）Impact of invasive species
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Թ室｜S-4b 解説൘（େ）

熱帯低地ゾーン
How did plants come to Ogasawara?

雨量で変わる多様な植生
How did plants come to Ogasawara?

简体中文 繁體中文 한국어简体中文 繁體中文 한국어

一年中ؾ温がߴい೤ଳの஍Ҭでは、߱ਫྔの
ҧいによりさまざまな植生が見られます。
一年中たくさΜのӍの߱る஍Ҭには೤ଳଟӍ
。成されますܗઅྛがقがある஍Ҭにはقס、ྛ
さらに߱ਫྔのগない஍Ҭにはαバンφがܗ成
されます。さらに߱ਫྔのগない஍Ҭにはαバ
ンφがܗ成されます。

The Ogasawara Islands were formed by the 
uplift of the seabed and have never been 
connected to a continent. As a result, all of the 
organisms on Ogasawara are descendants of 
organisms that somehow arrived on the 
islands by chance and survived by adapting to 
the island's environment. The plants that 
settled on the islands then followed their own 
evolutionary paths over a long period of time 
while isolated from the mainland, with some 
evolving into endemic species.

ऍᷟの฼がこのඒしいՖに৮れようとした時に
ऍᷟが生まれたとされる。インυ、タイなど෹ڭ
৴ڼのある国ではࣉӃのपลにこのथのฒ木
があります。インυ、タイなど෹ڭ৴ڼのある国
ではࣉӃのपลにこのथのฒ木があります。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things 
arrived this way, but acorns, which sink in 
water, do not exist in Ogasawara. Floating 
coconuts and other things arrived this way, but 
acorns, which sink in water, do not exist in 
Ogasawara.

熱帯多雨林｜生物の宝庫 Dummy dummy dummy

熱帯季節林｜乾季を生き延びる Dummy dummy dummy
ऍᷟの฼がこのඒしいՖに৮れようとした時に
ऍᷟが生まれたとされる。インυ、タイなど෹ڭ
৴ڼのある国ではࣉӃのपลにこのथのฒ木
があります。インυ、タイなど෹ڭ৴ڼのある国
ではࣉӃのपลにこのथのฒ木があります。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things 
arrived this way, but acorns, which sink in 
water, do not exist in Ogasawara. Floating 
coconuts and other things arrived this way, but 
acorns, which sink in water, do not exist in 
Ogasawara.

サバンナ｜樹木が点在する草原 Dummy dummy dummy
ऍᷟの฼がこのඒしいՖに৮れようとした時に
ऍᷟが生まれたとされる。インυ、タイなど෹ڭ
৴ڼのある国ではࣉӃのपลにこのथのฒ木
があります。インυ、タイなど෹ڭ৴ڼのある国
ではࣉӃのपลにこのथのฒ木があります。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things 
arrived this way, but acorns, which sink in 
water, do not exist in Ogasawara. Floating 
coconuts and other things arrived this way, but 
acorns, which sink in water, do not exist in 
Ogasawara.
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Թ室｜S-6a 解説൘（น෇）-1（Τϐϩʔά）

温室の歴史
The History of Greenhouses

简体中文 繁體中文 한국어

明治40年温室֎؍ Dummy dummy dummy

昭和ॳ期の温室֎؍ Dummy dummy dummy

昭和33年Ϡシ室 Dummy dummy dummy

明治前期ʙ中期 Dummy dummy dummy

明治中期ʙ昭和前期 Dummy dummy dummy

ઓ後 Dummy dummy dummy

新宿御苑の温室のはじまり Dummy dummy dummy

皇室の温室としての発展と戦火 Dummy dummy dummy

国民の大温室へ Dummy dummy dummy

新宿御苑の温室は、明治8年（1875）に建てられた໿100mの༸෩温室に
࢝まります。内౻新宿ݧࢼ場として೶ٕۀज़޲上や੢༸೶๏ಋ入がਐΊら
ました。のͪに新宿植物御苑となり、加温式温室の整備で果थや༸ランな
どの࠿ഓ・ڀݚをਐΊ、೔本の温室園ܳのൃలに大 く͖ݙߩしました。

The tropical region is a climatic zone characterized by high temperatures 
and humidity throughout the year, extending between the Tropic of 
Cancer and the Tropic of Capricorn on either side of the equator. Nearly 
300,000 plant species grow on Earth, and many of these are used in 
people’s daily lives as food, spices, medicines, building materials, 
fuelwood, and sources of fiber. Many products exported from tropical 
regions are also utilized in Japan.

1893年に1߸温室がॡ工し、ཌ年2߸、ཌʑ年3߸が完成、ࠨӈରশの
大規模温室が整いました。ཌ1896年に増築でશମ完成。しかし1945年
の空襲で大൒を焼失。残ͬた༸ランなどは਋の೤でकられ、ࠓ೔にडけܧ
がれています。

The tropical region is a climatic zone characterized by high temperatures 
and humidity throughout the year, extending between the Tropic of 
Cancer and the Tropic of Capricorn on either side of the equator. Nearly 
300,000 plant species grow on Earth, and many of these are used in 
people’s daily lives as food, spices, medicines, building materials, 
fuelwood, and sources of fiber. Many products exported from tropical 
regions are also utilized in Japan.

1949年国民公園として、一般に公開に伴い、鑑賞温室として໾ׂをかえ、、
1958年には当時として౦༸一の規模をތる大温室が完成。ͦの後、࿝ٺ
化のたΊ、2012年に現在の೤ଳ・ѥ೤ଳの植物などの࠿ഓలࣔとともに
ઈ໓ةዧ植物の保存・లࣔも行うڥ؀に഑ྀした新たな温室へと生まれม
わりました。

The tropical region is a climatic zone characterized by high temperatures 
and humidity throughout the year, extending between the Tropic of 
Cancer and the Tropic of Capricorn on either side of the equator. Nearly 
300,000 plant species grow on Earth, and many of these are used in 
people’s daily lives as food, spices, medicines, building materials, 
fuelwood, and sources of fiber. Many products exported from tropical 
regions are also utilized in Japan.
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Թ室｜S-6a 解説൘（น෇）-2（͓΋Ζ২෺κʔン）

おもろ植物ゾーン
Dummy dummy dummy

简体中文 繁體中文 한국어

一見するとົحな姿や生ଶを࣋ͭ植物をूΊま
した。これらは厳しいڥ؀を生͖ൈくたΊの߹
理తな生存ઓུであり、ั食、ٖଶなど、ಠ自
のਐ化を਱͛た݁果です。ෆٞࢥでڵຯਂい
植物たͪの࡯؍をおָしみください。ෆٞࢥで
。をおָしみください࡯؍ຯਂい植物たͪのڵ
ෆٞࢥでڵຯਂい植物たͪの࡯؍をおָしみく
ださい。

The Ogasawara Islands were formed by the 
uplift of the seabed and have never been 
connected to a continent. As a result, all of the 
organisms on Ogasawara are descendants of 
organisms that somehow arrived on the 
islands by chance and survived by adapting to 
the island's environment. The plants that 
settled on the islands then followed their own 
evolutionary paths over a long period of time 
while isolated from the mainland, with some 
evolving into endemic species.

ベゴニア Dummy dummy dummy
μϛーϕゴニΞの༿はܗや৭がとてもଟ様で、
ΪβΪβなどいΖいΖ見られ、ܗやハートܗؙ
る。ϕゴニΞの༿はܗや৭がとてもଟ様で、ؙ
。ΪβΪβなどいΖいΖ見られる、ܗやハートܗ
ϕゴニΞの༿はܗや৭がとてもଟ様で、ؙܗや
ハートܗ、ΪβΪβなどいΖいΖ見られる。

The tropical region is a climatic zone 
characterized by high temperatures and 
humidity throughout the year, extending 
between the Tropic of Cancer and the Tropic of 
Capricorn on either side of the equator. Nearly 
300,000 plant species grow on Eartht  Nearly 
300,000 plant species grow on Eartht

ウコン Dummy dummy dummy
μϛーϐンクやനのώラώラは「༿ͬͺ」。本当のՖは、す͖
間にӅれた「ԫ৭いՖ」です。ϐンクやനのώラώラは「༿ͬ
ͺ」。本当のՖは、す͖間にӅれた「ԫ৭いՖ」です。

The tropical region is a climatic zone characterized by high 
temperatures and humidity throughout the year, 
extending between the Tropic of Cancer and the Tropic of 
Capricorn on either side of the equator. Nearly 300,000 
plant species grow on Eartht

ウツボカズラ Dummy dummy dummy
μϛー؁いにおいで஬を༠い、ାでとらえる食
஬植物。ফ化してӫཆにするྗをもͪます。
1958年には当時として౦༸一の規模をތる大
温室が完成。

The tropical region is a climatic zone 
characterized by high temperatures and 
humidity throughout the year, extending 
between the Tropic of Cancer and the Tropic of 
Capricorn on either side of the equator. Nearly 
300,000 plant species grow on Eartht
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౉ͯ͠みΑ͏ݟ
Let’s look around

౉ͯ͠みΑ͏ݟ
Let’s look around

Թ室｜S-7a 解説൘（खḡ）-1
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Թ室｜S-7b 解説൘（खḡ）-2

γμͷ৽ժΛみͯみΑ͏
Let’s take a look at the new fern shoots

ニューδーランυのઌॅ民族にとͬ て਎
ۙな植物で、新生・調和などの৅徴とさ
れ、装০۩のϞνーフとして࢖われます。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and 
other things arrived this way, but 
acorns, which sink in water, 

γμͷ৽ժΛみͯみΑ͏
Let’s take a look at the new fern shoots

ニューδーランυのઌॅ民族にとͬ て਎
ۙな植物で、新生・調和などの৅徴とさ
れ、装০۩のϞνーフとして࢖われます。

They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and 
other things arrived this way, but 
acorns, which sink in water, 
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Թ室｜԰֎ͷਫล（ݟͲ͜Ζ解説ඪࣝD）

温室でҭてたઈ໓ةዧ植物を本来の自生஍（԰֎ڥ؀）へ໭す前段֊として、
。を԰֎のઐ用施設で行ͬていますݧࢼれさせるॱ化׳やޫにؾ֎

Cultivation trial for reintroduction
into the wild

As a preliminary step before returning endangered plants grown in a 
greenhouse to their original natural habitat (outdoor environment),
we conduct acclimatization trials at a dedicated outdoor facility to help them 
adjust to natural air and sunlight.

શ国からઈ໓ةዧछなどのछをऩूし、植
物の特ੑを調ࠪ

We conduct acclimatization trials at a 
dedicated outdoor facility to help them 
adjust to natural air and sunlight.

԰֎ڥ؀で࠿ഓݧࢼを行いઈ໓ةዧछの
ഓ特ੑを明らかにする࠿

We conduct acclimatization trials at a 
dedicated outdoor facility to help them 
adjust to natural air and sunlight.

野生復帰の栽培試験

バックヤード Dummy dummy dummy

屋外の水辺 Dummy dummy dummy
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Թ室｜ઓલͷԹ室ͷҨߏ（طଘͷඪࣝ）

Pre-War Greenhouse Remains

戦前の温室の遺構
大温室の工事にともなう平成22年のຒଂ文化財ൃ۷調ࠪで、
೔本における؍賞を໨తとしたॳ期の温室の遺構がग़土しまし
た。明治時代から大正時代にかけて建てられઓ後まで࢖用され
た「E」のܗࣈの温室の一൪౦ଆの基ૅ෦෼です。基ૅੴ෦෼
の上に੾ੴ、さらにẂנがੵまれた構଄をしていました。ଞに、
Ϙイラー室、ஷ୸室、ഉਫ施設なども見ͭかりました。

In 2010; an investigative excavation of a buried cultural 
property was conducted as the greenhouse was 
reconstructed, and the remains of structure of the early 
greenhouse for the purpose of admiring plants in Japan were 
excavated. It is the basic part of the very east side of the 
E-shaped greenhouse built from the Meiji era through to the 
Taisho era and used until postwar era. The structure was 
consisted of the cut stones above the part of basic stones, and 
the bricks were piled up. Also, boiler room, coal stock room 
and the drainage facilities were found.

Dummy dummyダミーダミーDummy dummyダミーダミー

Dummy dummyダミーダミー

简体中文
한국어

950mm

65
0m

m

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:10(A3)グラフィックデザイン基本図-11
温室

D-111
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IROBE DESIGN INSTITUTE,
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Թ室｜ςʔϚ২෺Ωϟϓγϣン

μϛー౪۷、Ֆやࢬの౪࠾、
ϊϠΪの食֐などでܹݮ。
The number of trees has 
drastically decreased due 
to theft, theft of flowers 
and branches, and

Ϝχϯππδ
Munin azalea

μϛー౪۷、Ֆやࢬの౪࠾、
ϊϠΪの食֐などでܹݮ。
The number of trees has 
drastically decreased due 
to theft, theft of flowers 
and branches, and

Ϝχϯππδ
Munin azalea

265mm

17
5m

m

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:10(A3)グラフィックデザイン基本図-12
温室

D-112
proposed by
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Թ室｜S-1-1 入ޱද （ࣔΨϥス໘）、S-1-2 ৵入禁止（Ψϥス໘）、S-2-1 館಺注意（Ψϥス໘）

AUTO CAUTION
80mm 105mm105mm

115mm 80mm
190mm

60mm

165mm

315mm

1050mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-1
温室
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Թ室｜S-1-3 ग़ޱද （ࣔۚଐ໘）

Exitग़ޱ

AUTO CAUTION

810mm

300mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-2
温室
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Թ室｜S-1-4 τΠϨ1（ಥきग़͠タΠϓ）、S-1-5 τΠϨ2（షΓ෇͚タΠϓ）

1500mm

200mm

30mm

200mm

200mm

2090mm

27.2mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-3
温室

E-103
proposed by

IROBE DESIGN INSTITUTE,
NIPPON DESIGN CENTER INC.



!"#$%!"#$&

'($)

'($*

+,)
-./00

-*/00

-*/00

)1)2

-./00-.030

)1)2

)1)4

5678

9:
;<=

>:
;<=

?@A
;<=

-)B00

-*000

-*/00

-4/0

-*/00

-*000

CD$E$

FGHIJI%FGHIJI&

KL+,)

-*B00

-*B00

-*B00

-*/00

-*B00

+,*

M)

+,.

MNO

+,B

+,/

PL1Q7RS)

TUV

+,3

+,2

Q7RS*
M*

+,W

+,4

+,)0+,))+,)*

+,).

+,)B

+,)/

)1)4

-*B00

-*.00

-)W/0

-)B00

-)000

-4/0

-)*/0

-*2/0
-.*/0

-B000

-.4/0

XY678

-./00

Z#$

-*/00

)1*3

)12)

)1).

)1).

)1*2

)1)00

)1*.

)1)*

)1)*

)1.B -./00

[\])

大便器

-*2/0

)
4

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

^_

)*
/0

)0
00

2/
0

/0
0

*/
0

0

]/
00

]*
/0

]*/0]/00

]2
/0

]4
00

0

*/
0

/0
0

2/
0

]2/0]400

-)/00

-300

]300

-*/0

-))00

-))00

Z`ab

c d`ab

-*/*0

e,]B

)000

)/00

*000

f*000

*000

**/0

)1*0

)120

)*/0

/00

)000

)/00

/0
0

)0
00

)/
00

**/
0

*0
00

)/
00

*/
00

*0
00

)1*
0

)1*/

)1)0

ghihjkhl

ghihjkhl

*/0
0

m

m

m

m

m

-*/00

]300

nopqr

-*/00

m

nopqr

nop
qr

200 )
0
/
0

.
0
0

)00

)/0
.00

)00s))00

)/0

c
c

-B.00

)1*W

)1).

)1).

)1)B

)1)B*0/
0

)W
00

tu-*)/0

vwxMyzh{|

vwxzh{|

vwx}~zh{|

v�ÄÅzh{|

vÇÉ~zh{|

vÑÖzh{|

vÜáàâäzh{|

vwxã~zh{|

v�ÄÅzh{|

våçzh{|

véèêëhê|

v6íkhì|

î]*])

î])])

î])])

î])]B

î])]B

î])]B

î]*]B î]*]*î]*]Bî]*]/î]*]/

î]*]3î]*]*î]*]*î]*]3î]*].î]*]3î]*]*

î]*]/ î]*]* î].].

î]*]* î]*]*î]*]*

î])]*

î])]*

î]*]3

î])].

î])]/

î])]/

î])]/

î]*]B

î].]* î].])

î].]B

)ï*/0ñ&.ó

òôöõúùúùûü<{

†°¢£

§Ü¢£

°•¶¢

ß®©

öõ¢

§Ü™´

¨e¢£

≠
Æ

Y
Ø

Y
Ø

∞
±

≠
Æ

≤≥¥µ∂∑∏lπ°•¶

∫ªWß.®

µ∂∑∏

∫ªºßΩµ∂∑∏?æø¿¡¬√ƒ†°

&])03

≈Ü§]B∆«<{»

#$

î])])

î])].

î])]B

î]*])

î]*]B

î]*]3

ab…ƒ

`b…ƒ

;<=])

 ÀÃÕ

îŒ&ttœ–—u“

”‘’

÷«<{7ê;

î])]* ◊aÿŸ

î]*]* âä⁄€‹›àfi

î])qfl‡·À«<{

î]*qÃÕ«<{

‚„Ü

‰Â`ÊÁ<Ë

ÈÍÜ

”‘’

î])]/ ;<=]* ÎÏÌÓÁ<Ë

î]*]. âä⁄€‹›àfi1ÔÃÕ

î]*]/ —–œn—Œ_“ ÒÚêÁ{ÛÜ

î].]) `b…ƒÙıˆÁ<Ë ÒÚêÁ{ÛÜ

î].]* ◊aÿŸ ˜Ü

î].q¯˘«<{

˙˚êÜ

˙˚êÜ

˙˚êÜ

ıˆÁ<Ë

¸˝Ä˛Ü

¢£ ˇ! "# $%

* &

* &

) &

. &

. &

) &

&

&

. &

. &

B &

) &

) &

î].]. 'ÂŸ(Ï ÒÚêÁ{ÛÜ) &

3

)

î].]B )*+ ˜Ü) &

,ûü<{-.

,ûü<{/0

Թ室｜S-2-2 ২෺に৮Εͳ͍Ͱ（ࣗ立タΠϓ）、S-2-3 ২෺に৮Εͳ͍Ͱ、స౗注意（खḡּ໦໘）

২物ʹ৮Εͳ͍で

Do Not Touch Plants

২物ʹ৮Εͳ͍で

Do Not Touch Plants

స౗注意

Watch Your Step

130mm

130mm

260mm

130mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-4
温室
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Թ室｜S-2-5 NO ENTRY（可動スタンド໘）、S-3-3 ߦき止·Γ（可動スタンド໘）

立入禁止

No Entry

き止まΓߦ

No Exit

1200mm

400mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-5
温室
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Թ室｜S-3-2 ৵入禁止（น໘）

禁止ંࠨ

No Left Turn Here

130mm

130mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-7
温室
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Թ室｜S-2-6 閉࠯中

ด࠯த

Temporarily
Closed

155mm

280mm

合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計
設
計

縮
尺

照
査環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:15(A3)サイン詳細図-8
温室
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Interesting Plants Zone
面白い植物ゾーン

One-way
(No return to the Tropical Mountain Zone)

一方通行
（熱帯山地ゾーンには戻れません）

Tropical Mountain
Zone
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尺
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査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

-旧洋館御休所
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旧洋館御休所
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旧広間旧御食堂

玄関
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環境省新宿御苑管理事務所
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新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

撤去平面図

旧洋館御休所

A-201

S-1

S-4

解説サイン(自立)

注意サイン(貼付)

名称

S-5 利用案内サイン

■撤去リスト

S-3 解説サイン(布)

S-2 解説サイン(貼付)
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図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

公園名称

照
査

設
計

設
計

縮
尺
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査

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年11月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-204

平面図

旧洋館御休所

展示

1.概要と成り立ち

1-1.概要 置き型

2.各室解説

2-1.旧次之間 置き型1

2-2.旧御食堂 置き型1

2-3.旧控室 既存にIJシート上貼り

2-4.旧臣下浴室 置き型1

2-5.ロッカー 既存にIJシート上貼り

2-6.旧御浴室 置き型1

2-7.旧御厠 置き型1

2-8.旧妃殿下御浴室 置き型1

2-9.旧廊下 置き型1

2-10.御居間 置き型1

3.窓からの眺めに当時のことを想う

3-1.温室への眺め 置き型2

3-2.庭園への眺め 置き型2

4.利用案内

4-1. 開館時間：9:00〜16:30 （可動スタンド）

4-2. 禁煙/火気厳禁/危険物品持ち込み厳禁 （屋外、可動スタンド）

サイン

S-1.利用案内サイン

S-1-1.閉館中 扉のガラス面に設置

S-2.注意サイン

S-2-1.靴の管理は各自でお願いします 卓上型

上段にスリッパをお入れください

S-2-2.入館にあたって 置き型

S-2-3.立入禁止 ドアノブに下げる

S-2-4.段差注意 置き型

S-2-5.段差注意 床に貼る

S-2-6.この水栓は使用できません 卓上型

S-2-7.締切 既存にIJシート上貼り

S-3.誘導サイン

S-3-1.順路 置き型

S-3-2.順路、段差注意 置き型

家具

1.玄関

F-1. 靴箱

2.旧広間

F-2. 受付カウンター
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1-1

旧控室	解説板 ロッカー１ ロッカー２

2-3　旧控室

IJシート貼り　200×200

S-2-8　締切

IJシート貼り　100×50

2-5　ロッカー

IJシート貼り　200×200

S-2-8　締切

IJシート貼り　100×50
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S-2-8　締切

IJシート貼り　100×50
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環境省新宿御苑管理事務所

令和7年11月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

A-205

展開図

旧洋館御休所













公開エリア　　1896（明治29）年
　　1909（明治42）年
　　1922（大正11）年
　　1924（大正13）年

増築・改築年

旧暖炉

建築形式（現状）

建築様式

建築規模

木造平屋建
スレート葺・亜鉛引鉄板葺屋根
スティック・スタイル
（クイーン・アン・スタイルを加味）
面積 480.08㎡
間口 31.815m
棟高 6.990m

4
旧調理室

2
旧御車寄

1
旧御食堂

7
廊下1

8
旧御居間

5
旧妃殿下
御浴室

6
旧御浴室

旧臣下浴室

旧次之間

玄関

旧広間

旧臣下控室

旧仕人詰所

廊下3 廊下2

旧控室

旧婦人浴室

旧臣下
手洗室

旧臣下
脱衣室

旧殿下
脱衣室

旧殿下
手洗室

旧妃殿下
御化粧室

旧御厠
旧臣下
便所

旧婦人
手洗室

旧婦人
便所

廊下1

中庭

旧洋館御休所 館内図

4
脇出入口

旧洋館御休所
Nationally Designated Important Cultural Property
Kyu-Gokyu-Sho (Old Imperial Rest House)

国指定重要文化財

関連年表
Chronology

明治29年：温室植物鑑賞の休憩所として創建
　1896　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

明治39年：新宿御苑の開苑式が行われる
　1906　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

大正時代：苑内にゴルフコースやテニスコートが整備される
　　　　　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

大正13年：増改築が完了し、現在の姿となる（クラブハウス機能の強化）
　1924　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

昭和20年：空襲により旧温室等が焼失する中、本建物は焼失を免れる
　1945　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

昭和24年：国民公園として一般公開。以後、管理事務所等として利用される
　1949　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

平成13年：保存改修工事を経て一般公開。国の重要文化財に指定
　2001　：They arrived by being carried by ocean currents or by atta

旧次之間
Old Second Parlor
この旧次之間と手前の旧広間、奥の旧御居間
は明治 29(1896) 年の創建以来手の加えられて
いないスペースです。壁紙などの内装は、わ
ずかに残された断片や記録などを参考に復元
しています。

Japan is a country where beautiful seasonal 
nature and traditional culture thrive. You can 
enjoy ancient temples in historic cities, 
modern urban life, hot springs, and delicious 
cuisine, offering a wide variety of attractions.

1. イントロダクション

2. 各室の紹介 3. 窓からの眺めに当時のことを想う

本建物は、明治29年（1896）、皇族が温室を鑑賞する際の休憩所として、宮内省内匠寮（
たくみりょう）の設計により建設されました。当時の欧米で流行した「スティック・スタ
イル（木骨様式）」を基調とした意匠が特徴です。 大正時代に入ると、皇室の御苑利用が
植物鑑賞からスポーツ・レクリエーションへと広がりを見せたことに伴い、本建物も増改
築が行われました。特に大正13年（1924）には、浴室や更衣室等を備えた現在の規模とな
り、スポーツ後のクラブハウスとしての機能を果たしました。 昭和20年（1945）の空襲
による焼失を免れた本建物は、明治・大正期の皇室庭園における休憩施設として唯一現存
する遺構であり、平成13年（2001）に国の重要文化財に指定されました。

They arrived by being carried by ocean currents or by attaching themselves to driftwood. Floating 
coconuts and other things arrived this way, but acorns, which sink in water,They arrived by being 
carried by ocean currents or by attaching themselves to driftwood. Floating coconuts and other 
things arrived this way, but acorns, which sink in water, They arrived by being carried by ocean 
currents or by attaching themselves to driftwood. Floating coconuts and other things arrived this 
way, but acorns, which sink in water, They arrived by being carried by ocean currents or by attaching 
themselves to driftwood. Floating coconuts and other things arrived this way, but acorns, which sink 
in water,  

CG（環境省より提供）
順路、フォトスポットなど追記

한글어 中文（繁体） 中文（簡体）

賞状（既存の額縁を利用）

写真（公文書館等より入手）

한글어 中文（繁体） 中文（簡体）

クラブハウスとして
As a Clubhouse
大正時代には正面の芝生広場に 9 ホールのゴ
ルフコースやテニスコートが整備され、本建
物は皇室関係者による更衣室や浴室、休憩ス
ペースを備えた「クラブハウス」として利用
されるようになりました。

Japan is a country where beautiful seasonal 
nature and traditional culture thrive. You can 
enjoy ancient temples in historic cities, 
modern urban life, hot springs, and delicious 
cuisine, offering a wide variety of attractions.

한글어 中文（繁体） 中文（簡体）

温室付属施設として
As a greenhouse annex
旧洋館御休所は、単独の施設ではなく、隣接
する温室の付属施設として計画・建設された
ものです。当時の皇室の方々や賓客は、洋ラ
ンや熱帯植物を鑑賞した後、この建物で休息
を取ったとされています。 

Japan is a country where beautiful seasonal 
nature and traditional culture thrive. You can 
enjoy ancient temples in historic cities, 
modern urban life, hot springs, and delicious 
cuisine, offering a wide variety of attractions.

한글어 中文（繁体） 中文（簡体）

御休所 Imper ia l  Rest  House
温室 greenhouse

S=1/10(A4)

S=1/5(A4)

写真（公文書館等より入手）
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旧洋館御休所｜1 概要

国指定重要文化財

関連年表
Chronology

明治29年 温室植物鑑賞の休憩所として創建
明治39年 新宿御苑の開苑式が行われる
大正時代 苑内にゴルフコースやテニスコートが整備される
大正13年 増改築が完了し、現在の姿となる（クラブハウス機能の強化）
昭和20年 空襲により旧温室等が焼失する中、本建物は焼失を免れる
昭和24年 国民公園として一般公開。以後、管理事務所等として利用される
平成13年 保存改修工事を経て一般公開。国の重要文化財に指定

1896 They arrived by being carried by ocean currents or by atta

1906 hey arrived by being carried by ocean currents or by atta

Taisho period They arrived by being carried by ocean currents or by atta

1924 They arrived by being carried by ocean currents or by atta

1945 They arrived by being carried by ocean currents or by atta

1949 They arrived by being carried by ocean currents or by atta

2001 They arrived by being carried by ocean currents or by atta

本建物は、明治29年（1896）、皇族が温室を鑑賞する際の休憩所として、宮内省内匠
寮（たくみりょう）の設計により建設されました。当時の欧米で流行した「スティック・スタ
イル（木骨様式）」を基調とした意匠が特徴です。 大正時代に入ると、皇室の御苑利用が
植物鑑賞からスポーツ・レクリエーションへと広がりを見せたことに伴い、本建物も増改
築が行われました。特に大正13年（1924）には、浴室や更衣室等を備えた現在の規模
となり、スポーツ後のクラブハウスとしての機能を果たしました。 昭和20年（1945）の空
襲による焼失を免れた本建物は、明治・大正期の皇室庭園における休憩施設として唯
一現存する遺構であり、平成13年（2001）に国の重要文化財に指定されました。

They arrived by being carried by ocean currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things arrived this way, but acorns, which sink 
in water,They arrived by being carried by ocean currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things arrived this way, but acorns, which sink 
in water, They arrived by being carried by ocean currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things arrived this way, but acorns, which sink 
in water, They arrived by being carried by ocean currents or by attaching themselves to 
driftwood. Floating coconuts and other things arrived this way, but acorns, which sink 
in water,  

賞状（既存の額縁を利用）

旧洋館御休所
Kyu-Gokyu-Sho (Old Imperial Rest House)

Nationally Designated Important Cultural Property

简体中文 繁體中文 한국어

旧洋館御休所　館内図
Inside of the Old Imperial Rest House

木枠＋ウレタン塗装
インテリアに合わせたベージュ

1400mm
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00

m
m

ポリ板＋IJシート出力
真っ白ではなく、一段階浅いベージュ

旧洋館パンフレットの地図を使用
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新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事

1:10(A3)グラフィックデザイン基本図-1
旧洋館御休所

D-201
proposed by

IROBE DESIGN INSTITUTE,
NIPPON DESIGN CENTER INC.



旧洋館御休所｜2 各室解説

この旧次之間と手前の旧広間、奥の旧御居間は明治
29（1896）年の創建以来手の加えられていないスペー
スです。壁紙などの内装は、わずかに残された断片
や記録などを参考に復元しています。

Japan is a country where beautiful seasonal nature 
and traditional culture thrive. You can enjoy ancient 
temples in historic cities, modern urban life, hot 
springs, and delicious cuisine, offering a wide 
variety of attractions.

旧次之間
Old Second Parlor

简体中文 繁體中文 한국어

写真（公文書館等より入手）

大正時代には正面の芝生広場に9ホールのゴルフ
コースやテニスコートが整備され、本建物は皇室関係
者による更衣室や浴室、休憩スペースを備えた「クラ
ブハウス」として利用されるようになりました。

Japan is a country where beautiful seasonal nature 
and traditional culture thrive. You can enjoy ancient 
temples in historic cities, modern urban life, hot 
springs, and delicious cuisine, offering a wide 
variety of attractions.

クラブハウスとして
As a Clubhouse

简体中文 繁體中文 한국어

この旧次之間と手前の旧広間、奥の旧御居間は明治
29（1896）年の創建以来手の加えられていないスペー
スです。壁紙などの内装は、わずかに残された断片
や記録などを参考に復元しています。

Japan is a country where beautiful seasonal nature 
and traditional culture thrive. You can enjoy ancient 
temples in historic cities, modern urban life, hot 
springs, and delicious cuisine, offering a wide 
variety of attractions.

旧次之間
Old Second Parlor

简体中文 繁體中文 한국어

写真（公文書館等より入手）

大正時代には正面の芝生広場に9ホールのゴルフ
コースやテニスコートが整備され、本建物は皇室関係
者による更衣室や浴室、休憩スペースを備えた「クラ
ブハウス」として利用されるようになりました。

Japan is a country where beautiful seasonal nature 
and traditional culture thrive. You can enjoy ancient 
temples in historic cities, modern urban life, hot 
springs, and delicious cuisine, offering a wide 
variety of attractions.

クラブハウスとして
As a Clubhouse

简体中文 繁體中文 한국어
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閉館中
Closed

旧洋館御休所｜S-1-1 閉館中、S-2-1 置き型

閉館中
Closed

靴の管理は各自でお願いします
スリッパは上段にお入れください

Please take responsibility
for managing your own shoes.

Please place the slippers
on the upper shelf.

靴の管理は各自でお願いします
スリッパは上段にお入れください

Please take responsibility
for managing your own shoes.

Please place the slippers
on the upper shelf.

270mm
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アクリルt5 UV印刷

R 3mm

R 3mm
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査環境省新宿御苑管理事務所
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令和８年度新宿御苑展示工事
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立入禁止

Staff Only

立入禁止

Staff Only

旧洋館御休所｜S-2-3 立入禁止、S-2-5 段差注意、S-2-6 使用不可

段差注意

Caution: Step

使用できません

Out of Service

段差注意

Caution: Step

使用できません

Out of Service

130mm

130mm

130mm

130mm

90mm

90mm

アクリルt5 UV印刷 アクリルt5 UV印刷塩ビシートに印刷
床に貼る（フローリング面）

R 3mm
R 3mm
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段差注意

Caution: Step

段差注意

Caution: Step

段差注意

Caution: Step

旧洋館御休所｜S-2-2 入館にあたって、S-2-4 段差注意、S-3-1 順路、S-3-2 順路、段差注意

If you are unable to remove your shoes,
shoe covers are available.

Please speak to a staff member.

靴を脱ぐことが困難な方は、シューズカバーのご用意があります。
スタッフへお声がけください。

No Shoes
土足厳禁

No Eating
or Drinking

飲食禁止

If you are unable to remove your shoes,
shoe covers are available.

Please speak to a staff member.

靴を脱ぐことが困難な方は、シューズカバーのご用意があります。
スタッフへお声がけください。

No Shoes
土足厳禁

No Eating
or Drinking

飲食禁止 段差注意

Caution: Step

297mm
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120mm

120mm

120mm

240mm

白色の無地の上、IJシート貼り 白色の無地の上、UV印刷 白色の無地の上、UV印刷

R 3mmR 3mm
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白色の無地の上、UV印刷

R 3mm

R 3mm
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旧洋館御休所｜S-2-7 締切

締切

Keep Closed

締切

Keep Closed

白色の無地の上、IJシート貼り
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R 3mm
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合同会社わくわくデザイン

工事名称

図面名称
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図面番号
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照
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設
計
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縮
尺

照
査

環境省新宿御苑管理事務所

令和8年3月

新宿御苑

令和８年度新宿御苑展示工事
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令和８年度新宿御苑展示工事
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森の家
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令和８年度新宿御苑展示工事
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里地里山とは
What is Satoyama?

 　里地里山とは、原生的な自然と都市との中間に位置し、集落とそれを取り巻く二次林、それらと混在する農地、ため池、草原などで構成
される地域です。農林業などに伴うさまざま人間の働きかけを通じて環境が形成・維持されてきました。
　里地里山は、特有の生物の生息・生育環境として、また、食料や木材など自然資源の供給、良好な景観、文化の伝承の観点からも重要な地
域です。
里地里山の危機
　しかし、里地里山の多くは人口の減少や高齢化の進行、産業構造の変化により、里山林や野草地などの利用を通じた自然資源の循環が少な
くなることで、大きな環境変化を受け、里地里山における生物多様性は、質と量の両面から劣化が懸念されています。
国内の取組
　里地里山保全活動の取組の参考とするため、持続可能な資源利用に関する全国の特徴的な取組事例を収集、分析し、幅広く情報発信を行っ
ています。さらに、伝統的な里地里山の利用・管理手法の再評価、保全活用につながる新たな利活用手法の導入、都市住民や企業など多様な
主体の参加促進方策などの視点について検討を行い、地域の活動にとって必要な助言や技術的なノウハウの提供を行うことにより、全国的な
里地里山の保全活用を促進しています。 

武蔵野の森
The Musashino Forest

山と集落と農地
Mountains, Villages, and Farmland

TSatoyama refers to areas located between pristine natural environments and urban zones. 
These regions are composed of rural settlements, the surrounding secondary forests, and a 
mosaic of agricultural land, irrigation ponds, grasslands, and other elements. The 
environment in satoyama has been shaped and maintained through various human activities, 
particularly those related to agriculture and forestry.
Satoyama landscapes are important as habitats for unique species of plants and animals. They 
also play a vital role in providing natural resources such as food and timber, preserving 
beautiful scenery, and passing down cultural traditions.

 　里地里山とは、原生的な自然と都市との中間に位置し、集落とそれを取り巻く二次林、それ
らと混在する農地、ため池、草原などで構成される地域です。農林業などに伴うさまざま人間
の働きかけを通じて環境が形成・維持されてきました。
　里地里山は、特有の生物の生息・生育環境として、また、食料や木材など自然資源の供給、
良好な景観、文化の伝承の観点からも重要な地域です。

一般的な里地・里山における
人間の働きかけを通じて環境が形成・維持されてきたイメージ
新宿御苑での母と子の森での取り組みを描く

環境省、里地里山のWEBサイトより
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■特記事項
・ガラスフィルムは、カットサンプルを現地のガラス面に当てて、
　遮蔽性を確認し、承認を得ること。
・立入禁止サインは、原寸サンプルを用意して、ガラスフィルムと
　ともに、現地のガラス面に当てて、視認性を確認し、承認を得ること。
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